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１　無言の視線









　うぜぇ。

　そう思った。桜が舞い散る中、あいつが真っ直ぐ向けてくる視線に、俺はそう思ったんだ。

　進学校じゃねぇ。アホ高校でもねぇ。ごく普通の公立高校にすげぇ秀才が入ってきたって、入学当初から話題になっていた奴がいた。俺は単位ギリギリの下層部をうろつきながら、悪いお友達とつるんで楽しく過ごすだけ。だから、そんな秀才は噂で聞いただけで、同じクラスでもない以上、関わることもなかった。

　──あ、わりぃ。

　ダチと話しながら、教室の扉を開けた瞬間、ドンと肩が思いっきりぶつかった。こっちは素直に謝ったっていうのに、そいつは無言でひと睨みしてから、謝りもせずに通り過ぎた。

　なんだあいつ。

　それが、高校三年のクラス替えで同じクラスになった学校一の秀才、戸と津つ田だ玄げんに対して持った印象だった。

　銀縁眼鏡君、いかにも秀才ですってすました顔して、頭もよくて、スポーツもできて、生徒会会長とかだっけか？　自信満々なんだか知らねぇが、人にぶつかっておいて、謝ることもできないってどうなんだろうな。うっぜぇ。そう思った。

　ホント、そんなもんだった。




　その次にあいつのことを意識したのは肩がぶつかってから二週間も経たないころだった。まだ、屋上も非常階段も、授業をサボって昼寝をするには肌寒い時期。狭くて密室にもなって、邪魔の入らない場所──。体育館の放送室、ここなら寒くもない。体育館を見下ろせるから教師が来てもすぐにわかって逃げ出せて、サボりにはちょうどいい。

　静かでほんのり暖かいそこでウトウトどころか普通に昼寝かまして、ふいに目を覚ましたら、体育館が騒がしかった。

「チッ、マジかよ」

　覗いてみると、新入生への説明会をやっているらしい。中学生臭さが残るガキが並んで床に座り、先輩方が持ち時間十分程度で披露する部活紹介を見学していた。そういえばそんなことを今朝担任が話してたっけ。各部活で決められた人員と、あと、生徒会長はその説明会で抜けるから、その時間帯の授業が自習になるって。




「……」

　その様子を俺とは別の場所から眺めている奴がいた。

　戸津田だ。

　体育館の一番後ろにいたあいつの視線が少し上に移動して、そのまま、俺のいる放送室を見た。

「っ！」

　あいつと目が合った。視線が、バチっと音がしそうなほどぶつかった。俺は隠れることも忘れて、ド派手なオレンジ頭は絶対に目立つのに、小窓からあいつのことを見下ろしていた。

　壇上ではサッカー部がリフティングを披露している。全国大会にも出場したらしい。新入生どもが歓声を上げて華麗な足技に見入っていた。そんなリフティングには目もくれず、こっちだけを見つめていた奴が、サッカー部の紹介が終わって拍手が起こったとほぼ同時にこっちへ真っ直ぐ歩いてきた。

　ゆっくり、長い、長い脚で優雅に、そして静かに、壇上へ登った。

『ご入学おめでとうございます』

　よく通る、低くて落ち着いた声だった。体育館のまだ冷たい空気の中で、光が走り抜けたように響き渡る声。生徒会長だし、秀才だし、きっと、何度かこうして、壇上で演説することはあったんだろう。場慣れした感じ。

　俺は、初めて、戸津田の声と認識しながら、それを聞いている。

『──我が校でしっかり学び、三年後、それぞれの進路に羽ばたいてください』

　だからって、別になんもねぇけど。へぇ、そんな声してんのか、で終わるけど。あいつと俺に接点はひとつもないんだ。俺達はこれからもずっと平行線のまま交わることはない。

　ほら、向こうだって、サボりか、って呆れてるんだろ。

　演説が終わり壇上を降りるとき、ちらっとだが、こっちをまた見た。でも何も言わない。俺がサボっているのをわかっていながら普通にシカトしやがった。どうせ、バカなおつむの不良は目障りだとか思ってるんだろ。注意したって、あれはどうしようもないとか。

　すました顔、落ち着いた声。俺には無縁すぎて、別世界の奴でしかなかった。




　ゴールデンウイーク初日は地元の祭りで、男友達ばっか集まって騒ぎまくる予定だったのに。

「あー、マジ最悪」

　悪態と一緒に口の中の血を甘いサイダーで流して道路に吐き出す。ただ歩いてるだけでも暑くて、汗が滲むほどの快晴。でも、俺の気分はこれっぽっちも晴れていなかった。

　ホント、最悪。水かお茶が欲しかったのに、自販機のは全部売り切れてて、コンビニは長蛇の列でうぜぇし、その場で買えるサイダーでうがいするしかなかった。

　油断した。

　まさか一発顔に食らうとは思いもしなかった。腫れてはいないけど、口の中を少し切っちまって、祭りどころかテンションダダ下がりだ。

　ダチを捕まえる前に、ガラの悪いアホ面下げたクソに絡まれるなんて。それだったら、クーラーの効いたカラオケでだらけてたほうがマシだった。

　喧嘩をふっかけてきたのは、前に紹介された女の彼氏らしい。てめぇの女が俺に色目使ったんだろって、鼻で笑ったら背後から襲いかかってきやがった。クソだせぇ奴。そんなんだから、女も愛想尽かしたんだろ。

　口の中だけじゃなく、うなじの辺りには擦り傷まで。クソ野郎がしてた指輪に皮膚を削られたのか、さっきからずっとヒリヒリとしてる。もうこのまま祭りはスルーしよう。そう思ったとき、ものすごい重低音が腹に響き渡った。

　和太鼓？

　すげぇ、腹に響く大音量。ドンドンと、晴れ渡った空高くまで届きそうな音。

「……あれ」

　その和太鼓を叩き鳴らす中に見たことのある顔があった。でも人違いかもしれない。あまりにも俺が知っている奴の顔と印象が違っている。

「……戸津田？」

　似てるだけ？　そう、思ったとき、そいつがでかい声を張り上げた。あのとき、体育館で新入生を前にスピーチした声と同じ声。

　マジかよ。あれ、秀才眼鏡の戸津田じゃん。

　戸津田が声を張り上げてから、太鼓を叩いていた棒を天高く掲げた。青空に突き刺すようにかざす手、あの低くよく通る声が鼓膜を刺激する。

　そして、戸津田が手を振り下ろすと、でかい音が鳴った。

　すげぇ、音だった。

　もうクライマックスなのか、何十人かがステージ上で舞うように大小、それぞれの太鼓を叩きまくり、声を張り上げて、ひとつの音楽を作っている。人が丸々入りそうな、一番でかい太鼓を戸津田が叩いていた。

　あまりの大音量に「すげぇ」って呟いた俺の声すら搔き消える。腹が、身体が前方の太鼓に持っていかれる。

　いつも涼しげな顔して、こっちを睨んでいる戸津田の真っ直ぐな前髪が汗でびしょ濡れだった。腕を振り上げ、太鼓を叩くたびに、その濡れた髪が踊っている。険しく眉を寄せる目元には眼鏡がない。そりゃ、あれだけ激しく叩いてたら、眼鏡は邪魔かもしれない。

　するどい眼差しが太鼓だけを真っ直ぐ射抜く。普段からは想像もできない顔。少し近寄りがたいほど真剣な表情。

　音に身体が揺れる。

　和太鼓を見たのが初めてってわけじゃない。祭りの度に太鼓だ、お囃子だと、こういう音色の演奏を耳にしてきた。

　でも、なんだろう。この音の迫力に動けなかった。思考回路も止まる。ただ、降り注いで、自分の周りで踊るように溢れる音でいっぱいになっていく。

　他の音が何も聞こえなくなるほどの大音量と大迫力。

　最後なのか、一瞬だけ、太鼓が突然やみ、耳鳴りがした瞬間。

「！」

　戸津田の張り上げた声が空間を揺さ振った。

　そして、一斉に鳴り響く太鼓の音。それぞれが一心に叩きまくる。マジでその言葉が合うくらいにがむしゃらに叩いているのに、その音はちゃんとひとつのリズムになって、空の青をぶち壊すように、足元を揺さ振るように、ここを支配していた。

　パチパチパチパチ。

　フィナーレを迎えた和太鼓に大勢の拍手が送られたが、その音すら変に小さく聞こえるほどの太鼓だった。

　次の奴らがステージに上がるため、和太鼓の演奏者達は急かされるようにステージを降りていく。戸津田もでっかい太鼓をステージから下ろしていた。全員がはけてしまえば、人波のせいで、戸津田がどこにいるのかなんてもうわからない。見失ったきり、俺はそこに立ちつくして、身体の奥でまだ響く太鼓を聞いている。

「おい、そこ、通行人の邪魔だぞ」

「！」

　さっき、空高く響いた戸津田の声がすぐ横から聞こえて、小さく飛び上がった。

「おい、木き砂さ」

「！」

　初めて耳にした、自分のことを呼ぶ戸津田の声に、身体が太鼓のときと同じ反応をした。

　汗が、すげぇな。太鼓叩くだけでそんなに息が乱れるもんなのか？　ハァ、ハァ、と肩で息をする戸津田は、髪だけじゃなく、太鼓を叩いていたメンバー全員が黒で揃えたんだろうＴシャツもびしょ濡れだ。

　間近で見ると余計にでかい太鼓なんだなって、ぼんやりと眺めていた。そこで、もう一度、呼ばれて、顔を上げると、ボケッと突っ立つ俺を睨んでいる。

「おい、木砂、本当に邪魔だ」

「おわっ！」

　グンと腕を引かれて、次々に運ばれてくる太鼓の進路を邪魔する俺をどかす。

「いってぇな！」

「注意はした。どかない木砂が悪いんだろうが」

　それはたしかに。

　俺の腕を掴んだ手がかなり熱くて、こいつ熱中症なんじゃねぇかって。パッとすぐに離れた手に、まだ、戸津田の熱が残る。そのくらいに熱かった。

　俺をどかした戸津田はすぐ何かを片付け始めた。別に、それじゃあな、とか、バイバイみたいな言葉があるわけじゃない。そりゃそうだろ。俺らは仲がいいとか悪いとかそんなレベルにもならないほど接点ねぇんだから。

　なのに、まだ俺の身体の中に今さっきの太鼓の音が残っていて、そこから足が動こうとしない。まだ、腹の底で、ドコドコって、地鳴りみたいな音を響かせていて、目が勝手にその音を作り出したこいつを、戸津田を追いかけてた。

「何？　木砂、もしかして、迷子とか？」

　見てることなんてこいつは気にもしないだろうって思ったのに、いきなり振り返って話しかけたりするから、マジで飛び上がりそうになった。

「迷子なら、企画運営のテントまで案内しようか？」

「！　ちっ、ちげぇよ！　ふざけんな！」

　慌てて否定して、この場を離れようと思ったんだ。

「おい、それ、飲まないのか？」

「！」

　でも、その行く手を戸津田の、あの熱中症みたいな熱い手が遮って俺の手首を掴むと、まだ飲みかけのペットボトルを奪ってしまう。

「戸津っ……」

「……甘い。しかも温いな」

　そして、残っていた、炭酸の抜けた、ただのシロップを飲み干すと、口元を手で拭って、眉をひそめる。

　学校で見かける戸津田と全然違う。銀縁の、冷ややかな感じがする眼鏡もしていない。すました顔が日差しのせいか少し赤くて、髪はびしょ濡れ。

　秀才君があんなでかい太鼓を激しく叩いて、もしもここが学校なら、校舎の隅々にまで届きそうな声を張り上げていた。

「迷子の木砂君、悪いけど、金貸して」

「は？」

「貴重品、今、ロッカーなんだ」

　俺を睨みつけていた目が楽しげに笑っていて、目の前にいるのが別人みたいで、なんか、呆然としていた。




　ガタン！　と、大きな音を立てて、缶が自販機の取り出し口に落っこちてきた。どこの自販も品薄で、ここのは缶ジュースくらいしか残っていなかった。

　戸津田は歩行者天国となった道路を行き交う人を眺めながら、車道と歩道の段差に腰を下ろした。

　何、これ、俺も座れよってことかよ。

　プシュッ！　と、爽やかな音を立てて、缶のプルを引っ張った戸津田は喉を鳴らして、炭酸ジュースを煽るように飲んでいる。

　こいつの喉仏、なんか、すげぇ、目立つな。たしかに低い声をしているもんな。

「はぁ、生き返った。飲むか？」

「は？　なんで、俺が」

　クスッと笑って、俺の返答にかまうことなく、缶を差し出す。別に俺は今すぐ飲みたいと思うほど喉が渇いているわけじゃない。でも、戸津田が缶を俺の目の前で落とそうとしやがるから、仕方なしに受け取り、グビッと──。

「って、なんだよ！　てめぇ、からかってんのか？　ほぼ空じゃねぇか」

「アハハ」

「アハハじゃねぇ！」

　真夏でもないのに、汗びっしょりな戸津田はいきなり吹きつけてきた強い風に少しだけ寒そうに肩を竦めた。でも、日差しが異様に強い今日は、そんなの一瞬のことで、またすぐ眩しそうに目を細める。

　なんだ、これ。

　なんで、俺はこいつの横に座ってんだ。

　なんで、こいつと並んで座って、行き交う人を眺めてんだ。

「お前、太鼓とか、やってんだな」

　なんで、こいつに質問なんてしてんだ。

「あぁ……面白かったか？　太鼓」

「え？」

「見てただろ？」

「！」

　一心不乱に太鼓を叩きまくっていた戸津田が、こっちの存在に気が付いているなんて思いもしなくて、なんか、急に気恥ずかしくなる。

　じっとこっちを見つめる視線から逃れるように、ふいっと逸らすと、鼻で笑われた。なんだよって尋ねれば、別に、なんて涼しい顔でまた笑ってやがる。

「な、なんか、すげぇ意外だった。お前が太鼓とか」

「そうか？」

　思わず大きく頷くくらいには。だって、教師ですらビビるくらいの秀才が和太鼓ぶっ叩いて、あんなでかい声張り上げてって、普通に意外だろ。

「俺にとっては、日常だけどな」

「に、日常って、そんなに和太鼓やってんのか？　部活とかは？」

「案外、真面目なこと言うんだな。不良のくせに」

　さっきから、会話の一言目がなんでかどもるんだけど。話を切り出す度に身構えちまうのはどうしてなんだろう。

「生徒会に入ると部活免除されるんだよ。木砂は教師の話とか聞いてないから知らないんだろ？　生徒会長は内申とかにも効果あるし、和太鼓の稽古にも通える。一石二鳥だからな」

「へ、へぇ」

「和太鼓部ないしな」

　そんなに太鼓叩くの好きなのか。でも、たしかにすげぇ夢中になって叩いてたかもな。無心で、目の前の太鼓だけを睨みつけながら、真剣な顔をしていた。

　また、少しだけ冷たい風が吹いて、その風に戸津田の前髪がけっこう乾いてきたのか、サラサラ揺れる。

「ごちそうさま。木砂」

　俺を睨み付ける視線が真っ直ぐで痛いくらいに刺さってうぜぇって、そう思ってたんだ。

　秀才？　そんなの知らねぇ。無愛想で、俺みたいなバカを嫌っているだろう、お勉強のできるガリ勉クンだろ。

　そんなふうに思っていた野郎が、汗滴らせて、低くよく通る澄み切った声張って、あの中で一番でかい太鼓を思いっきり叩く。その二の腕はガリ勉クンと思えないくらいに逞しくて、前を見据える眼差しも凛々しくて。あれだ。なんか、意外すぎて見惚れていた。

「それ、すごいな。爪痕」

　あの太鼓を打ち鳴らしていた、制服でいつもは隠れている筋肉質な腕がスッとこっちへ伸びてきて、俺のうなじに触れた。

　気がした。風が伸びた襟足を揺らして、それが触れられたような気にさせただけなのかもしれない。こそばゆくて、触れるか、触れないか、ギリギリの感触に思わず身体がビクンと反応する。

「こ、これはっ！　喧嘩で」

　そんな爪痕みたいになってるのか？　自分じゃ見えないところだから、どんな傷になっているのか全然わかんねぇ。

「喧嘩？　なんだ、俺はてっきり、女の爪痕かと」

「！　んなわけねぇだろ！」

　っていうか、これが女の爪痕だろうとお前には関係ないことだろうが。って、言ってやろうと思った。こいつとの接点なんて何もないんだから、なかったんだから、スリ傷のことだって別にちゃんと説明する必要なんてない。

「な、なんかお前の口から女の爪痕とか、なんか、そういう発想自体がすげぇありえねぇ」

「そうか？　頬の傷ならともかくうなじに爪痕とか、普通に喧嘩だとは思わないだろ」

　そういうことじゃねぇ。学校にいるときの戸津田とあまりに違うから、だから戸惑う。ふわりと笑われる度に、なんでか直視できなくて、ずっと行き交う人の足元ばっか見つめてる。

「学校一の秀才、生徒会長のくせに不健全だろうが」

「別に普通の男子高校生だからな」

　スッと立ち上がった戸津田をただ何も考えずに見上げようとしたけど、日が高くなってきたのか、太陽の光りを背負っているせいで、眩しくてまともに目を開けてらんねぇ。

「喧嘩するより、太鼓叩いたほうがストレス発散できるぞ」

　別にストレスなんて溜まってない。でも、俺もあんなふうに、戸津田みたいに、一心不乱に太鼓を叩いたら、こんな顔できるんだろうか。

「ジュース」

「え？」

「間接キス……なんてな」

「はっ？　はぁ？」

　なんだ、こいつ。こんな奴なのか？　戸惑って、こいつほど優秀じゃない脳みそがフリーズしかける。

「ちゃんと帰れよ」

「はぁ？　なんだ、てめぇ！」

　フリーズしたまま秀才ガリ勉クンに振り回される。

「暇なら、今度、和太鼓観に来いよ。ちょうど明後日、駅近くにある公民館で練習だから」

　行くか、バーカって言ってやろうと思ったのに、あいつが手をヒラヒラと振りながら笑って、俺はその笑顔に言うタイミングをなくした。あんなに汗でびしょ濡れだった戸津田の黒いＴシャツはもう完全に乾いていて、爽やかな五月の風に空気を含んではためいていた。

「何が……間接キスだ、行くか、バーカ」

　もう聞こえないだろう背中に文句をぶつけてやった。さっき、戸津田は俺の飲みかけの炭酸ジュースを飲んでいた。もう熱い日差しで温くなっていたそれは炭酸の刺激は残っているのに、やたらと甘く感じられた。

　俺が残した分、あいつが全部飲んだんだっけ。

　そんなことを思ったら、炭酸が喉を通っていったときの感覚と、シロップの甘さが、まだ舌の上に残っている気がした。




　和太鼓の見学なんてするわけねぇじゃん。こっちはバイトもあったりで忙しいんだっつうの。秀才クンは校則で禁止されてるバイトなんてしたことないんだろうな。

　親戚のラーメン屋でバイトして、ダラダラと稼いだ金でクラブとか行って騒いで、たまに、ムカつくことがあれば喧嘩して。そんな毎日。

　だから、誰が太鼓の見学なんてするか、バーカ。って思ってた。

「な、なんか入りづれぇ」

　バイトで稼いだ金で楽しく遊ぶ。今日もそうやって騒ごうと思ったのに、女に首筋の傷のことを言われて、あいつのことを思い出した途端、なんか、クソつまらなく感じた。

　女の声を遠くに感じた。戸津田の声は低くて、張り上げるとけっこう迫力があって、ちんけな不良が喧嘩のときに怒鳴る声なんかよりもハッとした。耳に突き刺さった。

　そういや、教室で肩がぶつかったとき、こっちがよろめいたっけ。そりゃ、そうかもな、あんなでかい太鼓ぶっ叩きまくってるんだから。きっとあの重低音は百メートル離れたってちゃんと聞こえる。あんなのそこらへんのナヨったガリ勉クンには到底無理だ。そんなことばっか考えてて、隣に座る女の話が耳に入ってこなかったんだ。

　──喧嘩するより、太鼓叩いたほうがストレス発散できるぞ。

　別にストレスなんて溜まってねぇよ。

　──そんなに暇なら、今度。

　暇なんてあるか。

　そう思ったのに。気がついたら、店を出ていた。煙草のうざったい煙も、やけに鼻につく香水も、視界にチラつくゴテゴテした爪も、声も、なんとなく、今日は鬱陶しく感じて、つまらなかったんだ。ただ、それだけ。暇じゃねぇし、ストレスもねぇ。なんとなく、寄ってみただけ。

「……」

　来てはみたけど、でも、すげぇ、入りにくい。公民館の近くまで来たら、もうすでに太鼓の音が聞こえてきた。でも、それは祭りのときみたいに音楽になっているわけじゃない。練習だからなのか、それぞれがバラバラで、音も迫力に欠けていた。

　窓は曇りガラスになってるから、中に戸津田がいるのかどうかもわからない。入り口のとこには靴がズラッと並んでいて、けっこうな人数がいるっぽい。でも、その中から戸津田の靴を見つけられるわけもない。しかも、どう見てもおっさんの突っかけサンダルみたいなやつから、掌よりも小さい子どもの靴まであって、どんな奴らがそこにいるのかもわからない。もしかして、日にち間違ってたんじゃね？　って、尻込みしかけたときだった。

「んもー！　疲れた、ちょっと休憩してくるねー！」

　いきなり中の部屋に続いていそうな襖が開いて、その瞬間、ドンドンと腹に響く重低音と一緒に、俺と同じ歳くらいの女がひとり、タオルで顔を拭きながら、外に飛び出してきた。

「こんにちは！」

　でかい目をもっとでかくして、俺をじっと見つめてから、不審がることもなく挨拶してくる。そいつのポニーテールの髪が挨拶と一緒に揺れていた。

「ちは……」

「見学？」

「あー」

　汗びっしょりだな。祭りのときの戸津田と同じだ。

「あの、戸津田って」

「戸津田君？　ちょっと、待ってて」

　全部話し終わるよりも先に女がクルッと振り返り、あいつを呼ぶ。トーンと弾けるような声は、ついさっきまで一緒にいた女とは全然違う声だった。いつも耳に馴染んでいる女のねっとりとした、そしてどこか甲高い気もする作った声じゃなく。腹から出てきた張りのある声。

　そのポニテ女は「ゆっくりどうぞ」って、少しだけ首を傾げてから、元気そのものみたいな笑顔で俺の靴を脱ぐ場所を作ってくれると、そのまま飛び出すように公民館を出て行った。

　それからすぐ、ポニテが開けっぱなしにしていた襖から、太鼓の音と一緒に、今度は戸津田が顔を出し、俺を見つけて驚いたように言った。

「来たんだ」

「わ、わりぃかよ」

　眼鏡、やっぱしてねぇ。首にかけていたタオルでゴシゴシと無遠慮に顔を拭いたせいで、普段降ろしている前髪がかき上げられ、祭りのときに話した戸津田とも違う顔に見える。

「！」

　俺が見て、向こうもこっちを見れば、そりゃ目が合うわけで。バチッと音がしそうなほど視線がぶつかったことに、身体が自然と身構える。

「どうぞ。見学してくだろ？」

　身構えことに気が付いた戸津田がふわりと笑い、開けっ放しだった襖の向こうへ俺を案内する。

「ゆっくりしてけよ」

　中に入ると、何も遮るもののない空の下でさえ腹に響いた太鼓の音が、四角い部屋の中に充満していた。踏み入れただけで息もできなくなりそうなほど、公民館の部屋の中には音が溢れかえっていた。






２　二重人格の男









「すげぇ、音」

　部屋の中では太鼓のサイズごとにグループになって、各々で練習していた。本当にバラバラに叩いているから、なんか騒音になりそうなもんなのに、でかさは違っていても太鼓だからなのか、耳を塞ぎたくなるような音じゃない。

　祭りのときはたぶんいなかった気がする子ども達も混ざっている。足を投げ出すように座り込んで、その脚で挟むように一番小さいんだろう太鼓をトントンと、前に立つ大人の手拍子と一緒に叩いていた。

「本当に来たんだな！」

　そんな大音量で賑わっているせいで、戸津田の声は祭りのときみたいに少し張っていた。耳にスッと馴染む低音を腹筋に力入れて話すと、なんか鼓膜をくすぐられているような気がする。

「本当に！　来たんだな！」

　俺が返事をしないことを聞き取れていないと思ったんだろ。顔がバッと近づいて、耳へと唇が寄せられ、今度はもっと歯切れよく同じことを言われた。

　いきなり至近距離に来られて、また身構える。でも、今度は気が付かれなかった。戸津田は俺に太鼓のことを話してくれる。ちゃんと聞こえるよう、近くで説明されていると、耳に唇をくっつけて話されているような錯覚がした。

「なんだ？　見学か？　少し太鼓、叩いてみるか？」

「え？」

　いきなり横からでかい声で叫ばれて、今度は本当に飛び上がった。いつもの調子で睨みかけたけど、ここは喧嘩とかそういうことから無縁の場所だって思い出して、噛み付きそうになるのを堪える。

　横には背がひょろひょろと上にだけ伸びたような野郎がいた。顎ヒゲに、長い髪をてきとうに後ろでしばっていて、襟口の伸びきったＴシャツがものすごく貧乏臭い。

「戸津田の知り合いか？」

「えぇ、同じ高校のクラスメイトです」

　サラッとそんな紹介をされて、なんとなく、緊張する。ひょろ男は「へぇ」って呟いたかどうか、この太鼓の音の中じゃ聞き取れないが、そんな返事が似合いそうな表情をしていた。

「太鼓、興味あんのか？」

　別に、興味ってほどじゃ。

「まぁいいや。見学は無料でいっくらでもどうぞ。あ、でも練習の邪魔になるなよぉ、オレンジ頭クン」

　こんなに細いくせして、その声は張り上げているわけでもないのに、よく通る。俺がひょろ男って、心の中でだけ呟いてたのをわかっているみたいに、ガハハハ、なんて楽しげに笑ってその場を離れていった。

「あの人、このサークルの会長」

　あれが？　あんなにヘラヘラしてんのに？　会長っていうにはどこにもその風格みたいなものが備わってない。

「叩いてみるか？　会長のお許しでたし」

「え、いいよ、俺は別に」

「ハイ？　聞こえない！　ほら、これ、バチ！　好きに鼓こ面めん叩いていいぞ」

　ハイ？　は、俺の台詞だろ。バチってなんだよ。コメンって？　チラッと横の奴を見ても別にこっちのことなんて気にすることなく、中くらいのサイズの太鼓を叩いている。でも、いきなりこのサイズのでかい太鼓を叩いたら、さすがに目立ちそうだ。

「ほら、やってみろって」

「ちょ、いいって、っておわっ！」

　遠慮してるって言うよりも、マジで別に叩きたいわけじゃねぇ。でも戸津田は俺にかまうことなく、棒、たぶん、バチっていうのを握らせた。そして、俺の手ごと握って振りかざし、太鼓を叩く。

「……あれ？」

　でも、俺が予想していたような重低音は聞こえなかった。それどころか、隣にある中サイズの太鼓の音のほうがよっぽど迫力がある。

「鳴らねぇ」

「そりゃ、そうだ」

「はぁ？」

「木砂の力じゃ、鳴らない」

　なんだそりゃ。やっぱ、俺のことバカにしてんだろって、少しムカついて、今度は戸津田の手を振り解き、自分から思いっきり叩いてみせた。

「……マジ？」

「だから、鳴らないって」

　それでも太鼓はあの祭り日の身体ごと揺さ振るような音を出してくれない。

「けっこう体力いるんだよ」

　そうだよな。あの日はたしかに暑かったけど、あんなＴシャツがびしょ濡れになるほどの暑さじゃなかった。俺はパーカー着てたくらいだし。それがあんなに汗だくになるんだ。相当な運動量なんだろ。

「木砂、ちょっと、そこにいて？」

　指示されたのは戸津田のすぐ近く。バチっていう棒を振りかざされたら、少しビビりそうになるほどの近距離。

　戸津田が太鼓の前に立ち、肩幅よりももっと脚を広げ踏ん張ったと思った瞬間、天井にかざしたバチを思いっきり太鼓に叩きつけた。

「！」

　その重低音は音っていうよりも、波動みたいに腹の底をズンと揺らした。そしてあの祭りのときに見た、秀才戸津田とは思えない横顔。

「な？　ストレス発散になるだろ？」

　すげぇ疲れるだけで、ストレス発散になるのかどうかもわかんないけど、って思いながら、銀縁眼鏡のない戸津田の笑顔を見ていた。

「何？　彼もうちに入るの？」

「真ま野の」

　今度は誰だよって思ったら、さっきのポニテだ。ひょこっと顔を出し、バチを手にして、戸津田のでかい太鼓の反対面に立つ。

　二言、三言、ふたりは会話をして、そのまま掛け声をかけ、いきなり両面から太鼓を叩き始めた。かなりの迫力で、鼓膜がおかしくなりそうなほどなのに、その大音量が心地いい。

　カラオケで音最大にして、バカみたいにソファの上で飛び跳ねて騒ぐときとは完全に違う音色をしていた。




「なんか、すげぇな！」

　稽古が終わっても、まだ少し興奮している自分がいた。鼓膜は完全にバカになっているのか、目を閉じると太鼓の音が聞こえてくる気がする。

「あの、ポニテ」

「真野な」

「そうそう、あいつもあんなでかい太鼓やんのか？　この前、いなくなかったか？」

「……」

　耳には音が残って、瞼には戸津田の横顔がある。

「彼女はこの前、部活あったから」

「へぇ、部活って、高校の？　どこ校？　部活やって、和太鼓やってってすげぇ大変じゃね？」

　でも、あのポニテ、すげぇ元気だったから、いっくらでも動き回れそうだけど。あんなでかい太鼓、戸津田はどっしりかまえて叩いて、ポニテは踊っているっていうか、跳ねながら叩いてた。

「あんなちっこい女子でも、あんなでか……い……」

　不意打ちってヤツ。話している最中に、首筋にひたりと触れた手に言葉が途切れた。その手に覆われた下には喧嘩でつけた擦り傷がうなじには残っている。

「まだ、赤いな」

　びっくりした。

「これ、さっき、痛そうだった」

　喧嘩でつけた擦り傷があるうなじに、戸津田の手が重なった。

　今、避けることができなかった。戸津田の手が、今度は、確実に俺のうなじに触れている。喧嘩でできた、ただのかすり傷は風呂場で洗ってもしみることはないし、いくら強く擦っても全然痛くなんてなかったのに。

「やっぱり爪痕に見える」

　今、戸津田の指先が触れた瞬間、確実に痛かった。バチッと音がした気がする。戸津田の指先と俺のうなじの間で静電気弾けたような感じ。

　祭りのときは触れたかどうかなんてわからなかった。俺の死角にある傷だから、風でそよいだ襟足の毛先なのかもしれないし、気のせいかもしれない。でも、今、たしかに戸津田の指先が触れて、俺はそれにビクンと反応した。

「け、喧嘩だっつってんだろ」

「……」

　それだけじゃない。戸津田の指先はツーッと赤い線をなぞって、そのまま、ペタリと掌が俺の首元の傷跡を覆う。

「ドクドク言ってる」

「っ」

　鼓動が早くなっていくのがその掌から伝わって知られちまう。だから、手から逃れようと思ったら、俺のうなじ、首に重ねられた掌はすぐにどいてくれた。内心ホッとして、それに戸津田がクスッと小さく笑ったから、思わず険しい顔になる。全部見透かされてるみたいで、すげぇ落ち着かない。

「太鼓、面白かったか？」

「え？」

「また来いよ」

　また、来てもいいのか？　そんな言葉が自然と頭の中に浮かぶ。俺のほうこそ、太鼓を観たがっていたみたいな言葉。

「じゃ、邪魔じゃねぇのかよ」

「別に？　それで楽しそうなら入れば？」

「お、俺が？　太鼓？」

　戸津田の髪が風に揺れていた。学校の中で見たことのある戸津田は俺を睨んでいる顔、勉強している横顔、そのくらいしかない。どれも学校っていう無風の中で、同じ制服着て、同じような顔が並ぶ中のひとり。俺にとってそれは狭苦しくて、すげぇ退屈な日常。

　でも、ダチや女と騒いでいるのも、別に──。

「人助けだよ」

「は？　俺は別にっ」

「助けるのは木砂じゃなくて、木砂と喧嘩する相手にとっての人助けって意味。暇潰しに殴られるのは不憫だろ？」

　はぁ？　別に俺が喧嘩をふっかけてるわけじゃねぇ。向こうが勝手にいちゃもんつけてきて、勝手にキレて殴りかかってくるから、相手してるだけの話。

「また来いよ。毎週、火曜、木曜はやってるから。それじゃあな」

　接点なんてねぇ。俺はこいつのことなんて知らない。秀才でガリ勉で、眼鏡をしている。それと、俺みたいな「不良」って呼ばれる奴らのことが嫌いなんだろう。いつも睨まれていたから。

　でも、祭りのときの戸津田、今日の戸津田、どっちも眼鏡をしてなくて、すました顔してなくて、そして笑っていた。全部がいつもと違っていた。こいつも、この時間も、俺の今までにはないものばっかだった。




　連休はあっという間に終わり、休みで昼夜が逆転したダルい身体だけが、通常運転に戻された感じがする。

　休み明けくらいちゃんと学校に行けとうるさい親にケツを叩かれ、家から追い出された。まだ休みたいってぼやく身体をズルズル引きずりながら、でかいアクビをしたところで、斜め前を歩く同じ制服のチビが肩を竦めた。きちんとネクタイを締めている小柄な一年坊主にしてみたら、俺は関わりたくない不良のひとり、なんだろうな。

　別になんもしねぇっつうの、そう心の中で呟いたところで、学校が見えてきた。正門のところに教師が数名並んでいる。

　マジかよ。休み明けからめんどくせぇな。

　並んで品定めみたいにこっちを見ているのは生活指導を担当している教師と、生徒会役員。風紀委員みたいな鬱陶しいものはこの学校にはないが、代わりに生徒会がそういう仕事も担っていた。俺にとって生徒会はただのチクリ係り。だから、うざいと思っていた。あいつのこともそう思ってた。

　そんなあいつを、チクリ係りの中に見つけた。

　やっぱ、学校だと俺を睨んでやがる。二重人格、もしくは眼鏡でオンオフが切り替わるとかなんじゃねぇのって、心の中で呟くくらい、太鼓のときのあいつと違っている。

　ツンとすましていて、絵に描いたような秀才。お勉強も、スポーツもできて、ルックスもまぁまぁ。そんな、俺とは間逆の意味で近寄りがたいと思える戸津田がこの学校にはいる。

　俺はこっちの戸津田との接点はない。ゼロだ。

「！」

　そんな眼鏡の戸津田がゆっくりと指先を動かし、自分の胸元を突付いた。誰も気が付いていないけど、目がバチッと合ったまま、じっと見つめていた俺だけがその動作を眺めてる。

（ボタン）

　そんなふうにあいつの口元が動いた気がする。もちろん秀才眼鏡君の胸元はしっかりボタンは第一まで。ネクタイもダラけてない。あの指先が指し示しているのは、俺の胸元だ。

　だからって、別にそれで身なりをどうにかするわけねぇだろ。ふいっと視線を戸津田から外して、そのまま正門を足早に突っ切ってやった。真っ直ぐ、あいつのことなんて無視して進んでいると首筋がジリジリした。あいつの、無言だけれど、たしかに話しかけてきた指先に、首筋に残ってる喧嘩で付けられた爪痕が反応した。この間、太鼓が終わった帰り道で触れられたときに起きた静電気と同じものを感じた。




　俺の席は窓際の一番後ろ。日当たりがよくて昼寝には最高のポジション。唯一、難点があるとしたら教室入り口から遠いから、遅刻とかのときにこっそり中へ入り、しれっと席に着くことができないってくらい。

　戸津田の席は真ん中よりも前、少し廊下側。つまり、俺が授業中に黒板を見る度に視界に入り込む位置。今まで、まともにノートなんて取っていなかったから、気にしたことなかった。

　ここから一直線に線を引いたように空間が開いていて、戸津田の斜め後ろ、横顔をしっかり眺めることができる。授業をちゃんと聞いている秀才眼鏡君、でも火曜、木曜はお前誰だよってくらい、別人みたいに太鼓をぶっ叩いてる奴を俺は頬杖ついて観察していた。

　シャーペンを持つ指はスラッとしていて長い。長く見えるのは指だけじゃねぇ。制服を着てると細く見えるくせに、あんなに腕に筋肉がついていて、肩もがっしりとしているなんて。俺が思いっきりバチで鼓面叩いたって、全然、音なんてしなかった。すぐに隣の中太鼓に音が掻き消されていって。

　──この棒がバチ、んで、これが鼓面。

　戸津田が教えてくれた。太鼓のときは汗だくになって、もっと険しい顔してた。

　マジで、別人？　こっそり双子とか？　そんなことを思うくらいに違うから、授業そっちのけであいつのことばかりを観察していた。




「木砂！」

　放課後、戸津田にいきなり呼ばれて、なんでか急に鼓動が激しくなった。まさか学校で声をかけられるとは思ってもいなかった。俺とこいつじゃ同じ教室にはいるけれど別世界の住人みたいに思っていたから。

「あ、何？」

「今朝もだし、今もだな、制服」

「あ？」

「それ、ネクタイとは呼べないぞ、だそうだ」

「は？」

　きっと、前なら、なんだよ、うぜぇな、って言ってシカトで終わっていた。

「生活指導がうるさいから、これ、ゴミ捨て、手伝え」

「はぁ？　なんで、俺が！」

「ものの五分もかからないんだ。文句言うなよ」

　指導担当の教師にはゴミ捨ての手伝いをさせるから勘弁してもらったんだって、腕を強引に取られた。

　別にそんなん頼んでねぇよって振りほどこうにも、こいつの腕力、ハンパじゃねぇんだよ。ナヨっちい秀才眼鏡のフリしてるけど、全然、二の腕とか喧嘩負けしたことない俺よりも筋肉ついてる。

「なんで、俺が」

　そう文句を垂れる俺をチラッと銀縁眼鏡から覗いて、身構えたら逸らされた。ほんの数秒だ。なんで睨むんだよ。マジで二重人格なんじゃねぇの。太鼓のときはあんなに楽しそうにしてるだろ？　つか、この眼鏡取った瞬間、あの太鼓のときにだけ見せる笑顔が見られるんだったら、そんな眼鏡なんて──。

「なぁ、お前、キャラ違くねぇ？」

　そんな眼鏡なんて、取ったらいいって。

　眼鏡取って、笑えばいいのにって思った、のか？　俺があっちで見た笑顔をここでもしたらいいって？

「太鼓サークルのときと、マジ、別人なんじゃねぇの？」

　は？　なんで、そんなの余計なお世話だろ。俺は頼んでもないのに。こいつがだらしのない俺のことを教師から庇って、フォローしようとしたように。大きなお世話だ。

「……そうかもな」

　笑った。

　戸津田が、今、ふわりと笑った。

「そのほうがなんか面白くないか？」

　廊下を一緒に並んで降りている。どこかから入り込んだ風が校内を走りまわって、戸津田の黒い前髪をほんの少しだけ揺らした。祭りの後、濡れた髪を乾かすカラッとした風みたいに。

「面白いって、何がだよ」

「秘密があると面白いだろ？」

　秘密、戸津田はここでは秀才眼鏡君。授業をしっかり受けて、すました顔をしている。あんなでかい太鼓を空高く響くくらいの大音量で打ち鳴らせるなんて、誰も今のこの姿からじゃ思いつかない。そんなこいつの秘密を俺は知っている。

「ひ、秘密って……」

「それに秘密を共有してるって、なんか、エロいだろ」

「はっはぁぁっ？」

　一気に耳まで熱くなった。あの学校一、教師も驚くほどの秀才がサラッと放った「エロい」って単語に身体がバカみたいに熱くなる。驚いてひっくり返った間抜けな声が、放課後でざわつく廊下に思いっきり響き渡った。

「俺も、木砂の秘密、知ってるけど？」

「は？　んなもん……」

　ねぇよって言いかけて、バレたらやばいことがわんさかあることに気が付いた。バイトもそうだし、高校生で十八の俺がやったらマズいことが山盛りだ。

「木砂ってさ……」

「！」

　戸津田の長い指先がこっちへきて、この前みたいに、もう治りかけの傷に触れる。

　これで、戸津田の手がこんなふうに触れたのは三回目。

「案外、敏感で、不良ってわりにはさ」

　一回目は未遂かもしんねぇ。触れたかどうか、俺もわからないくらい。

　二回目はがっつり触れた。指先が傷をなぞって、その後、掌がその部分を覆っていた。

「こういうの、意外に免疫ないよな」

「っぁ！」

　漏れかけた声をきゅっと込めた力で喉奥に引き戻す。変な声が出そうになるだろって、睨みつけてやったら、ニヤリと銀縁の向こうで楽しそうに笑っていた。祭りんとき、「間接キス」とかガキくせぇことをぬかしたときと同じ顔。

「敏感」

　声、出るだろ。だって、戸津田の指先は俺の傷をくすぐるようにシャツの襟口から潜り込んで、愛撫みたいに肌をなぞったんだから。

「なっ！　なんだよ！　てめぇ、喧嘩売ってんのか？　って、うわぁぁぁ！」

　あまりのこそばゆさに尾てい骨の辺りがざわついた。慌てて仰け反って、その拍子に階段を踏み外しかけて転がり落ちそうになる。でも、寸前で戸津田の手が支えてくれた。

「バカ、危ないだろ」

　やっぱ、秀才眼鏡君は俺が知ってる太鼓の戸津田だった。

　女じゃねぇんだ。男、しかもそれなりにガタイのいい同じ年の男ひとりを片腕で落ちないように支えるなんて、ただのガリ勉君にはできっこない。

「バッバカは、てめぇだろ！　人のことからかいやがって！」

「木砂の反応が面白いのがいけないんだろ」

　人のせいにしてんじゃねぇよ、って言いたいのに、戸津田は腕を離して、軽やかに階段を駆け降りていく。ムカついて追い越すように走って降りると、もっと楽しそうにして、また転ぶぞ、なんて呑気に言っていた。

　別に俺が勝手にひとり転びかけたんじゃねぇ。お前が変なことするから、秘密の共有なんて言って、こっちをからかったりするから、動揺したんだろうが。

「マジで、お前、二重人格だろ」

「……かもな。なぁ、今夜、来る？」

「え？」

　こいつの声は低くて、鼓膜を刺激するから、聞いていると、ちょっとアレだ。そんな低音でくすぐったい声に尋ねられて、さっきみたいに顔が熱くなる。今夜来るって、その単語にどうしてか頬がカァッと火照った。だから今度は階段踏み外さないようにって、足元に視線を移す。

「今夜、木曜だから、太鼓、また観に来いよ」

　行くかよ。こっちはバイトだ。俺は別に暇じゃねぇんだよ。

「あと、これ」

「！」

　今度は第二ボタンまで開けた胸元を指先で突かれた。俯いていた俺はいきなり視界に入り込んできた細長い指に驚いてしまう。

「今度の生活指導の先生、かなり口うるさいから、本当に、もうひとつくらい留めとけよ」

　顔を上げたら、ニヤリと笑っていた。あっち向いて、こっち向かされて、俯いたと思ったら突付かれて、飛びまくる会話を耳で、頭で追いかけて。なんか、俺、バカみてぇ。

「そのうちゴミ捨てじゃなくて、小一時間くらい説教食らうぞ」

　戸津田に遊ばれてる。

「それじゃあな、ゴミ箱、ちゃんと教室に戻せよ」

「は？　てめ、付き合うんじゃなかったのかよ！」

「ゴミ捨て場すぐそこだろ？　子どもか？」

　マジでムカつく。なんで俺が秀才眼鏡に遊ばれなくちゃいけねぇんだよ。生活指導の教師の説教に付き合ったほうがまだマシだ。

　そんな文句を言ってやるよりも早く、手を振って去っていく戸津田の背中に向けて、思いっきり舌打ちしてやった。でも、たぶん、あいつにはそんなの聞こえていない気がした。

『今日のバイトはシフト調整で休みな』

　ゴミ捨てを終えて教室に戻ると、そんなメッセージがスマホの留守電に入っていた。バイトしてるのは親戚がやってるラーメン屋。高校生可のバイトもなかなか少ないけど、それプラス、このオレンジ頭がアウトでバイトさせてくれるところが見つからない。元ヤンで親戚のおっちゃんがやってるラーメン屋くらいしか、雇ってくれるとこはない。

　マジかよ、って呟いて、急に暇になった予定を何で埋めようかって考える。でも、頭の中には、ダチでも女でもなく、さっきの戸津田の笑った顔があった。俺はそれを慌てて掻き消して、でも、また思い出して、掻き消して。そんなことを繰り返していた。




　バイトが今日はなくなった。だから、来ただけ。遊びに行くんじゃ、バイトで稼ぐはずが、金を使うことになるから、ここだったら金使わないで済むから、だから来ただけ。

「何？　オレンジ君、もう終わっちゃったけど？」

「へ？」

「ちょっと待ってろ、まだ、あいつ中だ」

　入り口のところで立ったまま止まっていた俺を、太鼓サークルの会長らしいヒョロ男が見つけて、勝手に見学だと決めつけて、あいつを呼びに行こうとした。

「やっ！　ちょ、いいって」

　だから慌てて、ヒョロ男を阻止しようと、手を掴んだ。

「なんだよぉ、オレンジ君、おもしれぇな、見に来たんだろ？　あ、それともあいつに用事があっただけ？」

「ちっ！　ちげぇよ！　俺は、別に！」

「はいはい、オレンジ君。年上に敬語使えるようになってから文句言えよ」

　なんか、ラーメン屋をやってる親戚のおっちゃんみたいだった。無駄に縦にだけ伸びたヒョロ男が俺の頭をグリグリと撫でてくるのを手で払いのけ、それでもやってくるから、マジでよける。俺をまるで中坊扱いだ。

「触んじゃねぇよっ」

「アハハ、おもしれぇ」

「……何、やってんすか」

　そんな俺とヒョロ男を眼鏡なしの戸津田が冷ややかな眼差しで見つめていた。




　なんなんだよ。観に来いって言ってたから来てやったのに、なんでブスッ垂れた顔されなくちゃいけねぇんだよ。太鼓してるとこ、そんなに見せびらかしたいのか、てめぇは。

　スタスタ歩きやがって。

「おいっ、戸津田！」

「……」

　シカトしてんじゃねぇぞ。ムカつく。

　お前が来いよって言ってたんじゃねぇか。そのくせ、行ったら驚いて。今度は不機嫌とか、すげぇ意味わかんねぇ。

「おいっ！　戸津田っ！」

「チッ」

「はぁ？　てめぇ、優等生のくせに舌打ちとか」

　なんで、俺が舌打ちされなくちゃなんねぇんだよ。

「観に行ったわけじゃねぇからな。ちょうどバイトがなくなって、あそこ通りかかって」

「バイト？」

「！」

　ヤベ。バイトはうちの高校禁止なんだった。じっとこっちを睨む戸津田に、何か言い訳を、と考えてみる。こいつは生活指導の教師に生徒のアレコレをチクる係の生徒会。しかもその会長なわけだから。制服のボタンと違って、さすがにこれはマズかったかもしれない。

「あっ！　あれ！　バイトっつうか、親戚のおっちゃんがやってるラーメン屋を手伝うみたいな？　家事手伝いとあんま変わらねぇし。そこのおっちゃんが、あれ、お前んとこの会長に似てんだよ」

　親戚の家業の手伝いだからって、言い訳になんねぇかもだけど。

「ぷっ」

「んあ？　何、笑ってんだ、てめぇ」

　ついさっきまですげぇ不機嫌な面してた奴が、いきなり吹き出して、なんか楽しそうに笑ってやがる。

「おい！　なんなんだよ！　てめぇ、意味不明だな」

「や、あの会長、けっこうすごい人なんだけどな」

「知らねぇよ」

　もうとっぷり暗くなった夜道に戸津田の楽しげな笑い声が響く。駅前の公民館って言っても、別に人がわんさかいて賑わっているわけでもない。都会ってわけじゃなく、でかい駅でもないから、本当に十分も歩いたら、夜中なんて人ひとり通らない。

「会長が太鼓叩いてるとこ観たら驚くと思うよ」

「へぇ」

　なんだよ、いきなりすげぇ話し始めたりなんてして。

　会長の太鼓を叩くところを観て、子どもだったころ、何度も感動した。長い手足、どっしりと構えた立ち姿は子どもの目から見ても充分カッコよかった。なんて、少しワクワクしてるのか、微笑みながら話す戸津田の横顔が夜道のせいか、学校で見かけるよりも男っぽく思える。

「今はもうあんまり太鼓叩かないんだけどな。疲れるとか言って、祭りのときも後方から皆の演奏を観てたし」

　俺からしてみたら、お前が太鼓叩いてるほうがよっぽど驚くっつうの。っていうか、カッコよかった。でかい声張り上げて真剣な顔して、バチを振り下ろす度に滴る汗に、絶対に言うつもりねぇけど見惚れた。同じ歳の、学校の奴に見惚れたとか、知られたら、それこそ、クソ恥ずかしい。

　でも、太鼓のことを楽しそうに語る横顔をたまに眺めては、なんでかこっちも嬉しくなった。別に太鼓なんて興味なかったはずなのに、ものすごく楽しいことのように思えてくるから不思議だ。

「ところで木砂」

「あ？」

　調子に乗って、戸津田の話に頷きまくってた。

「バイト、うちの高校禁止だけど？」

「あ……」

「ラーメン屋、だっけ？」

「あー……」

　ヤベぇ、話題が戻った。

「あそこ、知らねぇ？　三丁目にある、隣がでかい薬局でさ、道路挟んだところにすげぇ、高い電灯がある」

　秀才相手に言いくるめられるとは思ってねぇから、もう本当のことをぶっちゃけた。

「え？」

「そこのラーメン屋なんだけど」

　けっこう味は評判がいい。すっげぇ、小さくて、綺麗な店でもねぇけど、休日なんて小さな列ができることもあるくらいには、それなりに近所では美味いって言われてる。

「うそだろ。あそこのラーメン屋、お前の親戚んちなのか？　俺、かなり近所だぞ」

「マジかよ！」

「美味いよな。俺はあそこの味噌ラーメンをよく食べる」

「マジか！　俺もよくまかないで食わせてもらう」

「まかないか」

　クククって、戸津田が笑って、そこからはエンドレスにラーメン屋の話になった。

　話し始めたら止まらなくなった。だって、ラーメン屋で繋がって、そしたら、今度は互いの家が歩いて十分くらいのところだってわかって、それなのに一切接点がなかったことに驚いて。中学は学区が違った。でも高校生になって同じところになった。近いようで近くないような、そんな絶妙な距離感。

　常連の戸津田。小さい店だから、接客でもしてればきっと絶対に出会っていた。でも、高校生で、バイト禁止で、その高校も地元にあるわけで、だから働くときは必ず厨房の中にいた。

「木砂の作ったラーメン食ってたりして」

「ラーメンはさすがに作れねぇよ。でも盛り付けくらいならしてたかもな」

「今度行ったら、おまけしてくれるか？」

「どーしよっかなぁ。さっき、せっかく来たのに、すげぇ膨れっ面されてムカついたしなぁ」

「しろよ、おまけ」

　コーンとわかめ多めにしてくれって頼む戸津田の、ニコッと笑った顔にすげぇ楽しくなって、なんかふたりしてずっと笑ってた。




　数日後。

「あいよー、味噌ラーメン」

　影で噂されてるとは知らないおっちゃんがいつもどおりに戸津田へどんぶりを渡す。すげぇ忙しいから、絶妙に増量されたコーンとわかめ、それとその下に、チャーシューが追加されているなんて気がつかない。

「……」

　厨房から顔を出した俺に戸津田が目を合わせてきて、俺達はクスッと密かに笑っていた。






３　距離が縮まっていく









　俺が太鼓サークルに見学へ行くのも、いつの間にか当たり前みたいになった。「ちーっす」とか言って襖を開けた瞬間、溢れ出す大音量。それにも慣れて、そのままスッと、一番奥の大太鼓のところへ行っては、邪魔になんねぇ場所で戸津田の練習風景を眺めている。叩いてみたらいいのにって、戸津田にも、ヒョロ男にも、ポニテにも言われたけど、金払ってないから断った。

　太鼓サークルに入るかは、まだ迷っている。

「太鼓、楽しいぞ？」

　もう何度も言われた言葉だ。

「んー……」

　その度にこんな感じに答えを濁してる。お前の、戸津田の横顔見てれば、楽しいのなんて一目瞭然だ。

　でも、色々、頭の悪い俺なりに戸惑ったりする。気持ちに頭が追っついていってねぇ感じ。今までだったらダチとダラダラしてんのがそれなりに楽しかったのに。

「んー……」

　バイトして、太鼓見学してるほうが楽しくなった。こいつがすげぇ集中して鼓面をぶっ叩いているのを見ているだけでも楽しい。別に俺が叩いてるわけでもねぇのに、体が踊る。

「木砂？」

　あんなに遠くにいたはずなのに。ムカつく奴だと思っていたのに、ダチとつるんでるよりも、女と騒いでるのよりも、この秀才眼鏡と一緒にいるほうがいい。

「まだ、もう少し、見学でいいわ」

　金払ってないっていうのもあるけど、それだけで断ってるわけじゃない。

　戸惑うんだ。急に近くに来すぎて、目の焦点が合ってねぇような気がする。

「そうか？　もう、ほぼサークルメンバーじゃないか。小太鼓グループのチビどもも木砂にかなり懐いてるだろ？」

　なぁ、戸津田は楽しいか？　俺とこうしてるの。

「オレンジ兄ちゃんって、周り囲まれてるの、けっこう似合ってたぞ」

　和太鼓サークルだけじゃ足らず、こうして、その太鼓が終わった後、互いの部屋でゴロゴロしているの、楽しいか？

　近所に住んでいたから、太鼓が終わると帰りは自然と一緒になった。ふたりでダラダラ、本当に散歩でもするみたいに歩いて、コンビニ寄って、また、ゆっくり歩いて。他愛のない話なのに、なんか楽しくて、どんどん帰るのが遅くなるから、言ったんだ。

　──なぁ、うち、寄ってけば？

　そう切り出すとき、少しだけ、緊張した。まさか戸津田をうちに呼ぶ日が来るなんて思ってもいなかったから。

　あのとき、戸津田は俺の後ろを歩いていたんだ。全然追い越す気配もなく、俺も早く帰ろうぜって言わずに、いつもみたいにダラダラ歩いていた。

　言ってみたけど返事がこなくて、心臓バクつかせながら、後ろにいる戸津田へ振り返ったら。

　戸津田が、すげぇ、目を丸くして、レンズ越しに真っ直ぐ俺を見つめていた。

　──あぁ。

　そして、短く、それだけ答えてから、今度は並んで歩いていた。

　俺の部屋だとゲームをすることが多い。戸津田の部屋は、さすが秀才君だ、ゲーム類がなくて娯楽っていったらテレビくらい。そんなときはレンタルで漫画本借りてきて読み漁ったりもした。

　ふたりでいる時間が増えていく。

　クラスの奴らは少しこいつを神聖化してると思う。顔よし、頭よし、スポーツ万能。そんな笑えるくらいに完璧な奴がいたら、そりゃ、どっかしら遠慮がちにはなるだろ。でも、その秀才は案外ポテトチップスとかバリバリ食うし、ジュースガブ飲みするし、ゲームで負けるとマジでムッとしやがる。超絶負けず嫌いだ。そういや、ゲーム、俺の部屋に来たときでも、最近はしなくなった、かもしれない。じゃあ、何をしてるのかっていえば。

「最近は？　してないのか？」

「あ？　何が？」

　こんなふうにふたりでただしゃべってる。

「喧嘩、ほら、前にここんとこ」

　戸津田の指先は俺のうなじを指していた。俺が喧嘩でつけられた傷を女の爪痕だと思ったって笑ったんだっけ。

「してねぇよ」

「珍しい」

「あ？　お前、俺が道端歩く度に喧嘩してるとか思ってんだろっ」

　違うのか、って、わざとらしく驚きやがって。戸津田の肩に軽くだけどパンチを繰り出すと笑ってた。

　喧嘩なんてしてる暇ねぇよ。

「俺は平和主義者だ。バーカ」

「嘘くさい」

「ふっざけんな！」

　太鼓が面白いのか。太鼓をしている戸津田を見るのが面白いのか、それとも戸津田とこうしてるのが面白いのか。よくわかんねぇんだよ。ずっと、そんなことを考えてる。

　ダラダラしゃべってるだけ。何もしていないのに、楽しいって思うことに戸惑うんだ。




　すげぇ、縮まってく。

　距離はどんどん、戸惑ってる俺のことすら無視して縮まって、近づいて、ここに戸津田がいるのが当たり前みたいに思えてくるほど。

「木砂、これ何味？　美味いな」

　アボカドオイルチップスなんだと。お前がこの前、アボカドが嫌いだって言うから、イタズラ心で皿に移して、パッケージがわからないようにしてまで食べさせてみた。

　──アハハ、それ、お前が食わず嫌いしてるアボカドだぞ！

　先入観だけで物事判断するのはよくねぇぞって、そう言ってやろうと思った。そして、ふと気がついた。俺達こそ、先入観でお互いを疎遠にしてたのかなって。

「なぁ、戸津田、このアイドルどう思う？」

　ほら、今じゃすげぇ近い。

　ふたりでテレビを見てたら、最近、人気急上昇中のアイドルが映った。チラッと戸津田が顔を上げる。そんなに面白くもなさそうな顔してた。

「別に、だな」

　そう言うと思った。こいつが、すげぇ可愛い！　とか騒いでるのを一度も見たことがない。こういうことに関してだけは、学校ですました感じそのままだ。

「お前って、クールっつうか、なんつうか」

「そうか？　別にどれもこれも、同じ顔して見えるだろ」

　それ、うちの母ちゃんレベルの無関心さだぞ。大人気アイドルグループのメンバーを誰ひとりとして言い当てられないレベルだ。

「その仏頂面のせいで、すげぇやな奴って思ったぞ」

「俺？」

「不良、って、思ってバカにしてんだろって。俺のこと睨んでただろ」

「……」

　クラスが同じになってすぐ、教室の入り口で肩がぶつかったときもそう。新入生への説明会のとき、授業サボっていた俺と目が合ったときだってそうだった。いつだって戸津田は俺を睨んでいた。

「……そんなことないだろ」

「そうだったんだよ！　すました奴だなって」

　戸津田もそんときのことを思い出したのか、まだ俺が暴露していない、大嫌いな食べ物アボカドのオイルで揚げたポテトチップスを数枚、いっぺんに口へ運んだ。

「木砂、今は？　今は俺のことどう思う？」

「は？」

「今だよ」

「今……って」

　そんなの、ここで、どう思うって訊かれたって。別にすました嫌な奴って思うんだったら、こんなに一緒にいないだろ。

「今は……」

　じっと戸津田が俺を見ていた。その視線に少しだけ緊張する。

「今は、あれ！　アボカド、すっげぇ、好物なんじゃね？　って、思ってる」

「は？」

「そのポテチ美味い？」

　眉を寄せて怪訝な顔をしつつ、自分が今、指先で摘んでる三枚重ねのポテチを見つめる。

「それ、アボカドオイルで揚げたんだって」

「は？」

「ぷっ、食わず嫌いとかお子様だな、戸津田は」

「はぁ？　お前な」

　わざと指差して笑ってやった。

「お前こそ、そんなことして喜んで、どこの子どもだ。太鼓の子ども達のほうがよっぽど大人だぞ！」

「うるせぇなって、ちょ、ぶわ！　アハハハハ！　ちょ、タンマ！　マジで！　ちょ！」

　脇腹をくすぐられて床に転がった。必死に弱点でもあるそこを手で押さえてみるけど、俺と同じくらいの体格で、しかも腕力だけなら俺が負けてるせいで、抗う手は簡単に払いのけられてしまう。

「ちょ、ちょ、ちょ、死ぬ！　マジで！　それ、待っ！」

「子どもか、お前は。手がアボカドオイルでベタベタになっただろ」

「ちょー！　俺の、服っ、拭くなよ！」

　タオル代わりに服を引っ張られ、伸びるし、呼吸困難だし、心臓が止まりそうになる。

「戸津田、ちょ、タンマ！」

「待つか、バカ」

　ホント、タンマ。こんなに短い間に、こんなに近くに来るのとか、マジで、待ってくれ。




「んー……」

　重い。なんとなく腹？　腰？　胴体の辺りが重い。

「？」

　手？　そんでもって、横向きの俺は身体が誰かとぴったり重なるようになっていることに気が付いた。少しでも身じろぐと、何かに当たる。

　壁、じゃねぇ。今、俺が寝転がっているところがベッドの端。これって、もしかして。

「！」

　少しだけ身体を起こしながら、首を後ろに捻ると、すぐそこにドアップで戸津田の顔があった。声も出ないくらいに驚いて、頭が混乱する。

　そうだ。昨日、なんかすげぇ、くすぐられて、俺はベッドの中に逃げ込んで、布団被って亀みたいに防御することにしたんだ。戸津田は俺が顔でも、足でも、身体のどこかしらが布団からはみ出た瞬間、襲いかかろうと待ち受けていて、俺は牽制したまま──寝た。

　は？　じゃあ、戸津田は俺が寝た後に布団の中に潜り込んできたのか？

　マジかよ。

　つか、こいつ、うちで寝たのかよ。うちはもうそれこそ放任だけど、戸津田は秀才だからそうもいかないだろ。どこにいるのかとか、ちゃんと連絡したのかよ。一応、どっちかの家に入り浸ってるのは知られてるけど、平気なのか？

　戸津田は本当にスヤスヤって言葉が似合うくらいに寝ていた。

　眼鏡、どこ、置いたんだ？　まさか、したまんま寝てどっかにやったんじゃねぇだろうな。ベッドに小さくもない男がふたり寝転がってるんだ。かなり狭い。どこかに眼鏡が放置されてたら、確実に踏ん付ける。あの、すげぇ、高そうな銀縁の細いフレーム。繊細そうで、すげぇ……こいつの目元によく似合う。

　探さないと。

　そう思って、身体を本格的に動かそうとしたときだった。

「！」

　ぎゅっと抱き締められて、息が止まった。

　腰の辺りにずっとあった重み。息が苦しくなるような重さじゃなくて、ちょっとだけズシッとくるというか、邪魔というか。戸津田の腕だった。俺と同じ方向に横向きで寝て、こいつの腕が俺の腰にある。その腕がジリジリとベッドを動く腰を引き寄せて、自分の身体に重ねる。

　身長だってほぼ変わらない。だから、今、俺と戸津田は全く同じ格好をして、同じ方向に寝転がっている。

　ベッドを出ようとするのを阻止して引き寄せるとか、女と間違えてんのか？　それにしては体格違うだろ。戸津田は今、抱きかかえてるのをなんだと思いながら、腕を回してるんだろう。

　っていうか、こいつってさ。

　戸津田って、童貞、なのか？

　ガリ勉眼鏡って言葉だけでなら、すげぇ、童貞っぽいけど、でもこいつの場合、この見た目だし、童貞じゃないかもしれない。

　なら、この腕で女のこととか抱きしめたことがあるのか？　顔だっていいし、眼鏡外してみただけでなんか印象変わるし、学校一の秀才のくせして、太鼓やってるせいで、その腕にはしっかりと筋肉がくっついている。こいつに抱き締められたら、女は浮かれるだろ。

「っ！」

　嘘、だろ？

　いや、嘘じゃねぇけど、別にこれは今、頭の中で想像したことが影響しているわけじゃねぇし。戸津田のことが関係しているんじゃねぇ。単純に、これはただの生理現象だ。

　ただの、朝勃ち。

　ヤベぇだろ。別にこれは男なら当たり前っつうか、日常的に起こることなわけだけど、今、この体勢で、この反応はヤバい。これを戸津田に知られるわけには絶対にいかない。死んでもバレるわけにはいかない。っていうか、バレたら、知られたら、最悪。

　抱き締められて勃起してるとか、最低最悪だ。

「……っ」

　さっき身じろいだときに腰を引き寄せたまんま、また爆睡しているから、かなり面倒だけど、まずはこいつの腕を解かないといけない。

　絶対に、絶対に起こさないように、そっと、腰に回されたままの腕に触れる。触れて、それでも起きないことを背後の寝息で確かめてから、次の行動に移そうとした。

　とりあえず、腰だけでも戸津田から逃げたい一心で、腕を持って、腰をクイッと前へと移動させた瞬間。

　戸津田の腕がさっきよりも強く引き寄せた。

「っ！」

　眩暈で軽く失神しかける。バレたら大変だっていう緊張感と、背中、尻、太腿の後ろ側、全部にくっついている戸津田の体温がやたらと熱くて、手が、身体が汗ばんでいく。

　バレたら軽く死ねる。

「木砂……」

　だから、本当に鼓膜に直接響くほど近くで戸津田の声を聞いた瞬間、心臓が止まるかと思った。引き寄せられた腰、戸津田の掌は俺の下腹部、たぶんそれに触れるぎりぎりのところ、腹の上にある。それ、俺の。

「と、とつ」

　こいつ、起きてたのか？　今、起きたのか？　引き寄せたときには起きていた？　俺が身じろいだ最初の時点で？

　疑問が頭の中をグルグルと走り回って、眩暈で、失神しそうだ。のぼせたみたいに身体も熱い。

　でも、こいつが起きてんなら、起こす心配はなくなったんだ。このままベッドから飛び降りりゃいい話。そう思ったのに。

「木砂、朝勃ち、すごい、してるな」

「！」

　本当に失神しそうになった。

　腹の上にあった戸津田の手が、ベッドを飛び降りようとした瞬間、俺の勃起したそれを握り込んだ。

「は？　ちょ、おいっ！」

「硬い……朝から元気だな」

「ちょっ！」

　朝だからだろ！　その言葉も言えないくらいに頭の中が大混乱だ。信じらんねぇ。なんで、今日、このタイミングで朝勃ちなんてしてんだ、クソ。そう思ったって、言葉にはひとつもならない。

「ちょ、ぁ……触んなっ」

「これ、痛くないか？」

「んあっ！」

　部屋着のズボン越し、もどかしい感触なのに、恥ずかしさが俺自身を煽るのか、触れてくる指先に腰がヒクっと揺れた。

「このまんまじゃ、苦しいだろ？」

「んっ、ぁ……触ん、な、よっ」

　別に苦しかねぇよ。このままベッド降りて、トイレ行って抜けばいいだけの話だ。ここで、こんなふうにされることのほうが苦しい。

「戸津、田っ！」

「お前って、子ども体温なんだな。温かい」

　温かいどころか、こっちは意識飛びそうなくらい熱いんだよ。戸津田の掌に布の上から擦られて、顔から火が出てるみたいに熱い。それだけじゃねぇ。

「こっちは、あったかい、どころじゃないな」

「っ！」

　ルームパンツも下着も押しのけて、直に、戸津田の手に握り込まれた。その瞬間、本当に心臓が止まるくらい、息もできないくらい動揺して、身体がビクンッと逞しいこいつの腕の中で揺れた。

「ぁっ！　マジで！　やめ！」

　ぴったりとくっついた身体、朝勃ちしたペニスを握り込まれ、扱かれる度にどんどんと硬さが増していく。もっと熱くなっていく。

「おいっ！」

「別に抜くの手伝ってるだけだろ」

「ンぁっ！　ぁ……あっ」

　くそ、マジでくそだ。なんで、こんな、こいつの掌でこんなふうにっ。

「ちょっ」

「木砂、暴れるなよ、ベッドから落ちるぞ」

　落ちてぇんだよ。そう思って、ジタバタしているはずなのに、涼しげな声とは裏腹に腕は逃がしてくれない。

「くあっ！」

「木砂、お前が好きなのはどこ？　カリ首、くびれ？」

「んあぁぁっ！」

「あぁ、でも鈴口も好きなんだ」

　ぐりっと、戸津田の親指でいじられた瞬間、こめかみの辺りがビリビリした。だって、こいつがヤラシイ単語を口にしてる。あの秀才が俺の耳元で卑猥なことを言って、手で、俺の。

「なっ、離せ、よ」

　俺のを握りしめた戸津田の手が止まった。そして、朝勃ちペニスをいじる指先から解放されると思った。

「木砂」

「んあぁぁっ」

　ホッとした瞬間、本当に耳にキスされながら名前を呼ばれて、脳みそに直接電気を流されたように、ビクンと揺れた。緩んだはずの戸津田の手筒に自分からペニス突き入れて、ひどい声をあげちまった。

「木砂」

　その声に驚いたのか、戸津田の手が止まった。

「も、冗談になんねぇから、手、どかせ」

　信じらんねぇ、マジで。

　震えそうになる声を抑えるように手の甲を口元に押し付けながら、火照った溜め息を静かに吐き出す。

　背後から抱き締められているから、戸津田が今どんな顔をしているのかはわからない。ただ、俺の前で動く手しか見えない。つうか、今、こいつの顔なんて見たくない。俺の顔を見られたくない。こんな、感じてるような顔。

「戸津田、おい」

「やっぱ、やめてやらない」

　いきなり再開された愛撫に、油断していた身体はひどく敏感に反応した。

「ンぁっ！　戸津田っ！」

「俺が代わりに処理してやる」

「なっ！　あぁぁっ」

　何言ってやがるって怒ろうと思った。男同士、仕方がねぇから朝勃ちの処理を済ませるってノリじゃないだろ、これ。

「木砂……」

　吐息混じりに耳元で名前を呼ばれて、眩暈がする。戸津田の手の中で、俺のが溶けそうなくらいに熱くなってる。

　俺は、今、こいつの低く、寝起きで掠れた声と、耳朶へのキスに感じた。そうじゃねぇって言っても、今のタイミングでビクついて、すげぇ、感じてる。

「あっ！　ぁ、とつ、だ、ぁ」

　だって、こいつの声が違う。学校で壇上から新入生の奴らに挨拶をしていたときの上品な声じゃなかった。太鼓をぶっ叩きながら、どこまでも広がる青空の下でもちゃんと聞き取れる真っ直ぐで凛とした声とも違っていた。

「木砂、腰、揺れてるけど？」

「ぁ、うるせっ！　黙れ、よ！」

「そっちこそ、声、抑えなくていいのか？　親」

「だっ！　あっ！　んんんっ」

　そう思うなら、この手をどかせ。そしたら俺はトイレで抜く。声なんて出すこともなく、扱いて、抜けばいいだけだ。それなのに、お前の手がそれをさせねぇんだろうが。

「戸津田っこそ、黙っ」

　お前の声のせいだ。お前の声がマジで直接鼓膜に響くせいで、それが腰をいたずらに刺激するから。

「木砂、イきそう？」

「バッ！　ぁっ、あぁ！」

　こいつの言葉で、声で、我慢していた蓋を外される感じ。腹の下、さっき、戸津田の掌が重なっていた腹の辺りで、ずっと堪えて、押し留めていた蓋が簡単にどかされてしまう。

　そして、その蓋がなくなった身体をこいつの手が激しく上下に揺さ振って、追い立てていく。上へ、上へって、俺はもう逃げ場がなくて。

「あ、ちょっ」

　俺の手は、もう戸津田を阻止するどころか縋るように掴まっているだけ。動かす度に溢れた先走りがこいつの手を濡らしていくのが、感触と音でわかる。

　激しく扱かれている、と、思ったら、動くのをやめて、また、親指が鈴口だけをグリグリ刺激した。ヤバいんだって。そう言いたいけど、口を開けば、嘘みたいな声が漏れるから、必死に唇を噛んで耐えていた。その我慢は戸津田の手首を掴む手にも現れていて、ぎゅっと力一杯握ってしまう。

　女相手だったら、絶対に「痛い」って叫ばれて騒がれるレベルの力。でも、こいつは男で、俺よりも腕力ならあって、全然、折れるなんてこともねぇ。

「木砂……」

「！　ちょ、だからっ！　てめっ！」

　名前をまた不意打ちの至近距離で囁かれて、腰に電気が駆け抜けた。そしてそれが面白いのか、くびれの部分を集中的に輪で擦られると、視界に星が瞬く。限界っていうサインみたいな点滅。

「木砂……イけよ」

「っつあっ！」

　じゅくじゅくに扱かれる刺激に背中が丸まる。それを狙っていたみたいに、戸津田の歯がうなじに突き刺さった。それが合図だった。

「あっあぁぁっ…………っ！」

　あられもない声が勝手に溢れて、慌てて唇をきつく噛み締める。でも、堪えられたのは声だけ。

「…………っ！」

　俺は恥ずかしさと混乱と、それと、最悪なことに、ものすごい快楽に息もできない。無理だった。止められなかった。俺は、背後から抱きしめるこいつの手の中に呆れるほど大量の熱を吐き出していた。




　普通、もっと戸惑ったりするもんじゃねぇのか？

　朝の清々しい教室に、担任の出欠席をとる声が響いてる。少し気だるくて、少し眠い、いつもの朝。

　でも、俺らは今朝、あんなことをしてた。あの涼しげな横顔をした秀才眼鏡は俺のベッドで、俺のことを抱きしめて、朝勃ちした俺のペニスを握って、扱いて、射精の手伝いをした。俺は、骨っぽくて、長い指にペニスをきつく握り締められて、腰が勝手に動いて、その手で作った筒の中で暴れるほど上下に擦り付けながら、耐えられずに、イった。

「木砂ぁ」

「は、い」

　バカかよ、俺は。そんな朝の出来事を思い出して、返事の声がひっくり返った。

　でも、そうもなるだろ。

　だって、あいつが、俺のを握ってたんだ。あの、シャーペンを持つ、上品で、バチを握ると男らしい手で、俺のを。

「戸津田ぁ」

「はい」

　そんな秀才は何もなかったように、完全に、完璧に今朝のことを包み隠しながら、低く澄んだ声で清々しく返事をしていた。




　気まずい。

　あんなことされて気まずいに決まってるだろ。それなのに、放課後、気がつけばいつもみたいにここに来ていた。でも気まずいから引き返して、数歩進むと、今度は、逆に気にするほうがおかしい気がしたりして。男同士、そんなに気にしなくてもいいんじゃねぇ？　って思ってみたりして。今、顔合わせなかったら、ずっと気まずいままかもしれない。それはイヤだって思う自分がいる。だから、また引き返して。公民館の前まで来て。そしたら今度は戸津田の手の中でイったことを思い出す。途端に熱くなった顔面に、やっぱり今日は止めておこうと、そう思ったところで、捕まった。

「あれぇ？　木砂君、今日、遅いね」

　何も知らないポニテが呑気に俺を見つけやがった。戸津田を呼ぼうとするから慌てて止めたけど。でも、こいつのボールみたいに弾む明るい声は俺の制止とか無視して、戸津田を呼び寄せやがった。

　ポニテはせっかちで、元気な奴で、俺はいつもこいつのペースに巻き込まれる。

「なんか、喧嘩でもした？　今日の戸津田君、すっごいご機嫌斜めなんだよねぇ。勉強しすぎでストレス溜まってんの？　太鼓の音がすごいんだもん。だから、皆でね、ダメもとでカラオケに誘ったんだ」

　あいつが不機嫌？　なんで？

「カラオケ？」

「そ、シャウトしたらストレス発散になるでしょ。もしくは欲求不満なのかも！」

　ポニテがニコッと笑って首を傾げたら、束ねた髪がクルンと跳ねた。花の女子高校生が爽やかにシモネタ言ってんじゃねぇぞ。

「あっ！　来た来た！　戸津田君、カラオケ行くよ！　もう、今日は一段とマイペースだな。木砂君も来るでしょ？　割り勘だよ！　一円単位まで」

　戸津田はたしかにマイペースだ。同じ大太鼓を叩いているポニテは逆にすげぇ活発。だから戸津田とは正反対で、ふたりしかいない大太鼓の対みたいに思えた。

「ほら、木砂君も行こう！」

　戸津田は不機嫌ですって顔をしながら、うるせぇポニテの声に伏せていた視線を上げた。

　そして、強引にカラオケへ連行される俺を見つけて、目を丸くして驚いている。何も知らないポニテに連れられて、俺らは問答無用でカラオケボックスに連行されていた。




　ポニテはその外見や、今までの会話で思った印象どおり、呆れるくらいにうるさかった。元気に歌いながら皆を巻き込んで、掛け声っつうか、合いの手を普通に要求してくる。カラオケに来ていたのは太鼓サークルの大人組の大半だ。ガキを九時過ぎにウロウロさせられない。行きたいと騒ごうが無視して、そのまま迎えに来ていた親の元へと帰した。残った大人組の中じゃ、俺達とポニテが一番若い。そして、年齢が近いせいか、俺らは並んで座らされてた。戸津田が座る左側がやけに緊張して、こいつがリモコンに手を伸ばすだけで、意識がそっちに全部持っていかれる。

　普通に、普通にしてろ、って自分自身に言い聞かせて、皆の歌にはしゃいだフリをしていた。

　会長って呼ばれてるヒョロ男は絶対音感を持っているらしく、歌が上手い、んだそうだ。つっても、一曲も歌ってねぇけど。歌って、騒いで、食って、いるだけでも忙しい気がするこの空間をヒョロ男は飄々とした笑顔で眺めてた。

　この賑やかな中で、ノリで、朝のことはスルーしようと思ったんだ。これが終わったら、何事もなかったように話しかけようかなって。

「来ないかと思った」

　そう思ってたから、突然、声をかけられてびっくりした。

「え？　なんだよ、聞こえねぇ！」

　さすがに戸津田の低い声もここまで騒がしい歌声には敵わない。なんて言ったのかまではわからなくて、咄嗟に耳を戸津田へと向ける。

「今日は来ない、かと、思った！」

「っ」

　失敗した。耳を寄せれば、それだけ戸津田の声が鼓膜に接近した状態で、鮮やかによく聞こえた。あまりに近くて、今朝のことが蘇りそうで、目の前のポテトを食べることで近付けた耳を離して、逃げる。

「べ、別にいいだろ。なんだよ、来ちゃいけねぇのかよ」

「いけないなんて言ってないだろ」

　逃げたいのに、この耳が勝手に戸津田の声だけを拾い上げる。そして、歌声を遠のける。

「え？　何？」

　でも、最後のほうがよく聞き取れなくて、つい聞き返した。

「ずっと気にしてた」

　失敗した。聞き返されて、戸津田は声のボリュームを上げるんじゃなくて、距離を縮めた。

「っ」

「お前が来るのかどうかが気になって、稽古の間、ずっと、出入り口のほうばかり気にしてた」

　もっと縮まって、近くなった距離。耳に触れる気がするこいつの吐息。ボソボソと話す低い声は耳から直接流し込まれてるみたいで。

「ずっと、気になって仕方なかった」

　今朝のこいつをどうしても思い出す。

　今朝、俺を後ろから抱き締めて、すぐそこ、耳元で聞こえる朝勃ちした俺のを長い指で握って扱く濡れた音と、こいつの乱れた呼吸を、皆が騒いでるカラオケの真っ最中だっつうのに思い出した。




　どこの部屋からなのかわからないけど漏れてきてる歌声と、廊下に流れている有線の音楽、平日の夜でもそれなりに騒がしいカラオケのトイレの個室。

　誰かが突然入ってきたらビビるだろうな。こんなにガタガタってドアが鳴ってたら。

「っ、あっ！」

　発情した。しかも一瞬で。

　歌って騒いでる皆にはトイレに立ったフリをとりあえずした。きっとあれだけ騒いでれば俺達が戻ってこないのなんて気がつかないだろ。

「木砂、あんなに朝出したのに、もうこんななのか？」

「うっるせ！　ぁ、あぁっちょ、ぁ」

　先に下着の中に手を入れてきたのは戸津田だった。握り込まれた瞬間から腰が跳ねるくらいの快感にのぼせそうになる。

　ヤバい。今朝よりももっと気持ちイイ。戸津田の手が気持ちよくて、頭ん中が真っ白になる。

「ぁっ！　戸津田、ぁっ」

「朝より乱れるな」

　だって、あれは戸津田の顔が見えなかった。自分のじゃない手に扱かれてるってだけ。ずっと太鼓を叩いているこいつの手、教室でシャーペンを握る手で、俺のそこを強く扱いているってことに興奮した。

　すぐそこに戸津田の顔がある。身長がほぼ一緒なせいで、こうしてると自然と視線がぶつかる。秀才君らしからぬ荒々しい眼。太鼓を真剣に見つめるときのその表情が今、俺の視界を占拠してる。戸津田の吐息の熱すら感じられる至近距離で、強く握られ擦られてたまらなかった。

「あぁぁぁっ！」

　今朝知られた弱いところ、カリ首部分を指で擦られて、こめかみにチリチリ焼けるみたいな痛みが走る。

「木砂……ここ、トイレだ。静かに」

「だって、てめ、ぇ、がっ」

　上品そうな薄い唇の端だけを吊り上げて意地悪く笑うこいつが、わざとなのか、さっき耳元で囁いたのと同じ声のトーンで、俺のエロ声がうるさいと諭した。うるさいと言いながら、さっきよりも激しくカリ首ばっかを攻めてきやがる。声を出させようとしてる気がする意地の悪いこいつを睨みながら、必死に奥歯を力いっぱい噛み締めた。

「てっめぇも、だぞ」

　喘ぎそうになるのを堪えてたら、唸り声みたいになった。こいつに翻弄されるばっかじゃ癪だから、戸津田の下着の中に手を差し込んだ。初めて感じる他人の熱だった。

「は、ぁっ」

　自分のと違う形にビビることも、同じ男のペニスを握る嫌悪感もない。あったのは、戸津田の上品な唇から零れる甘ったるい溜め息に煽られた興奮だけ。気持ち悪いどころか、俺は戸津田のズボンと下着を強引に下ろして、完勃ちになったそれを激しく扱いてく。

「戸、津田だって、すげ、カチカチじゃねぇか。朝、トイレで抜いたんじゃねぇの？」

　お互いにすげぇ息が荒い。噛み付く寸前、ブチ切れてるみたいに眉間に皺寄せて、向かい合わせで扱き合う掌の感触を貪ってる。きっと、個室の中がどうなってるのか見えないだろうから、入ってきた奴がいたら、そこに獣でもいるんじゃないかってビビるくらいの荒々しさ。

「木砂、先走りすごいな」

「あっ、はぁっン、ぁ、あぁ」

　戸津田の声がヤバイ。低くて、荒れた呼吸が混ざっているせいか、今朝、耳朶にキスでもするような近さで聞いたときよりも、もっと、エロくて興奮する。

「声、抑えろ」

「む、りだ、クソっ」

　抑えらんねぇ。だって、マジで飛びそうに気持ちイイ。掌が、声が、唇にかかるこいつの吐息が、全部が全部クソ気持ちイイ。

「あ、ぁ、あぁっ！　戸津田っ、とつっ、も、ぉっ！」

　熱がものすごい勢いで竿を駆け上っていくのがわかる気がする。痛いくらいに張り詰めた竿を先走りでヌメる掌で激しく追い立てられて、もう、限界だ。イく。

「木砂……」

　名前を呼ばれて、鼓膜が震えた。

「戸津田」

　すげぇ、キス、してぇ、って思った。

　優等生らしくさっぱり短いうなじに、戸津田のペニスを激しく扱きまくってるほうじゃない手を置いて、力いっぱい引き寄せる。

「と、つだぁ」

　男同士、そっちの趣味なんてねぇのに、それでもキスしようと思った。この薄い上品な唇にキスしたかった。けど、強引に引き寄せてもキスできる距離に全然連れ込めない。

「なっ、んでっ！」

　唇だけが物足りなくて、キスしたくて、それでもさせてくれない戸津田に思わず切羽詰まった声を上げていた。

「ここ、トイレ」

「は？」

「するなら、トイレじゃないほうがいい」

「は、ぁ？　あ、ちょっ、あぁぁぁっ」

　なんだそれ。てめぇはどこの処女だよ。キスすんのがトイレじゃやだって、どんだけめんどくせぇんだよ。そう文句を言ってやろうと思ったのに、じゅこじゅこに扱かれて擦られて、文句なんて言う暇がなくなった。熱が一気に上昇してそのままどんどんと高く、高く──。

「あ、あ、戸津田ぁ、とつ、戸津田っあぁぁぁぁ！」

　グイッと引っ張られた襟口。今朝とは反対側、朝は噛み付かれたけど、今度は思いっきり強く吸われて、首筋に走る痛みと扱かれる強さ、それと俺の手の中でカチカチに硬い戸津田のペニス、そんな色々に刺激されて、もう限界だった。ふたりして、見つめ合いながら、ほぼ同時に弾けるようにイった。

「あっ……ぁ、クソっ」

　ドクドクと吐き出される残りの精子まで、貪欲にお互いの掌へ擦り付け合う。

「は、ぁ……すげ」

「木砂」

「ちょ、待っ」

　すげぇ、気持ちよかった。息も絶え絶えに戸津田の肩口に頭を乗せて、少し射精の余韻が収まるのを待とうと思ったのに、戸津田はそれを許さず、精液まみれの掌をトイレットペーパーで強く擦り拭う。

「出るぞ」

「わ、かってるって」

　トイレでこれはさすがにまずいよな。部屋に戻んねぇと、って思うけど。でも、イったばっかで指先が射精の余韻であんまちゃんと動かないっつうか。だから、ボタンが。

「ほら」

　俺は子どもか。戸津田が俺のズボンのボタンを留めてくれた。長くて骨っぽい指、さっき俺のを握り締めていた指に身支度を手伝ってもらっている。

「え？　おいっ！　戸津田？　おいってば！」

　部屋に戻るから急かしたんだと思ってたのに、戸津田が向かったのはカラオケの外だった。所々に立つ街灯がぼんやりと、平日だから、そんなびっしり車が詰まってるわけじゃない駐車場を照らしている。

　その駐車場の奥、建物の裏手側、街灯もない薄暗い場所まで腕を引かれた。

「おいっ！」

　グンと腕を引かれて、まだ、熱が残ってる身体は簡単によろめく。でも、転ぶ前にうなじを力で引き寄せられた。

「んんっ」

　唇が重なる。

　触れて、舌が舐められて、思わず唇を開けば、中を舌にまさぐられる。奪うように濃厚なキスをされた。

「俺も、キスしたかった」

　さっき、トイレではキスしたくないって言っためんどくせぇ処女みたいな戸津田が、まるでサカリのついた獣みたいに荒々しいキスをした。俺の中をぐちゃぐちゃに掻き乱すようなキスをする優等生に、何も考えられなくて、ただ、さっきあんなに欲しかった舌を追いかけるだけ。こんなキス、初めてした。ホント、お前ってなんなんだよ。わけわかんねぇ。

「ン、ぁ、戸津田」

　優等生の舌があまりに美味くて、俺はこのキスを止められそうもなかった。




　嵌った。

「んあっ！　戸津田っ、そこ、すげっ」

　ド嵌りした。

「木砂、腰揺れてるぞ？」

「あぁっ、ン、ぁ、だって、気持ち、イイっ、んぶっ」

　唇に噛み付かれて言葉が止まる。戸津田の部屋にやらしいキスの音が充満する。唾液が舌先で掻き混ざる。

「また、溢れた」

「んあっ」

　それと先走りを指先に絡ませながら、ぬちゅくちゅ扱く音。戸津田の親指が意地悪く鈴口をグリッと刺激して、腰がまた浮いた。

「あぁぁ！　戸津田、そこ、あんま、グリグリすんなよ」

「気持ちイイだろ？」

　よすぎてヤベぇんだよ。イきそうになる。

　女じゃ絶対にできない扱き方、乱暴なくらいにじゅこじゅこに扱きまくって、壊れそうなくらい鈴口んとこ掻き混ぜられて、頭の中がからっぽになる。戸津田の手とキスだけしか考えられなくなる。これしか欲しくなくなる。

　今日だってそうだ。こいつのうちに遊びに来て、部屋入ってすぐ、部屋の真ん中に置かれたテーブルを蹴って、戸津田の向かいに座り、さっそくキスして、下着の中に手を突っ込んでた。

　──もうしたいのか？

　したいに決まってるだろ。そう囁く声と表情にゾクッとするくらいサカって、もうこんなに熱いんだ。

　初回、は戸惑って驚いてた。その日の夜に二回目。もうそんときにはこの戸津田の手と声とキスに嵌った。

「あっ、ぁ、とつ、戸津田！　も、お前は？　お前のこれもすげぇことに」

「あぁ、けっこう限界かもな」

　だろうな。掌の感触でわかる。っていうかわかるようになった。グンと張り詰めて、すげぇ限界まで精子を溜め込んでそうな感じ。もう何度も、戸津田とこういうことをしてるから。撫でればわかる。そして、こいつのがこんなに熱く硬くなっていることに、また身体の奥がじわりと熱を昂ぶらせる。

　ヤバいって、バカな俺でもわかるのに、嵌ったまんま抜けらんねぇ。

「木砂？　どうかしたか？　顔が赤い」

　ゲイじゃねぇのに、なんで、こんなこと、俺は。なんで、こんなに、こいつとキスしてぇんだよ。

「なん、でもねぇよ」

　俺、どうしたんだよ。

　耳朶を甘噛みされながら、あの低音ボイスで囁かれて先走りがじわりとまた溢れたのがわかる。そしてその先走りをローションみたいに竿に塗りたくりつつ、唇も舌で濡らされる。キスを与えられて、ごちそうを前にしたみたいに、唾液が口の中に溢れた。もっと、キスが欲しい。唇が追いかければ舌がさらに深くに挿し込まれる。

　戸津田の眼がギラッと光った。こいつのキスは激しいから眼鏡が当たるって、抜き合いのときはいっつも眼鏡を外す。そのせいで裸に剥かれた戸津田の視線が強すぎるから、真っ直ぐ見つめられるのは苦手だ。

「っ、って、おい！　ちょっ、あヒ、ぁ……んん」

　目を逸らそうと思ったとき、シャツをめくられ、乳首を舐められた。一瞬で止まりそうになる呼吸。ねっとりと濡れた舌が乳首を舐めてきて、初めての感触にゾワリと背中に鳥肌が立つ。

「あ、そんなとこっおま」

「なんだ、木砂、乳首、女にやってもらったことないのか？」

「んなっ！　あ、ひゃぁぁっ、ぁ、あ、ぁうっ」

　そんなのあるわけねぇだろ。女の胸ならまだしも、男の乳首なんて別にただの飾りだろ。そう思ってたのに、しゃぶられ濡らされた乳首を今度はそのまま舌先でチロチロといたずらにいじられて、くすぐったいのとは別の、小さな刺激がそこで生まれた。小刻みに与えられる刺激の連続に腰がヒクつく。

　お互いに脚を広げて向かい合わせで座って、股間のとこ濡らし合って、扱いて、キスして。それだけでもけっこうヤバいものに嵌ってるって思うのに。

　なぁ、これはマジでヤバい。

「あ、あ、ダメ、だって、ぁンっん、ん」

　乳首を愛撫されて、マジで女みたいな声が零れるとか。

「乳首、気持ちイイだろ。すごい先走り溢れて、もうダラダラだぞ」

　くすぐってぇだけだよ！　そう言えたらいいのに。

「あぁぁぁっ」

「声、少し抑えろよ。下に親がいる」

「ンン……ん、んんんっ」

　なら、乳首いじるなよ。キスで舌で、塞げよ。そう言いたくても、ずっと乳首を濡らされて、愛撫され続けて、口を開くこともままならない。開いた瞬間、女々しい声で喘ぎそうになる。

「敏感……」

　クラクラしてきた。あまりにも気持ちがよくて、この戸津田の手の中をトロットロに濡らしまくる先走りみたいに、脳みそも蕩けてきそう。

「あ、あ、戸津田、ぁ」

　止めらんねぇだろ。

「木砂」

「んやっ、とつ、と、ぁ」

　乳頭に歯を当てられた瞬間、電気が走って、それを怖いって思った。喧嘩ならいくらでもしてきたし、教師に立て付いて問題になったこともある俺が、戸津田の指と舌が怖いと思った。乳首いじられて悦がるなんて、信じられない。

「イク！　も、ぉ、戸津田っ、俺、イきたい、戸津田っ」

「あぁ、俺も」

　わかってるよ。だから、それを夢中になって扱いて、一緒に射精まで秒読みってところまでペニスを扱き合った。もう、すぐイく、そう思った瞬間、乳首への愛撫が止まって、首筋を強くきつく吸われた。

「んあっ」

　こいつのくせなのかなんなのか。イク寸前、必ず戸津田は俺の首筋に痕を残す、一回抜き合いをすると一箇所、みたいな感じで。

「あ、あ、あ、戸津田、とつだぁ、声が」

「ここ、俺の舌、しゃぶってろ」

「はっ？　あ、あっ…………っ！」

　手の動きが早くなる。もう弾ける。

　深く舌を挿し込まれて、そして、きゅっと痛いくらいに、ずっと舌で嬲るように愛撫されて濡れまくったほうじゃない乳首を抓られた瞬間、その抓った手に飛ぶくらい派手に精液が弾けた。

「んんんんっ！」

「っく」

　戸津田はイクときに小さく呻く。その声はいつだって抑え気味で低くて掠れていて、俺はその声にまた軽く、掌でもきっと感知されないだろう小ささで、イってしまう。

「て、めぇ……何、乳首、いじってんだ、よ」

「気持ち、よかった、だろ？」

　唇の端を釣り上げて笑う戸津田にゾクッとした。この唇がさっき俺の首筋に吸い付いて、印みたいな痕を残した。そう思うと、戸津田の舌に舐められ濡らされた乳首がジンって疼く。

　俺は、またヤバいことを覚えちまった気がした。




　あれは、ヤバいよな。

「木砂クーン、カラオケ、苦手？」

　軌道修正っつうか、別に俺はゲイじゃねぇって確認したかったっつうか。だから、女好きのダチに頼んで混ぜてもらった。なのに、まさかのカラオケかよ。カラオケは、ちょっとあの晩のことを思い出させるから、イヤだったのに。

　──俺も、キスしたかった。

　そう言って、あいつとキスした夜もカラオケに行ってたから。

「全然、歌、入れてなくない？」

「あー……」

　最近、俺は全然行ってなくて、ダチが誘っても全部断ってた。だから、俺から行きたいって言ったときは驚かれたくらい。どうした？　女いんじゃねぇの？　って、勝手に女がいる設定作られてたくらい、こういう場所から離れてた。

　いねぇよ、女なんて。

「別に……」

　放課後、女とかダチと遊ぶのよりも優先してたのは太鼓だった。でも、その太鼓だって毎日あるわけじゃなくて、バイトがなくて、太鼓がない日は、暇で、あいつといた。

　戸津田玄と一緒にいた。一緒にいて、なんか、ヤバいことに嵌って、キスして、乳首を。

「何か食べる？　頼む？」

「！」

　頭の中はあいつの声と仕草と、視線でいっぱいだった。いきなり肩を叩かれ、覗き込まれて、今、隣にいるのが戸津田じゃないことに驚く自分がいた。

「つまんない？」

　つまらなかった。退屈だった。あいつといるとき、特に何もしてなくても、ダラダラしてるだけでも、楽しいと思ったのに。あいつの嫌いなアボカドを騙して食わせるだけでもすげぇ楽しかったのに。

「じゃあ、さ……ちょっと、抜ける？」

「え？」

　まるでデジャブだ。あの晩も、カラオケで戸津田と話してたら、なんか、ふたりだけ抜け出して、トイレに行って、そんで。

「木砂君、けっこう好み」

　そんで、キスしたんだ。

「カッコいいよね」

　騒がしいカラオケルームを出て、廊下に出ると、大音量の渦から解放された耳がほっとするのがわかる。耳の辺りがふわっと力を抜く感じ。

　あの晩をなぞってるみたいだった。騒がしいカラオケボックス、ふたりで抜け出して、そして。

「キス、しようよ」

「……」

「今日、この後、マジでふたりで抜ける？」

　なのに、全然、欲しくない。あのときは、すげぇ欲しくて仕方なかったのに。トイレでもどこでもいいから、早く欲しいって身体が疼いて、熱くて、ベルトを外す手が上手く動いてくれないくらい、気持ちも身体も前のめりだった。トイレの個室でガチャガチャうるさい音を立てて、あいつの熱に触れた瞬間、なんか吹き飛んだんだ。ヤバいだろとか、そういうの。全部消し飛んで、言葉とかなくて、ただ、欲しかった。

　キスしたかった。

「いいよ、私」

　違う。

「木砂君？」

　全然違う。俺が欲しかったのはただのキスじゃない。誰でもいいわけじゃない。だから、今、ここで、このキスは欲しくない。

「……わりぃ」

　マジかよ。

「なんか、体調悪いっぽい。わりぃけど」

「え？」

　わかっちまったじゃねぇか。俺が欲しかったのは、戸津田とするキスだったって。

「俺、帰るって言っておいて」

　俺はあいつのことが。

「え？　ちょ」

　足早にその場から離れた。欲しいものはあそこにないってわかったから。俺が嵌ったのはあいつとする抜き合いじゃなくて、あいつ自身だ。俺は、戸津田玄に。

「最悪だ……」

　店の外に出たら雨が降っていた。カラオケに来たときには降ってなかったのに、傘なんて持ってるわけねぇじゃん。そんなの予想してるわけがねぇ。

　あいつとのことだって予想できるわけないだろ。ゲイでもないのに、あいつと俺じゃ接点なんて少しもないのに、いつの間にかすげぇ至近距離まで駆け足で近づいて、自覚する間もなく、あいつに触れてたんだ。そんなのどうやって予想しろっつうんだよ。

「クソッ！」

　体調悪いっつってカラオケを抜けたからちょうどいい。このまま土砂降りの中、濡れて帰れば、少しは冷えて冷静になれるかもしれない。そう思ったのに。

　俺の中はあいつのことでいっぱいになっていくだけで、自覚したばかりの感情で溢れてた。






４　マジかよ。









　男のくせに男を好きになった。なんて、マジで、笑えねぇ。や、逆に笑いたい。快感に引きずられただけならよかったのに。

「おはようございまーす」

「おはよう」

　正門のところ、もう桜も散った木の下に佇む戸津田を発見した瞬間、心臓が口から出そうになって、思わず、きゅっと唇を噛み締めて顔を背ける。

　今、見つめられると心のうちを覗かれて、バレそうで思わず避けていた。

　逃げて、避けて、見ないふりをすればそのうち冷めてくれるかもしれない。だから、同じ教室にもいたくなくて避難した。

「熱はないみたいだけど、顔色たしかに悪いわね。一時間寝ていきなさい」

「す、んません」

　保健医のおばさんが体調不良だと思ってくれた。顔色が悪いのはズブ濡れで帰って風邪を引いた訳でもなく、ただ、昨日寝てないせい。あいつのことをずっと考えてて眠れなかった。

「ゆっくり休んでなさい」

　あいつのことばっか考えすぎて、なんか、疲れた。俺はもうロクに返事もできず、疲れすぎて、そのまま数秒で眠りについた。

　あからさまに避けたけど、あいつ、何か思ったかな。思うわけねぇか。きっと、「ふーん」って思った程度だろ。だって、俺達は別に付き合っていたわけじゃねぇ。好き同士、でもねぇ。だから、きっと──。

「……さ」

　夢も見ないで眠っていたら、真っ暗な中で声がした。

「木砂」

　声なのに静かっつうのも変だけど、穏やかで低い声に呼ばれた気がして、意識がゆっくり戻っていく。呼ばれる度に、少しずつ頭が働き出す。

「腹、痛いのか？」

「！」

　すぐ近く、鼓膜に直に響く声に身体がビクンと跳ねて強制的に覚醒した。

「とっ！」

　戸津田がそこに、睫毛が触れ合えそうなほど近くにいて、心臓が止まりそうなくらい驚いた。

「っ！　おい！　なんだよ！　これ！」

　起き上がろうと思ったのに、俺の手はいっぱいに広げられ、その手首を戸津田の手でベッドに押さえつけられている。ほんの少しだって動けない。完全に貼り付けにされている。

「よく寝てたな」

「んあっ！」

　組み敷かれてる。睨みつけてやろうと思ったのに耳朶を甘噛みされて、一瞬で身体が発熱した。

　そして、もうすでに耳が覚えたこいつの声に反応して浮き上がった腰がちょうど戸津田の股間に当たり、その感触に蕩けそうになるほど感じた。

　戸津田に保健室のベッドで組み敷かれている。

「あっちょ、お前、何、してっ」

　押さえられている手首が痛いくらいに熱くなって、掌だけじゃねぇ、至るところの肌がじんわりと汗で湿っていく気がする。

「今朝、どうした？」

「は？」

「昨日、何してた？」

「はぁ？　んなの、お前に」

　関係ねぇだろ。俺達は別に約束してたわけじゃねぇ。俺が誰と一緒にいたって別にいいだろ。お前に全部を話さなくちゃいけねぇのかよ。

「女……」

「！」

「でも、できたか？」

　ぼそっと低い声が呟いた単語に反応した。男のくせに、同じ男のお前を好きになった俺は、いつこの気持ちを忘れて、前みたいに女と普通に付き合えるのかもわからなくて、なんて答えたらいいのかもわからない。

「ンぁっ！　ぁ、ちょっ……ん、フぁ」

　俺の反応に気がついた戸津田が目を細めてから、捕まえていた俺の手首を握って、指を、俺の人差し指と中指を、上品そうな唇に迎えて、咥え込んだ。すげぇ大胆なフェラみたいに音を立ててしゃぶってる。

　あの優等生の唇がひどく下品な音を立てて、清楚な銀縁眼鏡越しにギラついた眼でこっちを視姦してくる。今、腰をビクつかせて押し殺せていない甘えた声を上げる自分を戸津田に見られている。

「とつ、ぁ、保健室、だっ」

「あぁ、知ってる」

　その言葉に身体が思いっきり反応した。

「離っ、せ！」

　戸津田はにとっては気持ちイイこと。保健室とかちょっとスリルがあって面白いそうだってだけ。でも、俺にはそうじゃない。

「っ」

　思いっきり手を振り払った。

「わりっ、戸津田」

　その拍子に爪で引っ掻いたのかもしれない。戸津田の頬に赤い線が滲んでた。それでもかまわず、鋭い視線を真っ直ぐ向けてくる。ただの優等生にはない、鋭さを持った眼差し。俺の心臓を揺さ振った太鼓と同じ強さを持っている。

　でも、今はその鋭さから逃げたい。

「と、とにかく、こんなとこはマズいだろっ」

　慌ててベッドを降りて、元からたいして整ってない制服だったけど、シャツの前をぎゅっと握りながら走って逃げた。この俺が逃げ出した。

　笑えるだろ。喧嘩じゃ何人に囲まれても逃げ出さない俺が、たったひとり、でもそのひとりが戸津田玄だと、息の仕方もわからなくなるほどテンパって、サカって、そして、逃げ出すんだ。

「くそっ」

　吐き捨てるような言葉と、急いで走って乱れた呼吸が廊下に響いてる。早く、静まれよ。たかが触られたくらいでどんだけ反応してんだよ。バカじゃねぇの、俺。

「っ」

　でも、身体がまるごと心臓になったみたいに、あいつに触られたことに全身がざわつく。あいつのことが好きだって、うるさいくらいに騒がしくて、どうしようもなくて、ぎゅっと目を閉じて熱をやりすごすしかなかった。




　ムカついた、よな、きっと。戸津田にしてみたら、抜き合い相手ってだけなんだろうし。今まで普通に、つうか普通って言っていいのかわかんねぇけど、その気になったときに手を貸し合ってた相手が慌てて逃げ出したんだ。ムカついただろうし、なんだよって思っただろ。

「いらっしゃい！」

　バイトしながら、ずっと、指先に玄の舌の感触が残ってる気がした。収まるまですげぇ時間がかかった。熱くて、動けないくらい、俺は戸津田に反応しまくってた。

　マジで、どうすんだよ、これから。

　あぁ、でも、あれか。

　太鼓の見学に行かなきゃいいんだし、居留守使えばいい。別に今まで離れた存在だったんだ。ただ、それに戻るだけ。姿を見なけりゃ、そのうち忘れる。

「塩ラーメンひとつ」

　誰かがカウンターにいるおっちゃんへ注文した。

「あいよぉ」

　戸津田、だった。戸津田がカウンターのところにいた。

「あっ！　おい！　こら！　風ふう雅が！」

　厨房のど真ん中に突っ立ったまま、戸津田がいることに驚いてる、俺。それと、そんな俺を真っ直ぐ見つめる戸津田の間でおっちゃんが驚いていた。

　うちの学校はバイト禁止だから、おっちゃんがすっげぇ焦ってる。

「おま！　おい！　風雅！　あの子、お前と同じ高校だろうが！」

　まずいだろうって、必死になって俺を戸津田から隠そうとしてくれた。隠れてねぇし。もう見つかってるけど。

「平気です。彼がここで手伝いをしていることは知ってましたから」

「へ？　あ、そ、そうなの？　なんだよぉ、俺はてっきり。そっかそっか。あ、塩だっけか？」

　一安心って顔をしておっちゃんがラーメンを作り始めた。戸津田の視線はずっと俺だけを追いかけていて、視線がものすごく刺さる。ちょっと、本気で痛いくらいに刺さるから、この場から逃げ出して裏で長ねぎの泥取りでもしてようかなって。

「あ、風雅、お前もそろそろ食っとけ」

「は？」

「まかない。塩でいいだろ？」

「はぁ？」

　まるでいいことでも思いついたみたいに、おっちゃんが俺のエプロンを外させて、そのまま調理場から追い出しやがった。すぐできるからな、なんて、いらないっつうの、塩ラーメンも、その気使いも。

　まかないは塩ラーメンでいいけど、ここじゃなくていい。いや、ここ以外ならどこでもいい。休憩室にでも行こうと思ったのに、今度は戸津田に手を掴まれて逃げられなくなった。

「木砂、食わないのか？」

　まかないは塩ラーメンでいいけど、ここじゃなくていい。いや、ここじゃなければ、どこでもいい。休憩室にでも行こうと思ったのに、今度は戸津田に手を掴まれて、そこから逃げられなくなった。

　さっき保健室から逃げたし、引っ掻いたし、すげぇ気まずい。

「初めてだな」

　戸津田の横顔、頬のところに薄っすらと俺のつけた傷が赤く残っていた。

「……は？」

「一緒に食べるのは」

　少し、笑ってた。俺の気まずさなんて知らない戸津田は笑って、ラーメン食うからって、眼鏡を外した。たったそれだけのことでドキッとする自分の気持ちが恨めしい。なんで、こいつのことをこんなにって溜め息が出る。知らなきゃ、気がつかなきゃ、よかったのに。知ったら苦しいのに。

「あいよー、お待ち」

　何も知らないおっちゃんが無邪気に笑いながら、塩ラーメンをふたつ、カウンターに置いちまった。

「なんだぁ？　お前ら、仲良しなのか？」

「んなわけねぇだろ！　こっちは優等生、俺は劣等生」

　仲良しじゃねぇよ。見た目からして不釣り合いだろうが。違和感すげぇよ、きっと。

　男同士で好きとかありえねぇよ。そんなのわかってる。この気持ちがバレても、俺達が今、嵌ってる、こいつにとっては遊びを誰かに知られても、この関係は一瞬で消える。

「へぇ、戸津田さんちの息子さんは頭いいのか？」

「いいですよ。すごく」

　自分で言うなよ。しかも涼しい顔して、ラーメン啜りながら。

「そしたら、うちの、この風雅、こいつの勉強みてやってくれよ。同じ学校なら知ってんだろ？　悪さばっかしてんだろ？　それでも、高三になった今じゃずいぶんマシになったけどなぁ」

「おいっ！　おっちゃん！」

「風雅は中学のころのほうが暴れてたくらいだからよ。勉強なんてほぼしたことがない大バカで、若干、親戚のおっちゃんとしては心配なんだわ。今度、試験あんだろうが。一回くらいいい点数とって、親に見せてやれよ」

　俺、そこまで大バカってほどでもないだろ。バカだけど。おっちゃんがカウンターから明るく笑いながら戸津田に頼んで、その報酬みたいに特製チャーシューを一枚追加した。バカみたいに高いチャーシューメンでしか食えない特大サイズのやつ。もちろん、まかないじゃ絶対に食わせてもらえない一枚。

　でもだからって、それが勉強みてやる報酬ってことだとしたら安すぎだろ。戸津田も断るだろうって思った。和太鼓もあって、自分の勉強だってあるだろうから。

「いいですよ」

「は？　頼んでねぇよ！」

　何余計なこと頼んでんだ。マジで、勉強なんて、いいっつうの。それにおっちゃんは知らないだろうけど、俺と、こいつは。俺達は……。

　おっちゃんは学校一の秀才が親戚のバカなクソガキの学力ＵＰを約束してくれたって、嬉しそうに笑いながら、奥へと行っちまった。

「今日からにする？　それとも明日？」

「へ？」

　戸津田が奥へと消えたおっちゃんを視線で追いかけながら、そんなことを言った。まさか、本当に勉強を俺に教える気なのか？　適当にハイハイって言っておけよ。

　いいよ、別に、ってボソッと呟くように答えてから、自分の箸を動かす。

「教えてやるよ。勉強って大義名分のもと、会えるだろ？」

　なんだそれ。大義名分ってなんだよ。わかんねぇよ。俺はバカだから、お前が言ってることなんてちっともわかんねぇ。

「バッ、バッカじゃねぇの」

　俺がその言葉に内心嬉しくなってるなんて知りもしないんだろ。無責任に笑う戸津田にムカつけたらよかったのに、俺は期待しそうになる自分を押さえつけることに忙しかった。




　俺の部屋、小さなテーブルの角に座って、膝同士がコツッと当たる距離。

　まさか戸津田に勉強を教わることになるなんて。戸津田と俺じゃ、頭のレベルが全然違うんだ。そんな暇はないってお前も断れよ。俺だって、勉強なんていらねぇて、突っぱねろ。

　おっちゃんがうちのババアに言ったりしたから、もう完全歓迎ムードで戸津田は迎えられた。そして、今、その個人授業で部屋にこもっている。

「どの辺がわからない？」

「あー、全部」

「全部って、お前なぁ」

　ヤバいのに、俺も何やってんだよ。こんな至近距離でこいつとふたりっきりなんて。

　銀縁眼鏡のズレを指先で直しながら、微かにだけど笑った。その笑顔がなんか、すげぇ、嬉しそうで、俺の心臓がせわしなく小躍りを始めた。

「じゃあ、この問題解けるか？」

「ぐっ」

「ぐ、じゃなくて、ＡかＢだろ、答えは」

　うるせぇよ。つか、マジで勉強すんのかよ。いや、勉強するだろ。それ以外のことはしないだろ、フツーは。

「何？」

「べ、別に？」

　俺は何をひとりでテンパってんだよ。

「ほら、これは……」

　マジで勉強教えてくれんだな。伏せた視線、少しだけ俺より背の高いこいつの頭んてっぺんとか、あんま見たことないかもな。黒い髪がツヤツヤしてる。柔らかそう。

　戸津田は予備校に通っていない。それでも学校一の秀才は揺らぐこともねぇ。頭よくて、ツラもよくて、スポーツだってこなせる。太鼓もしてるせいか、筋肉が程よくついた身体は……。

「一問解けたら、エロいご褒美、やろうか？」

「！」

　声が詰まった。今、頭の中で想像した戸津田は裸で、この耳に馴染む低い声は少しだけ掠れてて、額に汗を滲ませながら、俺を、組み敷いた俺のことをじっと見つめていた。それを、戸津田に覗かれた気がして、心臓が止まりかける。

　したい、って思ったんだ。

　もう、やめたほうがいいのはわかってる。

　こんなんバレたら大変なんだから、引き返せるうちにこの遊び自体をやめたほういい。俺のためにもここで遊びは終わりにしたほうがいいってわかってる。だって、もう俺にとっては遊びじゃなくなってるんだから。

　でも、したいって思った。戸津田のことが欲しいって、思ってる。

「でも、しない」

「！　はぁ？」

　何を俺は前のめりになって残念がってたんだ。アホかよ。

　戸津田はそんな俺を見て、目を丸くしてから大笑いしやがった。さっき保健室では逃げたくせに、ラーメン屋でも気まずそうにしてたくせにって笑ってやがる。仕方ねぇじゃん。男なんだから、したくなったら、そうもなるだろ。

　好きな奴と部屋でふたりっきりになったら、そりゃ。

「俺、木砂のそういう素直なところ好きだよ」

「！」

　なんで、お前は俺の気も知らないで、「好きだよ」なんて笑って言うんだよ。どんだけ、俺が今の一言に心臓を躍らせてるかも知らないで。

　でも俺が言わなきゃ、これは、この関係はたぶん続く。

「ほら、頑張れよ」

　俺はどっちがいいんだろう。




　ほぼ毎日、マジで、普通に戸津田と勉強してた。バイトのシフトだって、おっちゃんが試験までは気にすんなって、いらないおせっかいをしてくれた。

　本当に、ただの男子高校生ふたりが勉強してただけだった。

「試験の結果、どうだった？」

　そして、今日、試験の解答用紙が全部戻された。俺と戸津田は学校じゃ、キャラの違いもあってほぼ話さない。俺達がこんなに毎日会っていることを知っている奴はひとりもいない。だから、戸津田は俺の試験の結果を知らない。

「見せて」

　今日は、すげぇ久しぶりに戸津田の部屋に来てた。いつもは勉強をマジで見てもらってたから、俺の部屋だったんだ。でも、試験も終わって、ここまでタダで教えてくれた戸津田に菓子折りくらい持っていけと親から言われて、会う口実をもらえた気分だった。

「初めてこんな点数取った」

　試験の答案用紙を見せると、その点数に少しだけ驚いてた。俺も、その点数を見て驚いたんだ。もちろん、うちの親も。今日は祝杯だとか言ってたっけ。祝杯とか、未成年の俺には関係ねぇし。もしも、祝うんだったら。

「ご褒美とか、くれんのかよ」

　やめておけばいいのに。何してんだ、俺。あとで苦しくなるってわかってるのに、バカだからどうしても欲求が勝っちまう。

「……そうだな」

　祝いよりも、俺はご褒美が欲しい。お前にとっては遊びでも、俺にとっては。

「やってもいいかもな。飴玉」

　戸津田が制服のポケットから出したのは、マジで本物の飴。苺味って、すげぇ甘そう。小さなビニールに包装された飴には苺の写真がプリントされていた。

　戸津田は自分の勉強机のとこにある椅子に座り、その机を背にしてこっちへ向きを回転させている。それと向き合うように俺は立っていて、戸津田が見上げている感じ。

「飴？」

　どこが秀才優等生なんだって笑いたくなるくらい、意味深で悪い笑顔をした男が俺を見つめている。

　戸津田の声に俺の理性が犯されてく。

「ほら、飴、やるよ。木砂」

　興奮する。好きな奴に誘われて、もう、苺だろうがなんだって、俺は喜んでしゃぶりつく。




「あっ、はぁっ」

　椅子に座る戸津田に、片方の足首にズボンと下着をぶら下げ、下半身丸裸の俺は跨って座り、シャツをめくり上げられただけで甘い溜め息を吐いてる。二本のペニスはぶつかり合って、先走りがタラタラ垂れる先端は天井向けてしっかりと勃起していた。

「あぁぁっ！」

　乳首を口に含まれただけで、昇りつめそうになった。腰を揺らしながら自分の先端を戸津田のペニスにグリグリと押し付ける。舌で乳首を舐められ眩暈がした。片方を口で、もう片方を指で強く摘まれ身体の奥から蕩けていく。溶けて、熱になって、尿道駆け上って弾けそうになる。

「木砂、もう乳首だけでイけるな」

「ンぁっ、ら、あぁ」

「乳首だけで呂律おかしくなる？」

　甘すぎる苺味の飴玉を戸津田のキスの代わりに舐めて、舌で転がして、唾液が溢れて顎まで濡らす。涎でびちゃびちゃだって笑われて、クソッて思う反面、この声に攻め立てられる興奮がたまんねぇとも思う。

　涎まみれの顎にキスされて、それにブルッと震えると、楽しいのか戸津田が笑いながら俺の口の中にある飴玉をさらおうと舌を伸ばしてきた。

「ん、ン……んく」

　クソエロい遊び。舌先同士で舐めてしゃぶり合って、舌じゃない硬い飴をキスの間で交換して転がしながら、頭ン中じゃ、この遊び以上にエロいことを考えてる。

「あっ！　とつ、戸津田ぁっ」

　こいつにとっては遊び。

「扱いて欲しい？」

　頷いてた。でも、扱くよりももっと、今、ぶつかり合う俺の亀頭に擦り付けられてる、これに、戸津田のペニスに舌を這わせてしゃぶってみてぇとか思ってた。こいつのをフェラしてみてぇって。

「なぁ、木砂」

「？」

　熱で頭がボーっとしてる。たまに呼吸をすることを忘れるくらい、気持ちイイ。興奮しすぎてて、もう痛いくらいに張り詰めてて、腰振ってペニスをズリズリ擦りつけてた。ジンジンと疼く乳首もいじって欲しくて、あっちもこっちも疼いて仕方がない。

「ひぁっ……！」

　そんな俺を知っているみたいに、フッと笑って、戸津田が舌を伸ばした瞬間、期待する身体が発火したように熱くなった。椅子に座る戸津田に跨る俺は全部預けて、この優等生の性悪な唇に胸のところの疼きを舐めて取って欲しくて、乳首を差し出す。

「あぁ……ン」

　戸津田の舌が激しく乳首をいじってくる。

「ん、ぁっ戸津、戸津田ぁ、そんな、強く吸ったら」

　イっちまう。

　男なのに、乳首触られて吸われてイきそうになってる。好きな奴の舌にどうしようもなく興奮して、サカってる今の自分の顔を見られたくない。太鼓で鍛えられた肩に額を押し付けて隠そうと思った。

「あ、ちょ、戸津田、マジで、あぁぁっン、ンく」

　でも執拗に乳首を攻められて、顔を隠すどころじゃなくなる。マジで、そんなびしょ濡れになるほど両方を嬲られたら。

「！」

　イくって身体が強張った瞬間、戸津田の手が、尻たぶを両手で割り開いて、そこにある孔に。

「……え？」

　戸惑う俺のケツの孔に、微かに触れる、戸津田の指先。

　そこをいじられたことはない。

　だって、そこは、そこをいじるのは抜き合いじゃなくて「セックス」になるから、しないんだろ？　だって、戸津田にとっては遊びなんだろ？

「……木砂」

　それは確実に一線を越えることになる。

　俺はその一線を越えたいって思った。身体が戸津田の指先に反応して、孔がきゅっと閉じたんだ。

「……戸、津」

　息を飲むほど男の顔をした戸津田の指先が俺の身体の奥へ──。

「玄、帰ってる？　キッチンにお菓子が」

　心臓がマジで止まった。

　コンコンと遠慮がちに鳴ったノック。俺達は本当に飛び上がって、目を見開いた。

「ぁあ、いるよ。今、木砂が来てる。勉強教えてた。菓子折り、家庭教師のお礼だって」

「そう。玄、今日は太鼓ないんでしょ？　お夕飯は、いるの？」

　いきなり扉を開け放つようなことは戸津田の母ちゃんならしないけど、心臓がドッドッとヤバイほど動揺していた。

「あぁ、食べる」

　親に返事する声が動揺しているのが跨って座る俺にはわかる。その横顔を見ながら、今、少しだけ触れたこいつの指先はたしかに俺の身体を欲しがっていたって、ぼんやりと考えていた。






５　ムカツクほど……すげぇ、好き









　戸津田の指先がケツの孔に触れた。

　俺は驚いてあいつの顔見て、そしたら、すげぇ欲情した眼が俺をじっと見つめてた。椅子に浅めに座っていたあいつに抱えられるようにされながら跨っていた俺は、女の位置だろ。

　戸津田は何を基準に女を選ぶんだろ。

　あいつが好きになる女ってどんなだ？　戸津田が付き合いたい、セックスしたいって思うような女って？　あいつが俺に欲情したらいいのに──なんて、マジでそんなことを一瞬でも思った俺は、どうかしたんじゃないのか？

　ありえないだろ。男同士だぞ？　でも、あの指先はそんな感じだっただろ？　あの指って、だって、どこに何を突っ込むのかわかってんのか？　でも、眼がギラついてたじゃんか。だから、戸津田だって少なくとも、あのときはそういう感じになってもいいかなって、そう思ったんじゃねぇの？

　放課後、そんなことを教室に居残って考えていた。学校を出たら、足が俺の戸惑いとか無視して、また公民館に行きそうな気がして、帰るのを躊躇って机に突っ伏していた。

「木砂！」

　突然戸津田に声をかけられて、返事さえ忘れて驚いた。学校では話さないってことになってんじゃねぇの？

「悪い、生徒会の用事で今日、遅れる」

　なんで、俺に言うんだよ。

「は？」

「そう伝えてくれるか？」

「え、おい」

「来るだろ？」

　行かない、つもりだったのに。行って、戸津田と顔合わせて、太鼓を叩く姿を見て、俺は、いつ、こいつのことを忘れるつもりなんだよ。

「わかった……伝えとく」

　俺の返事に戸津田はふわりと穏やかに笑って、駆け足で生徒会役員室へと向かった。




「あれ？　ひとり？」

「！」

　背中をバンと叩かれて、声をかけられて、ビクッとするほど驚いた。

「……ポニテか」

「あぁ！　まだ私の名前覚えてないんだ！」

「真野だろ」

「知ってんのかよ！　じゃあ、ちゃんと呼んでよ」

　やだよ。めんどくせぇ。もう最初にポニテって印象のまんま固まったから、今から真野とか呼ぶの無理。それに四六時中ポニテにして、少し茶色い髪を動く度に跳ねさせて、元気丸出しのお前が悪いんだろ。真野なんて名前よりもポニテのほうがよっぽど似合ってる。

「は？　お前、すげぇ頭いい女子高かよ」

「フフフ、お嬢様だよ」

「嘘だろ」

　ポニテの着ているセーラー服はちょっと遠いとこにある有名な女子高のやつだ。

　いつもポニテは太鼓を叩くときもどっしり構える戸津田と正反対に、踊るように叩いて、周囲を活気付かせていた。

　そんなポニテに戸津田が遅れてくるって話したら、「あの、さ……」なんて、らしくない歯切れの悪い感じがした。ぱっつり、とまではいかないけど、切りそろえた前髪を指先であっちこっちと移動させてる。

「なんだよ。らしくねぇな」

　ボソッと呟きながら、いやな予感がじわりと広がる。

「戸津田君ってさ……」

　いやな予感はもっとしっかりとした輪郭を持って立ち上がる。

「……なんだよ」

　少し冷たく突き放した声で返事をしたつもりなのに、ポニテは自分の前髪のことばっか気にしていて、全然俺の声の変化に気が付かない。聞きたくない。そう思ってるのに、ポニテはおかまいなしに頬を赤くした。

「好きな子とか、付き合ってる子とか、いるかどうか、なんて、知ってたり、する？」

　頬を染めて、頭の中は好きな男のことでいっぱいだ。

「ほら！　戸津田君モテるでしょ？　どうなのかなぁ、なんてさ。前に、えっと、前に訊いたときはそんなのいないって言ってたんだけどさっ！　そんなわけないじゃん？　あんなだし？　どうなのかなぁって」

「……戸津田のこと、好きなのか？」

「っ」

　お前も戸津田並みに頭がいいなら、もっと隠し事上手くなれよ。好きなんだって、ほぼお前らの半分ほどしか頭が機能してねぇ俺にでもすぐにわかるような下手な隠し方すんじゃねぇよ。

「バレバレだっつうの」

　正直、うぜぇって思った。

　ポニテのことは嫌いじゃない。むしろ、俺の周囲にいるような女よか好きだと思う。あっけらかんとしていて、一緒にいて楽しいし、不快に思わない。けど、今、戸津田のことで頭の中をいっぱいにしているこいつに俺は、消えて欲しいとさえ思った。

「あの……」

　顔真っ赤にして、俺みたいな会って間もない奴に好きな男のことを訊けることがうぜぇ。

　お前はそれで隠してるつもりなんだろ？　ふざけんなよ。そんなの隠すうちに入らねぇんだよ。俺にバレてる。

　隠すっていうのは、俺みたいにするんだよ。

　顔色ひとつ変えずに、動揺なんて少しもせずに、戸津田が好きだって誰にも見せちゃいけない。お前は同じ男を俺が好きだって欠片も気が付いてない。そういうのを隠すっていうんだよ。

「俺も知らない」

「……そっか」

　俺は顔をそんなふうに赤くすることもできない。戸津田の話をお前と同じような恋してます、みてぇな表情で誰かになんて、絶対に何があっても話せない。

　羨ましすぎてイライラする。

「どうなのかなぁ……」

　お前じゃきっと似合わないから諦めろよ、そう言って奈落の底に突き落としたい。

　足元をじっと見つめてはにかんで女を見せるポニテを、ものすごくきつい眼差しで睨みつけてしまう。諦めて他をあたれ。似合わないんだよ。

「って！　あれ！　これ、内緒だからね！」

「……あぁ」

「あー！　何、その間！」

　言いふらすかよ。そんなの絶対に何があっても誰にも言わない。

　似合わないんだよ、そう思う俺が一番あいつの隣にいるのが似合わないから、息ができなくなりそうなほど悔しい。あいつのことを諦めろよって他人に言われるべきなのは、ポニテでも誰でもなく、俺だ。俺が一番いらない。

「うるせぇな」

　ホント、うるさい、黙れよ、俺。下がれ。

　誰よりも、こいつが戸津田の隣が似合うだろ。秀才で同じ歳で、クールな戸津田を隣からピカピカ輝く笑顔のこいつが見上げてる。真っ直ぐで素直なこいつが優等生の「彼女」には一番しっくりくる。ひとつのでかい太鼓を一緒に叩いて、息もぴったりだ。練習をずっと見てたからよく知ってる。

　太鼓を向かい合わせで叩く姿をずっと見てきたからこそわかるんだ。きっと、いや、絶対にこいつが戸津田に似合う女だろ。




　見ていたくないのに、練習しているふたりをずっと眺めていた。なんで、お前が俺と同じ奴を好きなんだよ。マジで、うぜぇ。

　少しだけ離れたところからひとつの太鼓を叩いてる戸津田とポニテを見ながら、笑えるくらい絵になるツーショットに、笑えない。頭がいい。顔もいい。クールな男と間逆の女。他の誰も入れないほどお似合いだった。

　何度か二人が並んで話しているのを見ては胸が苦しくて、ここが急に居心地の悪い場所に感じられた。最初からそうだったはずなのに勘違いしてたんだ。俺はあそこには入れない。除外されてる。

　太鼓をやらない俺も、この片想いも、ここにないはずのものだ。

　そう頭ではわかってるのに、ずっと、戸津田不在の間に色々訊きたがるポニテを羨ましく思っていた。恋する女子って顔をして笑うのを見る度に胸のところが焼けただれていく感じ。

　付き合っちまえば？　告ってみたら？　恋バナでよく聞く台詞だ。無責任にも思えるけど、その言葉ひとつで本当にそのままくっつくなんてこともある。

　絶対に言わない。言いたくない。

　言えば、きっと付き合うだろ。戸津田だって恋愛となればやっぱ女を選ぶに決まってる。キスも、乳首攻めしてくんのもその場の雰囲気を盛り上げるためでしかないんだ。ひた隠しにするほど、男同士は不自然って、頭のいいあいつはわかってる。

　俺だってわかってる。けど、もう好きになった後じゃどうにもならないだろ。

　勉強を見てもらってた間、何度か戸津田は居眠りをしていた。太鼓、生徒会の仕事に、自分の勉強、それだけでも忙しいはずなのに、プラスして俺にも勉強教えてんだ。疲れると思う。

　すげぇ、可愛い寝顔だった。肘ついて、なんか静かだなぁって思ったら、寝てた。俺はその寝顔に見惚れて、息をするのさえ忘れた。

　キスしたらどうなんのかなって考えて、驚いた戸津田が「何してる」って訊いて、エロ抜きのふんわりと触れるだけのキスをした俺の気持ちに勘付いて終わり。そんな結末まで想像すれば自然と気持ちは折れて、勉強に集中できた。

　俺は、何度、こんなふうに痛い思いをしたら、この片思いをぺしゃんこに握り潰せるんだろう。あと、どんだけ折れば、この気持ちは萎れて枯れるんだろう。




　また、戸津田に伝言係りを押し付けられた。

　公民館へ歩きながら、足元にひとつ溜め息を落っことした。

　なぁ、ポニテ、お前は他校だから知らないだろうけど、あいつ、学校と太鼓の前じゃ全然違うんだぜ？

　今日だって、他の生徒会役員と話しているとき、なんつうか、穏やかで優しい声なんだけど、上品すぎて機械の音声みたいに聞こえた。すました横顔は整いすぎてるからか、感情が入ってない人形みたいだった。

　でもお前といるときとは違う。少なくとも血の通った人間らしい表情をする。怒ったり、笑ったり、感情豊かなポニテにつられて、戸津田も思ってることが表情に表れてる。

　ポニテだけはたぶんあいつの中で特別だ。だから、告白したら、きっと。

「っ」

　そう思っただけで息ができない。ふたりが無事付き合ったら、俺らも終了。ケツに突っ込んでセックスとか、そうなる前に、ちゃんと女の、しかも戸津田もいいと思っているだろうポニテとできることになるんだ。セフレにもならない同級生の男なんて、マジでもう不要だろ。

「マジで、クソだせぇ……」

　そしたら、俺はあいつのことを思いながら、ひとりですんのかな、なんて考えては、胸のところがギシギシ軋む。息をするのが苦しくなるから、だから、もういい。帰ろう。そんで、もうここには来ない。そう思った。

　伝言くらい自分でなんとかしてくれ。

「あっ！　木砂くーん！」

　俺をいいように使うな。伝言係、性欲処理係にするな。

「あれ？　木砂君、帰るの？」

　引き返そうとしたら、そこにポニテがいた。俺の目の前にいた。

「ひとり？」

「……あぁ」

　戸津田を探してるんだろ？

「そっかぁ、残念」

　いつもなら、ポニテはきっと「ふーん」て答えてた。でも、俺はポニテの恋心を知っているから、あいつがいないことを残念に思う、会いたいのにって気持ちを隠そうとしない。「好き」って感情を隠さないでいるポニテが、無性にムカついた。

「あ、あのさっ！　あのねっ？」

「……なんだよ」

　早くどっかいけ。露骨に眉間に皺を寄せてもポニテは遠慮どころか気にもせず、話を続ける。聞きたくないのに。知りたくないのに。全部を俺にぶちまけようとする。

「これ、今度、誘おうかなぁって」

「え？」

　はにかみながらポニテが見せびらかしてきたのは遊園地のチケットだ。友達が急遽行けなくなったって言い訳作って、誘ってみようかなって、頬を赤くしながら話してる。

　知らねぇ。頭いいんだから自分で考えろよ。なんでお前があいつのこと好きなんだよ。なんでお前にだけあいつは表情を和ませるんだよ。なんで頭いいのにそれに気がつかないで、俺の気持ちも知らないで、笑ってんだよ。気がつけよ。マジでうぜぇんだよ。

　気がついて、滅多打ちにしてくれよ。まさか、本気になった？　って、突き放せよ。

「こんなのなくても、普通に誘ってみろよ」

「え？」

「あとでここに来るって言ってた。生徒会の用事で遅くなるだけ。だから、駅んとこまで迎えに行って、そのまま歩きながらサラッと言えば？　あいつ、喜んでオーケーするぜ？」

「え？　そんなことないよ！　だって、私だよ？」

　この遠慮が吐きそうになるほど俺をイラつかせた。私だよって、なんだよ。女っていうだけで、たったそのひとつで告白することを許されてるくせに、なんで遠慮なんてしてんだよ。

　俺はただ「男」ってだけで告白もできなけりゃ、好きでいることだって迷惑でしかないんだ。お前の言っていることは全部、ただの自慢話だ。

　聞きたくない。誰だって、自分には手に入らないものを見せびらかされて気分よくのんびりなんてできないだろ。胸がざわつく。

　だから、もう、行け。行って、くっついてふたりで仲よくやれよ。そしたら、あいつも俺のことなんてもういらないから、ちょっかいも出してこないだろうし、お前もそのくだらない謙遜を混ぜた相談をしなくなるんだろ。メデタシメデタシだ。

「平気だっつうの！　ほら！　だから、言って来いよ！　そろそろ駅なんじゃねぇ？」

「え、ちょ、木砂君」

　背中を強引に押して、俺の視界からどかした。何か声が聞こえたけど、俺はポニテの後ろ姿も見たくないから、力任せにここから追い出した。

　戻ってくるときはきっと笑顔なんだろう。あいつと一緒に並んで歩いて、嬉しそうに笑ってるんだろ。

　そんなの見れるわけがない。

　心臓がぺっちゃんこに潰れたみたいに痛いだろうから、きっと無理。

　もういい。帰ろう。そんで、もうここには一生来ない。戸津田もそのほうがいいだろ。彼女がいるのに、その場に俺がいたらイヤに決まってる。キスして扱き合った男友達がいたら、目ざわりだろうから。だから、俺が突然、ここに来なくなっても、追いかけたりはしない。むしろ、去ってくれてありがとうって思われるかもしれない。

「笑えるくらい惨めだな……」

　自分がバカすぎて呆れた。

「あれぇ？　も、帰んのか？」

　この場を離れようと思ったときだった。

「どうかしたか？」

　ヒョロ男、太鼓の会長がそこにいた。

「なんだ、なんだ、泣いてんのか？」

　駅のほうへ向かえば、あのふたりに遭遇する。どこでもいい。とにかくここから離れようと、駅とは正反対のほうへと歩き出す俺を不思議そうにヒョロ男が見ていた。

「は？　何言って」

「青春だなぁ。青春は突っ走るくらいがちょうどいいんだぞぉ」

　バカじゃねぇの。うぜぇ。突っ走れるかよ。こんなの、何を、どうしたらいいんだよ。ポニテみたいに告白なんてできねぇんだよ。玉砕覚悟？　は？　当たって砕けろとか言える時点で、次元が違うんだよ。ふざけんな。

「あんたには一生わかんねぇよ」

「まぁ、わかんねぇかもなぁ」

　そうだろ。男のくせに男を好きになった気持ちなんて。

「俺、ゲイだから」

「…………は？」

「俺、ゲイ、同性愛者。ここの連中でも子どもじゃなきゃ知ってるかなぁ。隠してないから」

「……え？」

　ビビった。そんなん実際に会ったことなんてなかったから、ゲイとかなんか、どっか遠い存在だった。

「あんた、ゲイ、なのか？」

「あんたじゃなくて、渡わたな辺べな」

「わ、た……なべさん」

　突然の暴露に驚きすぎて、ろくに口ごたえもせずにヒョロ男の名前を素直に呼んだ。そんな俺に満足そうにニカッと笑ってる。細長い顔には少しばかり不精髭もあって、これ、たぶん、よくわかんねぇけど、抱くほうだよな。

「女役とか……」

「アハハ、女とか男とかじゃないんだけど、俺は完全タチだよ。んー、あんま好きな言い方じゃないけど、男役、かな」

　マジで、ゲイなのかよ。たち、とかそんな専門用語を普通に話してるし。こいつ、男ばっか抱いてんのかよ。

「アハハ、木砂は素直だなぁ。全部顔に出るのな」

「！」

「まぁ、男女間の恋愛はしないけど、恋愛は恋愛だからな。相談乗るぞ。俺でよければ」

　そしたら、会長がゲイなら、この人になら相談できるんじゃ、そう思った。

「あの！」

「んー？」

「マ、マジで相談とかしてもいいのかよ」

　もう限界だった。吐き出せる場所があるならそこに全部吐き出しちまいたい。こんな重くて苦しいの、これ以上は抱えられそうになかったから。




「やっぱ、そうだったか」

「え？」

　全部、本当に吐き出した。戸津田を好きになったことから全部、何から何まで。もう溢れそうだったから、どこかに吐き出したくて仕方なかったんだ。

　公民館じゃ話しづらくて、その公民館の隣にあるコインパーキングに止めてある渡辺さんのでかい車の陰に座り込んで聞いてもらっていた。答えが欲しかったわけじゃない。答えはもう決まってたから、返事も何もいらない。欲しかったのはぶちまけてもいい場所。だから、この人が黙ってただ聞いてくれるのが嬉しかった。

　会長であるこの人は練習に参加しないでいっつも見てるだけ。だから、今日も練習は勝手に始まっていた。公民館のほうから太鼓の音が聞こえてくる。

「身体始まりかぁ、若いねぇ」

　もう戸津田も来てるんだろうか。まだ、大太鼓らしきでかい音は聞こえてこないけれど。俺達はこのでかい車に隠れているから、公民館へ続く道を誰が通ったかもわからない。

　でも、あのツーショットはこれ以上見たくないから、そのほうがいい。

「茶化すなよ」

「アハハ、悪い悪い。でも、そんなら解決すんのも簡単だ」

「えっ？　そうなのか？」

　深く頷いて、不精髭の口元が笑ってる。煙草が似合いそうな大人の顔してた。

「まだ若いからな。性欲と恋愛感情がごちゃ混ぜになるのかもな。しかも男同士っていう特殊なシチュでさ」

　そういうもんなんだろうか。男同士っていう、絶対に誰にも言えない関係性が緊張感を生んで、その緊張感が恋心に似たものを生み出すこともあると、冷静に分析された。好きってノリで始めたわけじゃねぇ。朝勃ちして、そこから興味本位で始まって、気持ちよけりゃ、その先もっと奥っつうか、深くまでいったら、もっと気持ちイイかもしれないって、そんな感じでどんどん進んだ。で、進んだ先で、俺は戸津田が好きって感情にぶち当たった。

「そんなの、混ざってるかどうかなんてわかんねぇよ」

　ただ、あいつのことを欲しいって思うんだ。それが好きから来てるのか、性欲からだけ来てるのかなんて、わかるわけがない。

「判別するのは簡単だ」

　目を細め、ひとつ溜め息を溢して、顎ひげを細長い指でなぞる。ヒゲがあるだけで大人っぽく見えるもんなんだろうか。いつもはそんなの思いもしなかったのに。

「セックスしてみればいい」

「……え？」

　身体の奥がその言葉にじわりと反応した気がする。

「俺と」

「は？」

　ドクドクと心臓が激しく動き出す。

「戸津田に抱いてもらいたいんだろ？」

「！」

「でも、性欲旺盛な高校生じゃ、男同士のセックスに興味があるだけかもしれない」

　興味？　興味だけで、こんなに苦しくなるのかよ。こんなに戸津田のことを考えてるのが、全部、そういうことだったりすんのかよ。

「試してみたらいい」

「は？」

「俺に抱かれるっていうのが、いやでいやで仕方がないなら、やっぱり戸津田がいいんだろうし。男同士のセックスなんて、女とやるよりももっとエゲつないかもしれないぞ？　何せ、使う孔が違うからな。それを俺としても気持ちイイんなら、お前はただやってみたかっただけだ」

　その言葉にビクッと反応した。ケツの孔にあいつの指が触れたことを思い出した。そんな俺を渡辺さんがじっと、黙って見つめてる。いつもはケラケラと笑っているくせに、なんで、今はそんなに無口なんだよ。

「俺は処女相手も何度かやってるし、そういうの慣れてるから、初めてでも上手くやれるよ。それに男同士でやるやり方も教えられる」

　処女って。男同士のやり方って。

「やってみりゃ、キモいのか、気持ちイイのか、わかるだろ」

　やってみりゃって、そんな簡単に。でも、マジでどうにかなりそうなくらいに苦しいから、そのとおりにして楽になるのなら、もういいような気がした。

「まぁ、ゆっくり考えて。お前も男だからさ、恋愛感情なしでもセックスできるのはわかるでしょ。そろそろ俺は稽古見に行くけど、お前はどうする？」

「俺は、帰る」

「あっそ。用があれば、連絡してくれ。俺のケータイ番号は……」

　車に隠れていたのをやめて、渡辺さんは隣の公民館に戻ろうと立ち上がった。細くてひょろひょろした腰からスマホを取り出すところを見て、俺もつられるように立ち上がった時だった。

「木砂っ！」

　いきなり耳に飛び込んできた声に体が勝手に飛び上がる。車から俺と渡辺さんが見えたんだろう。駐車場の入り口に戸津田がいた。

「と……」

　戸津田がすげぇ顔してた。

「よ、よぉ！　上手くいったか？」

　戸津田がここにいる。ってことは、もう告白は済んでいるはず。もう、ポニテの気持ちを聞いた後なんだ。そう思うだけで震えそうになる。動揺する。クソうぜぇ自分のふらついた感情が邪魔くさい。マジでこんなんが続くくらいなら、楽になりたい。楽になる方法がさっき渡辺さんが言ってたやり方しかないのなら、それでもいいと思えるくらいしんどい。ケツ掘られるでもなんでもいいから、この胸の奥にある塊を吐き捨てたい。

「ポニテが、お前に」

「おい……木砂」

「あ？　なんだよ、お前、もう手出しちゃったとか？」

　しんどすぎて、ヘラヘラ笑っている。そんな自分がダサすぎて泣きそうだ。

「やっぱ、手、はっえぇぇ、って、おい！　いてぇよ！」

　手首が折れそうなほど握られた。そのまま捻り上げられて、あまりの痛みに声を上げる。でも、戸津田は手を緩めないし、険しい表情も変えない。俺を強く睨んでいた。

「怒るぞ」

　そう吐き捨てた声は腹の底を重くさせるほど、今までで一番低かった。

「おい！　なんなんだよ！」

　腕が千切れそうに痛い。「怒るぞ」って、もうすでにキレてんじゃねぇか。

「練習どうすんだよ！　渡辺さんにっ、って、マジでいてぇよ！」

　渡辺さんに練習ばっくれるとこ丸々見られてたぞ。そう言いかけたとき、戸津田の手が本気で俺の手首を握り潰しそうなほど強く鷲掴みにした。あんなに好きな太鼓の練習をさぼって、戸津田はズンズンとどこかへと歩いていく。

「おいっ！　戸津田！」

「……」

「戸津田って！」

　手首、マジでいてぇ。

　女相手じゃ絶対にこんなことしねぇだろ。これがもし、ポニテの手首だったら、こんな砕きそうなくらい掴んだりなんて、絶対にしないんだろうが。

「木砂……」

「あ？」

　歩く速さはそのまま。俺のほうを一切見ない戸津田の声は凍えそうなほど冷たく感じた。

「俺より、会長のほうがよかったか？」

「は？」

「俺みたいな同級生のガキじゃ相手にしたくないか」

「は？　ちょ、何言って」

「──最低だな」

　心臓が凍った。一瞬で身体中の体温が消えた気がする。そのくらい冷たい眼だった。突き刺さって、そのまま心臓を引き千切られた。

　戸津田が向かっている先が戸津田ん家なのは、途中からわかった。もう何度も何度も通った道だったから。なんだよ。俺はもうお前に会いたくない。顔も見たくない。辛いんだ。あんな話を渡辺さんにぶちまけるくらい、しんどくてきついんだよ。ほっとけよ。

　何にキレてんのか知らねぇが、マジで冗談じゃねぇ。何が気に食わねぇんだよ。知らねぇよ。なんで、俺が最低とか言われなくちゃいけねぇんだよ。

　なんで、戸津田に嫌われただけで、こんなに死にそうに身体が冷え切るんだよ。

　知ってる。こいつのことがどうしても好きだからだ。好きなのを諦めなくちゃいけないから、こんなにきつい。好きな奴に嫌われたから、こんなに悲しくなる。

「渡辺……さん」

　なぁ、渡辺さん、やっぱ、好奇心じゃねぇ。始まり方がバカみたいなもんでも、なんでも、今、俺の中にある感情は違う。

「おい……会長の名前出すな」

　うるせぇよ。命令してんじゃねぇよ。てめぇに何がわかる。俺の気持ちなんて、わかりもしないくせに。

　俺のことを都合のいい奴くらいにしか思ってねぇくせに。

「最低なのはてめぇだろうが」

　すげぇ冷たい。好きな奴にあんな冷たい視線を向けられただけでここまで身体が凍えるなんて知らなかった。そのくらいショックなのに、こいつが握り潰そうと掴んだままの手首だけが、火で炙られてるみたいに熱くて痛い。そこだけ溶けそうでどうしたらいいのかわからなくなる。

「俺のことなんて女の代用としか思ってねぇくせに」

「は？　何を」

「俺じゃなくたってよかったんだろ！　っざけんな！　てめぇは気持ちよけりゃそれでいいだろうよ。男でも女でもどっちだって、突っ込んでイければいいんだろっ！　こっちのことなんてこれっぽっちも考えてねぇじゃねぇか！」

　熱くて、冷たくて、頭の中がこんがらがって、自分が何を言ってるのかもわからない。

「てめぇになんかわかるわけねぇ。男なのに男のお前を好きになってどうしたらいいのかなんてわかんねぇよ。ポニテとお前のツーショット見ながらどんな気分だったかなんて、てめぇにわかるかよ」

「木砂」

「うぜぇよ。こっちは必死になってどうしたらいいのか考えて。てめぇみたいに頭がよけりゃ、色々考えなくても答えなんて出るんだろうが」

「木砂っ」

　マジでいてぇんだよ。手首、千切れそうだ。

「ふざけんな。こっちのことなんて知りもしないで、てめぇに一体」

「木砂！」

　手首が開放されたかと思ったら、今度は両肩を鷲掴みにされた。掴まれたそこが一瞬で火傷したみたいに熱くなる。

「おい、今、お前なんて言った？」

　戸津田の声が少しだけ柔らかくなって、その声を聞きながら、俺は自分が泣いているって、転がるように頬を落ちていく涙で気がついた。

　あぁ、周りがぼやけて見えにくいのは、俺の足りない脳みそが許容オーバー起こして視界が悪くなったのかと思ってた。

「木砂、今、なんて」

「知らねぇ」

　ふざけんな。

「死んでも言わねぇ。頭いいんだから、てめぇで覚えとけよ。学校の授業みたいに、ちゃんと聞いとけよ」

　いっつも俺を振り回して。てめぇの声がどんだけ鼓膜に染み込んでると思ってんだ。すました顔して授業受けてるのをどんだけ眺めたと思ってんだ。

　お前にとってはただの抜き合いだろうが、こっちにとってはそうじゃねぇのに、あんなキスしやがって。なんで、キスなんてすんだよ。

「お前なんて知らねぇよ」

　突き放せたらいいのに。

「少しくらい俺の気持ち考えろ」

　好きで好きでたまらない。

「木砂の気持ちって？」

　好きな奴のことを平然と、そして楽しそうに話すことが許されるポニテの横でどんな気持ちだったのか。どんくらいしんどかったか。

「だからっ！　それを考えろって言ってんだろ！」

「じゃあ、俺の気持ちは？」

「は？」

　そんなの、そんなのは。

「俺の気持ちはどうだ？」

　濡れた視界に険しい顔をした戸津田がいた。真剣で、真っ直ぐに、俺だけを見つめている。俺はこの顔を知っている。

「誰にも渡さないってお前にキスマークつけて。そのくらいのもので主張できるわけでもないのに。気持ちを言えないから、たかがキスマークにこだわってた俺の気持ちは？」

　祭りのとき、俺が足止めて、見惚れた横顔だ。

「太鼓に誘って、ラーメン屋通って、勉強って理由つけて部屋行って、できる限りお前と一緒にいる理由探しまくった俺の気持ちは？」

　カッコいいって素直に思ったんだ。射抜くように太鼓を見つめる横顔がすげぇカッコよくて目が離せなかった。

「好きな奴がいる。そいつが、俺に真野をけしかけたって知ったときの気持ちは？」

「……」

「そして、その好きな奴が、会長とこそこそ隠れて何かしてて、俺が見つけたとき、頬真っ赤にして目を潤ませてたのを見たときの気持ちは？」

　俺、そんなとこから泣きそうだったのかよ。クソだせぇ。いっぱいいっぱいで、渡辺さんの前でどんな顔を晒してたかなんて、ちっともわかんねぇ。

「お前こそ、俺がお前のこと好きだって、知らなかっただろ」

　そんなの知るかよ。言えよ。てめぇほど頭がいいわけじゃねぇんだから、言われなきゃわかんねぇよ。

「お前の気持ちは？　木砂」

　言うか、バーカ。胸の辺りに何か詰まってて、言葉なんか出るかよ。

　戸津田が俺のことを好きって言ってた。

　嘘だろって、信じられなくて、マジで？　って、頭の中がぐちゃぐちゃで、そして、すげぇ、おかしくなりそうに嬉しかった。

「バーカ」

「木砂」

「うっせぇよ」

　戸津田のことを想う度に胸が潰れそうだった。息できなかった。でも、今は息が止まりそうなほど嬉しい。

　嬉しくて、一瞬で、こいつのことが欲しくて仕方がなくなった。泣いて笑って、喜んで、あんなに痛かった自分の内側が戸津田の太鼓に揺さ振られたときくらい大きく踊ってて、なんかじっとしてられない。

「木砂……」

　耳によく馴染んだ低い声に呼ばれた。戸津田も太鼓をぶっ叩いてるときみたいに、もしかしたらそれ以上に男の顔をして、俺だけを真っ直ぐに見つめていた。




　──うち、今夜、親いないから。

　そう言われた瞬間、腰が痺れてじっとしてられなくなった。

　戸津田んち。もう何度も来てるはずの家なのに、玄関開けて招かれた瞬間、身体がすげぇ緊張する。階段のぼる足がもつれて、それを戸津田の腕が引っ張り上げるように支えてくれた。そのまま抱き締められながら、部屋にふたりでなだれ込むように入った。

　戸津田の顔が男だった。声が掠れていた。俺の耳はしっかりとその声を聞き取って、そして、戸津田のネクタイ、教室でいっつも見かけてたネクタイがシュルシュルとあの長い指先で解けていくのを見て、戸津田と同じくらいに発情していく。

「はっ、ぁっ戸津、ぁっ！　な、に、これ、お前、こういう趣味、あんのかよ」

　扉を閉める音がすごかった。戸津田はあまり物音を立てない。静かで、凛々しくて、そんで、優雅だ。そんな奴が太鼓のときだけ荒々しい感じがして、俺はそれを見た瞬間、目が離せなくなった。

「ないよ。好きな奴を縛って、とか、全然趣味じゃない……今までは、な」

「は？　あっ！　んっ……っ」

　手首を束ねられて、戸津田のネクタイで拘束された。縛られながら、首筋のとこに強く吸い付かれ、身体がビクンって揺れて、背にしてた扉が音を立てる。

　すました顔によく似合うネクタイがなくなっただけで、そして、ボタンを少し乱暴に外すのを見かけただけで、ズボンの中が熱くなる。そんな俺の手首にそのネクタイが巻きついている。

　皆が知っている、秀才君が雄に変わる。涼しげで上品な印象の銀縁眼鏡がまるで違ったものに見える。

「乳首、敏感すぎだろ、木砂」

「あ、あ、抓ったらっあ、ヒっ」

　乳首を痛いくらいに抓って摘んで、足が太腿の間に侵入して、もう濡れてきてる股間を刺激する。

　扉に貼り付けにされた。この扉の向こうにいる奴らの誰も知らないような、むせ返りそうな色気を漂わせる、男の顔をした戸津田が、俺を見つめてる。

「木砂を独占したくてたまらない。身体中、全身、俺の付けた痕だらけにして独占したい」

「っ」

　言葉だけで、射精しそうになるもんなのか？

「戸津田……」

「木砂が好きでたまらない」

　何、その顔、すげぇゾクッとする。目潤ませて、熱に冒された吐息で、何、ものすごいこと告ってんの。俺のこと好きなんて言って、煽るなよ。

「おいっ、木砂っ」

　欲しくて、おかしくなっただろうが。

「木砂っ」

　扉に背中預けながら、ズルッと腕からすり抜けて、しゃがんで見上げた。慌てた顔してるのが嬉しかったし、興奮した。だから、俺は自由のきかない両手で必死に戸津田のベルト外して、もうちゃんと勃ってるそれを下着の中から出した。手首を戸津田のネクタイで縛られたまま、生まれて初めて咥えた。フェラした。

「っ、き……っさ」

「ん、ん、ン……ン、俺、初めてで下手だからな」

　扉に手を置いてこっちを見つめる火照った顔の戸津田が眉を寄せて、喉を鳴らす。その顔を見上げたまま、舌だけ先に亀頭に這わして、それから唇でゆっくり咥えてく。

「ん、っふぁっ……ン、く」

　フェラしてる側になったのも初めてだし、咥えてみて美味しいなんて思うのも初めてだ。

「木砂っ、き、さっ」

　でも、俺の名前を連呼しながら、苦しそうな顔をするこんな戸津田も初めてだった。その表情が俺の舌先の擦り付けられる苦いはずの先走りを甘く感じさせる。もっと欲しいって、俺を煽る。

「出せよ……飲みてぇ」

　そう囁いた瞬間、戸津田の眼がギラッと光った。それが嬉しくて、亀頭に口付けて、そこから竿をねっとり唇で扱くように飲み込む。これを俺の中に突っ込みたくなるように、きつく吸い上げる。手を使わずに、舌で、唇で、俺がスケベなしゃぶり方をすればするほど、戸津田のそれが口の中で暴れる。苦しくなるくらいにでかく、太くなったそれを舐めて、啜って、扱いて。自分でも驚くくらいに、俺自身も濡らしてる。マジかよ。戸津田のを口に咥えただけで、こんなになるのかよ、俺。

「木砂っホント、に、初めてなのか？」

「……ン、んんっ当たり前だ」

　そして、また先っぽだけを咥えて、舌で、アイスクリームでも舐めるみたいに先走りを舐め取る。

「お前のだけに決まってんだろ。すんのも、してぇって思うのも」

「っ」

　戸津田のそれが硬く張り詰めた。

「ちょっ！　おい！　戸津っ」

　もっと根元まで咥えようと思ったのに、グンとネクタイで拘束された手首を持ち上げられ、膝立ちの姿勢にさせられた。

　なんだよって、言おうと思って、フェラで涎だらけの唇を開いた瞬間、戸津田の親指が中に押し込まれる。

「んんっグっ……ンんんんっ！」

　そして膝立ちになった俺の股間を少し痛いくらいに押し上げる戸津田の脚。お前、Ｓかよって言いたいのに。

　あっという間にシャツの前を全開にさせられて、ぷっくりと勃ち上がった乳首に、俺の唾液にまみれた戸津田の亀頭が擦り付けられた。

「フェラして、感じた？　勃起してる」

「あ、ふっ…………ン、んんんっ」

　股間を脚で揉まれながら、親指で舌を押して掻き混ぜられて、唾液が顎に伝う。気が狂いそうだ。

「木砂のその顔見てると、こっちがおかしくなる。もっと悦がらせて喘がせて、啼かせたくなる。ものすごく卑猥なことをしたい」

「ン、ンぁっ……ンく、ぁ、ふっぁ」

　乳首にヌルつく先端が当たる。押し潰されて、コリコリ尖りきってることを教えられる。女の乳首よりも硬く勃起した粒に俺の唾液と戸津田の先走りが、じっくりねっとり塗り込められてく。

「ン、ん、んんっ」

「木砂、木砂っ」

　両手首をネクタイで縛られて扉に張り付けにされながら、何も考えられない。目の前にいる戸津田が欲しいって、ただそれだけ。

　低い声、すげぇ目立つ喉仏が何度も、何度も、俺がひどくエロい声を上げる度に上下して、欲情から溢れる唾液を飲み込んでた。

「戸津、イかせ……ぁ、も、もぉっ！　んんんんっ」

　扉がガタンガタンと鳴るほど、身体が跳ねて、思わず戸津田の親指に歯を立ててしまう。

「木砂っ」

「んんんん…………っ！」

　戸津田の表情が切羽詰まって、息を飲むほど苦しそうな顔になった瞬間、びゅくっと乳首のところで弾けた。乳首だけじゃなく胸も、喉にまで飛沫がつくほど勢いよく戸津田のをかけられながら、俺は、下着の中でイった。

「は、ぁ……ハァ、ハァ、戸津田」

　見上げたら、戸津田が切なげに俺だけを見つめていた。銀縁の眼鏡越しをしているのに、清楚からは程遠い。言葉を失うほどエロい。こいつの眼鏡だけで抜けるんじゃね？　とか思うほど。あまりに色っぽくて、その場にくたりとしゃがみ込んだ。

「木砂……」

「手首、の、取れよ。これじゃ」

　これじゃあ脱げねぇ。早く汚した下着の中をどうにかしたい。今、ズボンの中がひどい有様だから、早く脱ぎたい。

「木砂を裸に剥くところを、毎日想像してた」

「ぇ？　ちょ、いいって、それ」

「びしょ濡れになった卑猥なところ、見せてくれ」

「ちょ！　ァ……」

　乳首をあんなふうに攻められながら、イかされたことなんてなかったから、腰から砕けたように力が入らない。逞しい腕をした戸津田に服を剥ぎ取られるのを阻止なんてできっこねぇ。

「や、ァ……見、んなよっ」

「木砂……」

　覆い被さるようにされて視界が陰る。戸津田の指が俺の脚を押し開いて、扉に背を預けたまま、大胆に開脚させられる。イったばっかで下着だけじゃなく竿も陰毛も、びしょ濡れのペニスも、その奥の孔も、全部が戸津田の前に曝け出される。

「これ、死にそうに恥ずかしいって」

「ずっと、こうしたかった」

「っ」

　耳にキスされて、そのまま低い声が俺の身体の中に流し込まれて、感じた。鼓膜に響いて、誰の手も、指も届かないだろう奥がじわりと熱を持ったのがわかった。まだ、何も知らないはずなのに、身体の奥が戸津田を欲しがる。

「ここ、木砂の奥を触って掻き混ぜてみたいって、ずっと」

　指先が食い込む。興奮しきった俺の舌は話せる状況じゃない。

「ァ、あっ……ン」

「ここまで先走りが垂れてる。びしょ濡れだ」

「あァァァっ！」

　ヌルリと滑って孔の中へと侵入してきた戸津田の指先。それは異物だから、俺の身体は縮こまるほど一瞬は驚いたくせに。

「ァ、戸津田ァ……指、ンァ、入ってく」

　精液まみれの卑猥な乳首をクリッと指で押されただけで、驚きよりも悦びが勝った。

「ここ、俺の想像してたよりももっとやらしいな」

　脚を大股開きにされる恥ずかしさも吹き飛ぶほど、指で中をほぐされる。奥まで突き立てられた中指に背中が反るほど反応する。クイッと折り曲げられた指先に中のしこりを押し潰されて、足の爪先が丸まるほど感じる。先走りと一回イったときの精液でもうドロドロなのに気持ちよくて、何も考えられない。

「あァァ、すげ、戸津田の、指、も、俺」

　中指だけでもそんななのに、身体をひっくり返されて、もっと恥ずかしい四つん這いにさせられて、中を掻き混ぜる指が増やされた。

「あ、ふっ……ン、戸津、これ、外せよっ」

　ネクタイしたまんま、この体勢って、ほぼＳＭプレイみたいなノリにドン引きするところか、頭がおかしくなりそうなほど興奮した。痛みなんてない。戸津田の、好きに掻き混ぜるくせに快楽しか捻じ込んでいかねぇ指先におかしくなりそう。俺だけを真っ直ぐに見つめる戸津田の視線が気持ちイイ。

「も、無理だっ、戸津っ」

「おねだりか？」

　指があんな孔をぐちゃぐちゃに掻き混ぜてるのに、抵抗どころか、そこはきゅっと締め付けて、引き抜かれそうになる指を咥え込もうとしている。

「木砂、言えよ」

　低い声に侵される。言うとおりにねだりたくなる。

「ン、ふァ……」

　自分から腰引いて、指を逃がして、自分から向かい合わせになると、拘束された手首で作った輪で、戸津田を捕まえた。

「ン、んァ、キス、すげ、くる」

　そのまま唇舐めて誘ってさっき奥まで指が侵入してきたとき以上に脚を拡げた。脚を女みたいに拡げて、女にはないもんをダラダラに濡らしてそそり立たせて、女よりも硬くなった小さな乳首を晒して、銀縁眼鏡越しの眼を見つめた。

「早く、奥まで来いよ」

「っ」

「戸津田の、すげぇ、欲し、っ…………っ！」

　突き立てられた先端に身体が一瞬怯んで、きゅっと力を込めそうになったら、俺の首筋を舐めて吸い上げてきた。チリッと、した痛み。扱き合ってイくとき必ず首筋に感じる小さな痛みに身体が反応した。裂けるほど孔の口を割り開くそれを痛みじゃなくて、首筋に走る刺激と同じ、気持ちイイものだと感じる。

「あ、あァっ……ァ、とつ、ァ」

「っ、中、狭いな」

「戸津、ァ、お前のっ」

　身体が軋む。すげぇ、異物感ハンパじゃねぇ。嘘だろって思うほどの質量が身体の奥めがけて捻じ込まれていくのに。

「木砂、苦しいか？」

「お前の、すげぇ、気持ちイイ、んあァァァァっ！　ちょ、嘘、だろっ」

　一瞬で孔の口も粘膜もさらに拡げられて、奥へヌメリと一緒に押し込まれた。戸津田が俺の中にいるっていう感覚そのものが快感だった。熱くて、でかくて、それがすごければすごいほど、戸津田が俺に興奮してるのがわかって、異物感すら気持ちイイ。

「あ、ァ、戸津、だっ、そこ、すげ」

「前立腺だろ？　突く度に、木砂の、先走りが溢れてる」

「あァァァっ！　そこ、ぉ」

　腰を振りたくる戸津田の動きに合わせて、俺の身体が持ち上がる。俺は座り込んで大股開いて、戸津田の脚の上に乗っかってるようなもん。

「すげ、気持ち、イイ、これ」

　対面座位みてぇな状態で、戸津田の突き上げに喘がされてる。腰をグンと押し込まれる度に、気持ちよくて、声が我慢できない。

「手、解くか？」

　太鼓を叩き鳴らすときの顔は真剣そのもので、ハッとするほど男の顔してたくせに、なんだよ、マジで。

「いい、このままで」

　なんで、今、俺をじっと見つめる顔のほうがすげぇ男っぽいんだよ。ゾクゾクするほど、ムカつくくらいカッコイイ顔しやがって。

　乳首を戸津田の片手が強くいじって、もう片方は激しく擦られる粘膜を外側から刺激するように尻を揉んでいる。俺のびしょ濡れになったペニスは扱かれてもいないくせに、イきたそうにヒクついていた。

　イけるようにお前が仕込んだんだ。

「このまま、中に出せよ」

「バカ言うな。腹、壊すぞ」

「ァ、あっ……無理っ欲しっいっ」

　ムカつく。おかしくなりそう。すげぇ、好きでたまんねぇ。

「木砂」

「お前が俺の中でイくときの顔見てぇんだよ、だからっ、あっ……っ！」

　ズンッ、と跳ねるほど刺し貫かれた。背中がビクンと反って、でも拘束された手首でしがみついているせいで落ちずに済んでる。そのまま首にぶら下がっても重そうな顔ひとつせずに、逞しい律動で俺の中を攻め立ててくる。

「あ、あ、ァっ戸津、戸津田っ、も、ぉっ！　俺っ！」

　男ひとりぶら下がってもうろたえるどころか、かまいもせずに攻め立てられて、揺さ振られまくってしがみついた。

「あ、ァ、戸津っだァっイくっ、奥、しろっよっもっと、イイって」

　もう意味がわかんなかった。ただ、戸津田に奥の奥まで激しく突き上げられたくて、中がドロドロになるくらいに戸津田の精液で濡らしたくて。

「風雅、好きだ」

「あっ！　あァァァァァっ……！」

　今、このタイミングで苗字じゃなくて、名前を呼ぶって卑怯だろ。

　ドクドクッと、奥で、俺だって知らないような身体の奥で戸津田が射精して、その弾けて濡れる感じと、キュッと乳首を強く抓られた刺激、あと、また首筋に噛み付く甘い痛み、それが合わさって襲いかかってきた。

「ァっ…………ン、は、ァっン」

　それだけで戸津田の、あのやらしく上下する喉仏に飛ぶほど射精しちまう。

「風雅……」

「ン、んく」

　射精直後にお互い全身が脈打っているのを感じた。息もまだすげぇ乱れてるのに、おかまいなしに舌を差し込まれて、口の中も孔と同じように濡らされてく。戸津田の体液で、濡れてく。

「風雅」

　すげぇ、ムカツク。

「玄、好きだ」

「！」

　ハッとするほど戸津田が、玄が顔を赤くした。

「急に、ずるいぞ、風雅」

「先にお前が仕掛けてきたんだろ」

　たかが名前の呼び方。でも、たったそれだけのことで、こんなにはしゃげるくらい、好きなんだ。

「一回にしてやろうと思ったのに、風雅が悪いんだからな」

　眼鏡を外す玄の笑顔にここからが本番だぞって言われた気がして、マジかよって思った。そんな俺を見つめながら、わずかに腰を動かされてたら、すげぇ玄ので濡れた中がまだ硬いペニスにキュゥッ、と反応した。

「あ、ちょ、待っ」

　ずちゅ、って、ひどく卑猥な音を立ててペニスが抜けかけて。

「待てるわけないだろ。そんな可愛い顔されて」

　今度は一気に一番奥まで捻じ込まれる。

「ァ、玄、そこ、ァ、奥っっ！」

　腰を動かされる度に甘い喘ぎしか出てこなくて、必死に名前を呼んだ。呼ぶ度に俺の中でビクつく玄が嬉しくて、気持ちよくて、こいつのことを全身でずっと抱き締めていた。




　初めて玄んちの風呂場に入った。ただの風呂場なのに、すげぇ、玄の生活の中に食い込めた気がしてちょっとひとりでちょっとはしゃいでた。

「うわっ……すげぇな、これ」

　風呂場の鏡にキスマークだらけの肌をほんのり色づかせた裸の自分がいた。あいつと「抜き合い」を始めるようになってから、唇の痕は消えることがなくて、もうほぼ見えないものから、色の濃いものまでかなりついてるけど、これはダントツだ。しかも全身に付けられたのは初めだ。玄とセックスをした俺が鏡に映ってた。

「どうすんだ、これ」

　そう呟きながら、口元が緩んで仕方ない。

　──風雅、好きだ。

　突き上げる度にそう囁かれて、なんか奥も孔の口も、鼓膜だってどこだって、全身をいっぺんにあいつに攻め立てられて、じわりと濡れていくみたいに、気持ちよかった。信じられないくらいに、感じた。

　なんか、自分の思っていた以上に玄のことを好きなのかもしれない。

「やっべぇ……」

　中にまだ玄がいるような感覚にすら嬉しくなりながら、部屋に戻った。

「おーい、玄、シャワーのスイッチ切って……」

　玄が寝てた。普通、起きて待ってるんじゃねぇの？　おい、何、スヤスヤ寝てんだよ。

　すぐそばに寄っても、起きる気配はない。玄の寝顔をこんなふうに見たのは初めてだ。同じベッドで寝落ちしたことならあるけど、お互い、男同士ってことでそっぽを向き合って寝てた。

「寝てても美形は美形のまんまかよ」

　呟いたところで眉ひとつ反応しない。

「あんだよ。ひとりで風呂入れとか……先に寝やがって」

　なんとなく寂しいだろ、とか、絶対に聞こえないからぼやいてみた。そんなの女に言われたらすげぇうぜぇって思う。でも、俺はたしかに寂しいって思った。

「起きろ、バーカ」

「……」

「何、三回もしてんだよ」

　お前、スケベなんだよ。すげぇ、突っ込まれんの気持ちイイとか、普通、処女で思わねぇだろ。

「っていうか、処女って……」

　自分で言って赤面した。処女って、自分のことを処女って普通に思ったのが照れ臭かった。

「……気持ちよかっただろうが。初めてなのに」

　どうすんだよ。抜き合いってだけでもあんなに嵌ったのに、セックスがこんなだったら。

「すげぇ、好きになっただろ、バーカ」

　こんなに好きになって。もう、俺は。

「……玄」

「なに？」

「っ！　おまっ！　起きっ！」

　狸寝入りされてるのも知らず話しかけてたことが恥ずかしくて飛び上がったところを強引に引き寄せられる。ベッドが壊れんだろって心配になる勢いで組み敷かれて、顔が、熱い。

「……風雅」

「っ」

「シーツ取り替えたりしないといけなかったんだ。そんなに、一緒に風呂入りたかったのか？」

　別に？　そんなわけねぇだろ。って言いたいのに、組み敷く玄の色気に言葉が消える。

「セックス、気持ちよかった？」

「！」

「俺に中を突かれて気持ちよかった？」

　気持ちよくなけりゃ、あんな声出さないだろうが。中でイって欲しいなんて思わないだろうが。身体の奥がジクジク熱持って、もっと奥まで来てくれなんてねだりながら、女みてぇに腰振らないだろうが。お前が三回、俺の中でイった間に、数えられないくらいイったりしねぇだろ。

「俺のことが、好き？」

「！」

　組み敷かれて、圧しかかられると、すげぇ重い。同じ男なんだって実感する。別にこいつが女っぽいわけじゃない。それに抱かれてるの、こっちだし。ただ、あぁ、俺の好きな奴って男なんだなぁって、こんなときによくわかる。

「好き、だよ」

　でも、お前といると男とかじゃなくて、ただ、玄のことが好きだって思う。感じるっていうほうが正解かもしれない。

「……俺も、風雅のことが好きだ」

　男同士で告り合ってる。玄がすごい力で俺を抱き締める。ふたりしてギリギリ壊れずにいるベッドに沈んで、何度かキスして、火照ったまま苦笑い零しながら、どうにかして眠りについた。






６　初デート









「ふぁ……」

　今日何回目かわかんねぇアクビに涙目になった。

「ふぁぁ」

　また出た。梅雨入りしたっていうのに、教室の窓から見える空は綺麗に晴れ渡っていた。だから、昼飯は教室じゃなく、屋上がいいかもしれない。そんなことを考えていたら、コツン、と机に何かが転がった。

　紙くず？　広げてみると、玄の綺麗な文字で「屋上」とだけ書いてある。

「！」

　パッと顔を上げても玄の姿はもう教室にはなくて追いかけるように俺も玄の後を追った。




「なんだよ、口で言えばいいだろ」

「……秘密のやりとりみたいで楽しいだろ」

　手紙で話すとか、女子かよって呟きながらも頬が熱いのが自分でもわかる。屋上だけど、人のあまりいない死角になっている部分でこそこそ会う。まさに秘密って感じ。

「座れよ、風雅」

　俺の頭上にちょうど太陽があるのか、見上げて目を細める玄の表情に、トクンって心臓が鳴った。俺はどこの乙女だよ。いちいち、玄の全部に反応するなよ。

　俺はほんの少しこいつとの隙間を作って座ったはずなのに、腰を下ろした瞬間、玄が近づいて肩が触れる。たかが肩で中学生みたいに意識したりして。

「肩、当たったの、覚えてるか？」

「え？」

「風雅と同じクラスになったばかりのころ、肩が当たって」

「……あ、ぁ、覚えてる」

　教室の入り口でぶつかって、俺は素直に「わりぃ」って謝ったのに、玄はそのとき、無言で俺を睨みつけていた。

「不良って思って、睨んでたんだろ？」

「まぁな」

　やっぱりな。そうだろうなって予想してたくせに、そう返事をされて、少しズキッと胸が痛む。

「最初は不良って感じしか印象になかった。なんでも好き勝手してるなって」

「……」

「あのときもそうだ。体育館の放送室で」

「あぁ」

　こっそり体育館の放送室に潜り込んでサボって昼寝をしていたら、新入生説明会が始まって。

「あのとき……かなぁと、今、思った」

「え？」

　俺が熱いのか、玄が熱いのか、っていうか、今日は天気がすげぇいいから、そのせいなのか。触れたところがどんどん熱くなっていく。

「気になった」

　あのとき、こっちを見上げながら睨んでいた玄を思い出す。どうしてか、新入生に語りかける声が耳に残った。何話してたのかなんて覚えてねぇけど、声だけは今でも覚えてる。

　ふわりと風がくすぐるみたいに玄の指先が俺の顎のラインをなぞった。

「俺、独占欲強いから」

「……」

「風雅のシャツのボタン、それ以上、開けるなよ」

「は、はぁ？」

　たしかに今日は第一しか開けてねぇ。っつうか、開けらんねぇ。お前がつけた痕がびっしりなんだよ。

　顎をくすぐられて、ゴロゴロなつくとでも思ってんのか、俺は猫じゃねぇ、って文句を言ってやりたいのに、身体の奥に残るセックスの感覚が簡単に蘇ってきて、言葉が止まる。

「そういう顔すんの、俺の前だけにしておけよ」

「ン、んんっ」

　昼飯と間違われてんじゃ、って思うほど、貪るようなキス。

「ちょ、おいっ」

「そんな顔をしてるから、こういうことをされるんだ」

「んんんっ」

　制服に隠れてる筋肉質の腕にそっと手を添えた。深く好きな奴の舌を追いかけたくなる。玄の舌に誘われて、身体の奥が疼き出す。

「んっ、っ……バカっ！　人が、来たらどーすんだよ！」

　身体が熱に侵されて、いうことをきかなくなる前に必死に逃れた。

　男同士でこんなことしてたらヤバイ。こっちだって、色々してぇのを我慢してんだぞって、睨んで訴えたけど、玄はふわりと色っぽく笑ってやがる。

「俺がそんなヘマすると思うか？」

「っ」

「風雅のこと、誰にも邪魔されたくないからな。絶対に隠す」

　バレればすげぇ騒ぎになるだろうな。一緒にいるだけでもきっと不自然な俺らが、付き合ってるなんて誰も想像しない。まず、性別的にありえないんだから。

「誰にも邪魔させない」

「玄……」

　深く交わしたキスに玄の唇が濡れていた。少し赤みが強くなっていて、なんか、美味そう。

「そうだ。風雅、日曜、デートしよう」

「……え？」

　なんでなんだろう。今まで女とデートくらい何度もしてきたくせに、初めてみたいにドキドキして、たまらなく嬉しかった。




　デートってなんだよ。マジで。

　──泊まりにしよう。

　は？　泊まりってホテル？　そう思った。でも、違った。なんか、親父さんが単身赴任になったらしくて、一週間だっけ？　玄のおばさんもついていくらしい。引っ越しのあれこれで忙しいからって。

　つまり、一週間、玄はひとり暮らしとほぼ変わらないって。言えよ！　知らねぇよ！　そしたら、色々、ほら、一緒に、イチャつけたりするかもしんねぇじゃん。もちろん、玄がそれを望めばだけど。俺は望んでるけど。

　そんな一週間の初日にデートに誘われた。ちゃんとした格好してこいとか言ってた。どこ行くんだよ。そんなデートしたことねぇよ。って、すげぇテンション高かったし、緊張してたのに。

「あ？」

　なんだこれ。

　俺達は今、週二で通う公民館にいる。しかも、ワイワイガヤガヤ、ガキの叫び声がうるさい。デートの雰囲気、その欠片もねぇ。

　今日は、太鼓サークルのガキンチョクラスだけで発表会。で、「おめかししてこいよ」ってことだった。

「おいっ！　玄！」

「ぷっ」

　マジですげぇたくさん考えたんだぞ！　もう俺の頭の中じゃ、テレビでよく見かけるような三ツ星レストランでお食事デートみたいな光景があって、そんなとこに着てく服なんてねぇって、マジで悩みまくったのに。

　その悩みまくった時間返せ！　髪の毛だって、こんな不良丸出しの感じじゃまずいんじゃねぇの、って、色々試行錯誤したのに。でも結局、どうにもならなかったけど。

「なぁ、どうして、髪、シャンプーの匂いすごいんだ？　しかもまだ濡れてないか？　風邪引くぞ」

「うっ、うるせぇな！　ワックスでベタベタにしすぎて、出る直前に洗ってきたんだよ！　悪かったな！」

　考えて、考えて、結果、行き着いたとこは七三、って、「んなわけねぇだろ！」って、鏡の中にいるクソだせぇ自分にツッコミ入れた。

「ほら、タオル」

「つか！　デートじゃねぇのかよ！」

「風雅、声、大きい」

「っ」

　玄がいまだに笑いをこらえてやがる。そんな玄は襟が凝ったデザインのシャツ一枚、俺は濃紺のシャツ一枚。そんなもんを着こなしたことがないせいか、どうにもぎこちなくなる俺と違って、玄は普通にカッコよくて、ムカつく。

「シャツ一枚とか、色っぽいな風雅」

「はぁ？　アホだろっ！　んなわけあるか！　てめぇだってシャツだろうが」

　またでかい声を上げると、玄が楽しそうだった。

　どうせ、誰も、俺達の会話なんて気にしていない。それよりも自分の子どもがこれから発表する太鼓演奏の撮影準備に夢中だ。俺らは発表会を見学しに来ている同じ太鼓仲間って感じに思われてる。

　つか、これ狙っただろ。俺がどんな格好してくるか、からかおうと思ってたんだろ。

　悪かったな。どうせ、デートすることに身構えたことなんて、今まで一度もねぇよ。

　睨んだところで気にもしない。穏やかで嬉しそうでムカつくから、マジで肩にパンチしてやりてぇ。

「あー！　オレンジ兄ちゃんだ！　うわぁ、超、似合わねぇ！」

「うるせぇよ！」

　和柄のＴシャツに着替えたガキどもが、ちょうど俺達が寄りかかっている入り口から顔を覗かせた。演奏直前、トイレに行くところだったみたいだ。

　似合ってねぇのなんて、知ってるっつうの！　俺が一番わかってるっつうの！　何が色気があるだ。ねぇよ、んなもん。色気があんのは玄のほうだろうが。高校生のくせにそんなシャツが似合うってどんなだよ！

「戸津田兄ちゃん、見ててくれよー！」

「あぁ、頑張れ」

　優しい笑顔だった。俺はチラッとだけ見て、慌てて目を逸らす。こいつの見せる笑顔はいつだって俺にとって眩しくて、心臓丸ごと持ってかれて、そんで、「好き」が増す。

　鼓膜も驚くほどの太鼓の音が突然、会場いっぱいに広がった。ずっと玄のことばっかチラ見していた俺は、いきなり始まった太鼓に驚いた。鼓膜にビンビン響く音がドクドクうるさい心音に重なる。

　すげぇ、大音量。

　俺達は一番後ろに陣取っていた。自分の子どもの晴れ姿と、次に出てくるかもしれない我が子を首を伸ばして待つ親は後ろなんて気にしない。誰も俺達を見ていない。

「風雅の……シャツ、色っぽい」

　玄の唇が耳にキスしたような錯覚が起きるほどものすごく近くに来て、そんなことを囁く。

「っ」

　太鼓の音は軽快に打ち鳴らされていて、それが心音に重なる。息をつくのさえ忘れそうになる。鼓動が早くて、おかしくなりそうだ。

　こんな大勢がいる空間で、見つけられやしないかってドキドキしている。

「風雅、すごい顔赤いぞ」

「う、うるせぇよ」

　クスクス笑う声は太鼓のせいで聞こえない。掻き消されているのに、耳にはちゃんとこいつの声が聞こえている気がした。

　ズルくね？　胸のところが溶けそうなくらい、おかしくなる。銀縁眼鏡の奥で細められる玄の目元にさえ、心臓がトクトクとせわしない。

「風雅、でかいの来るぞ」

「ぁ？」

　言ったのとほぼ同時だった。

　子ども達が一斉に声を張り上げた瞬間、中くらいの太鼓と、一番小さな太鼓、それぞれが激しく音を奏で始めた。

　子どもだけだから、素早いリズムだけど低く腹の底に響き渡る重低音はない。軽くて楽しげで、ガキンチョのはしゃいだ足取りそのもの。

　玄が、それをすげぇ楽しそうに眺めていた。一生懸命にバチを握り締めて、真剣に太鼓を叩きまくる子ども達を微笑みながら見つめている。指先で、足の上にトントンとリズムを刻みながら、自分でも太鼓を叩いている。ずっと身体が音に反応してる。

　太鼓、本当に好きなんだなって、その横顔を見ながら思った。




「あんな子どもでも上手いもんだな」

「楽しかったか？」

　公民館を出ると聞こえるはずの車の行きかう音が、今さっきまでの太鼓に慣れた耳だと、まるで無音のように感じた。

「あぁ！　楽しかった」

　ガキンチョ達だけで、あんな立派な演奏をやり遂げるんだ。そりゃすげぇって思うし、楽しいだろ。応援したくなる。

「あ、戸津田君……木砂……君」

　一瞬誰の声かわからないほどにテンションの下がった声。ポニテが、今日は長い髪をストンと下げて、そこに立っていた。

　気まずい空気。俺は自分の絶望的な片想いが実ったことが嬉しくて、ポニテの告白がどうなったかなんてことを考えてやれなかった。

「ふたりで観に来てたんだね。皆の演奏」

　最低だろ？　俺がけしかけたくせに。

「……あぁ」

　いつも元気で明るいポニテが髪をおろしてた。

「玄兄ちゃーん！　これ！」

　演奏を終えたガキンチョが自分達の太鼓を公民館から運び出していた。でも、年少組には少し重かったみたいで、出入り口のところで玄に助けを求めてた。玄は優しい声で返事をして、足早に駆け寄って手を伸ばす。すげぇ憧れられてるんだろうな。そりゃそうか、ここのサークルで一番でかい太鼓を叩くカッコいい玄に憧れない奴はいねぇだろ。

「私ね、遊園地誘ってみたの」

「……」

　いつもはぴょんぴょんと飛び跳ねる馬の尻尾そっくりなポニテの髪が、風に揺れていた。ゆっくりと揺れる髪はまるで今のポニテのテンションそのままだ。

「断られた……」

　そう言った目には涙が溜まっていた。遊園地に誘って、それだけじゃなくて、もっとちゃんと告白したのかもしれない。でも、断られた。

「ポニっ」

「あれだね！　なんか！　あれ……ふたりが並んで太鼓観てるの見てたら、なんか妬けちゃったぁ。アハハ。男子なのに、そんなわけないのに、なんか……あまりに……仲良すぎ……まるで」

　俺の言葉を飛び越えて、でかい声で話し始めたポニテなのに、段々と声は威力を失って小さくしぼんでいく。ポニテの掛け声はボールが跳ねるみたいに軽く高い。でも今日はそのボールが跳ねるどころか、ころころ転がるだけだ。

　まるで、付き合ってるみたい、そういう言葉が続きそうだった。

「そうかもな」

「玄！」

　ポニテが言わずに飲み込んだ部分に答えるように、しれっと返事をする玄に慌てて、言葉を遮った。だって、そうだろ。学校でも絶対にバレないようにしてんだ。他校だからってバラしていいもんじゃない。男同士で付き合ってるなんて。玄だっていつもはバレないように気を付けてるくせに。

「ぇ？　玄って、木砂君、戸津田君のこと」

　しまったって思った。いきなり呼び方が苗字から名前に変わるってことも、ダチならあるだろうけど、そこに隠してる気持ちがあるから、平然としていられない。

「風雅、って呼んでる」

「え？」

「またな、真野、来週の練習で」

　ポニテが細くサラサラした髪を揺らして、一歩、俺達のほうへ足を出したのと同時、玄が素早くこの場を離れた。

　俺はそれを黙って追いかけるしかない。ポニテは寂しそうだった。ずっと片想いしてたんだろ。それをパッと切る玄の背中はすげぇ冷たい。なのに、俺の腹の底は熱くなっていく。俺を選んだこと、俺と一緒に歩いてることに、ごめん、喜んじまう。

「おーい！　乗ってくかぁ？」

　隣の駐車場に差しかかったとき、渡辺さんが手を振っていた。でかいバンの後ろを開けて、そこに荷物と太鼓を運んでいる最中だった。この前、俺はあの車の陰に隠れて、玄のことをあの人に相談していた。

「……いた」

「は？　ぇ？　玄！」

　ぼそっと低い声で呟いた後、家に向かっていたはずが、渡辺さんのところへ真っ直ぐに向かっていく。おいっ、て声掛けても無視のままのこいつを追いかけて、俺も渡辺さんのところへと向かった。こいつの早歩きはえーよ。少し小走りになる。

「ちは」

「おぅ、観に来てくれたんだなぁ。っていうか、ラブラブだなぁ」

　相談したのは俺。玄のことを好きだって暴露したんだ。今の、この状況を見れば、なんとなく上手くまとまったんだなってわかるだろうけど、すげぇ恥ずかしい。

「えぇ、だから、邪魔しないでください」

「おいっ！　玄！」

「名前呼びかぁ、いいねぇ、若くてうらやましい」

「風雅に手を出さないでください」

　驚いた顔してた。渡辺さんが、玄の低く決意を込めた声で発した言葉に目を丸くして無言で手を止めてる。俺はいきなりの宣言に慌てて、玄の腕を引き、とりあえず渡辺さんから引き剥がす。答えによってはそのままブン殴りでもしそうな勢いだったから。

「おら、帰るぞ！　玄」

　尊敬してんじゃねぇのかよ。太鼓がすげぇって、あんなに話していたくせに。本気で睨みつけてる玄の腕を取って強引にその場を離れた。

　渡辺さんはそんな俺達をじっと見つめてから、少しだけ笑って手を振って、荷物をまた車に積み始める。

「お前、バカなんじゃねぇの」

　何、自分の参加してるサークルの会長に喧嘩売ってんだよ。あれでもし向こうがキレて、もう太鼓叩けなくなったらどうするつもりなんだよ。頭いいくせに、マジで、バカだろ。

「バカじゃない。あの人、本気で風雅のこと落とそうと狙ってた」

「はぁ？　何言っ……て」

　そういえば、ゲイかどうか調べるのにセックスの相手してやってもいいって。

「何か言われたか？」

「！」

「……言われたんだろ。やっぱりもっと言っておけば」

「なっなんでもねぇよ！」

　そうは言ってみたけど、銀縁眼鏡の奥の眼には全て見透かされてる気がした。無言でじっと見つめられてると、あのときの会話を頭の中から読み取られる気がしてくる。

「つ、つうか、お前、ポニテにだって。バレたら、どうすんだよ」

「バレるように言ったんだ」

「はぁ？」

「冷たいくらいにしたほうがいい。俺は、お前にだけ好かれてれば、それでいい」

　じっと見つめられて、また、思わず視線を逸らした。こいつのこういう鋭い視線は苦手だ。一気に呼吸が苦しくなるから。

「風雅にだけ好かれたいんだ」

　もう聞こえていないはずの太鼓が胸のうちで鳴っていた。息ができなくなる。身体が一瞬で熱くなって、いつだってこいつのことで頭がいっぱいになる。隅々まで玄に持っていかれて、倒れそうなくらい、こいつのことが好きでたまんなくなった。

　太鼓の発表会が終わったのが夕方。そこから俺達は近所のスーパーへ行って、適当に作っても美味くできあがる焼そばの材料を買った。

　端から見たら、ただ高校生同士、週末にオールでダラダラすごすための買い出しくらいにしか思われないだろう。でも、玄といられるって思うと、焼きそばの具を買うだけでも楽しかった。




　せっかく一緒に作った焼そばの味も覚えてない。玄の言葉を追いかけるよりも、あいつが話す度に動く唇にばっかり目がいった。ずっと、シャツから覗く首筋を追いかけてた。まるで血が欲しいドラキュラか、発情期の動物みたいに。

　なのに、あいつ。

「はぁ……」

　なんで、またひとりで風呂なんだよ。親いねぇんだぞ。夕飯だって、普通にふたりで焼きそば作って食べやがって。キッチンでなんで俺とお前で調理実習しないといけないんだよ。

　シャワーを浴びながら、オレンジ色の髪をゴシゴシ適当に洗った。朝、どんな髪形にすればいいのか迷って、迷いまくったことを思い出す。デートだってすっげぇ気張ったのに、すっげぇ、心臓バックバク鳴らしながらお前んちまで来たのに。

「っんだよ」

　今、頭の中にある玄としたいと思ってることも、いっそ泡と一緒に流れていってくれればいいのに。

　もしかして、俺とやりたくなくなったとか？　一回して、男のケツじゃ無理って思ったとか？　そんなわけねぇよな。だって、さっきかなり深い独占欲を見せられたし。ポニテにも渡辺さんにも宣言してたじゃん。

　でもさ、誰も見てない家の中で指一本触れないってどういうことだよ。普通なら触りたくて仕方がないだろ。

「……俺は触りてぇ」

　風呂場で思わず呟いた一言は、かなり小声だったのに思いのほかよく響いて、慌てて逃げ出した。言葉を風呂場に置いてくるみたいに飛び出して、適当に身体を拭く。肌にはちゃんとあいつのつけたキスマークが残ってる。それを指でいくつか押しながら、上書きされんのかなって考えてた。

　風呂から上がると、今度は玄が風呂場の中へと消えて行った。俺が、触りてぇ、って呟きを残した風呂場に、涼しげな顔をして入っていきやがった。

「チッ」

　あぁ、そうかよ。わかったよ。俺ばっかやりたいのかよ。お前はこの前セックスしたから、すっきりかよ。

「バカみてぇ」

　ずっとあいつのことで頭いっぱいな自分がバカに思えてきて、不貞腐れる。あっそ、そうですか、はいはい、って投げやりになった。お前なんて床で寝ろって不貞寝して、ベッドのど真ん中から絶対にどかないって、意地を張って。

「……風雅」

　たぶん、十分くらいだと思う。マジで不貞寝してやろうと思ったのに。ムカつきすぎて、頭まですっぽり被った布団の中が玄の匂いでいっぱいで、眠れなかった。

　眠れないどころか、玄の布団に、興奮した。

「……お前は床で寝ろよ」

「なんで？」

「……ムカつくから」

「何に？」

　何に、じゃねぇよ！　てめぇが淡白なことにだよ。怒った理由は言わずにいると、そっと夏用の薄い掛け布団をめくられ、シャンプーの香りがふわりと鼻を、身体を刺激した。

　俺は亀みたいに背中を丸めていて、玄の顔を見ていない。こいつからも俺の顔は見えていない。今、顔から火が出そうなほど熱くなったとこは見られてない。

「セックスしたかった？」

「っ！」

　耳朶にくっついているピアスを舌が舐めて、絡まる。キスされたことはあるけど、こんなふうに耳を攻められたことはなくて、見ていなかった分、いきなりの濃厚な刺激に大きく声を上げた。

「て、てめぇ！　触んなよ！　んあっ、ぁ」

　耳は攻められたまま今度は脇腹を撫でられて、ゾクリとした。鳥肌が立って、肌が敏感になる。

「触って欲しくない？」

　むしろ逆だ。触って欲しくて、一日中、そんなことばっか考えすぎておかしくなりそうだった。

　耳を嬲っていた舌が止まった、って思った瞬間、もう何度も吸われた首筋にまた玄のキスマークが付く。ちょっと濃いめのが上書きされたって、肌に吸い付く刺激でわかった。

「げ、んっ」

「俺はずっと風雅を押し倒したくて仕方がなかったよ。風雅は？」

　ビクン！　って、反応した拍子に振り返ると、発情した男の顔した玄が誘うように俺に微笑みかけていて、ハッとした。

「言って、何が欲しいのか」

　喉がごくりと大きな音を立てる。

「俺は風雅に、ずっとずっと、触りたくて、押し倒したくて仕方がなかった」

　低い声で囁かれた言葉にゾクゾクして、もう、なんかこれだけで、身体が熱くて限界だ。背後から覆い被さった玄の指がＴシャツの中に侵入して、乳首をいきなりきゅっと摘んで強く抓るから、身体を丸めて堪えた。

　声が出そうになる。

「あっあぁぁぁっ」

　首筋をまた吸われた瞬間、ビクンと腰が揺れた。

「風雅……」

　ムカついたんだからな。おあずけとかされて、マジで不貞寝しようと思ったんだからな。

　玄が、何が欲しいのかちゃんと言えと、目を細めて、俺の口元を見つめてる。欲しい言葉を早くくれって催促する眼差し。

　知るかよ。俺のほうこそずっと欲しかったんだぞ。なのに、お前はスルーしやがって。でも、俺はその視線に誘われるまま、文句じゃなく、欲しいものを素直に口にして言っちまう。

「お前だけに決まってんだろ」

　俺はデートに着て行く服をどれにしようなんて悩むような、そんなキャラじゃないのに、それでもずっと考えてて、ずっと浮かれてたんだから。

「お前だけが好き、なんだよ」

「あぁ、俺も、風雅のことが好きだ」

　よかった。この体勢なら見えない。俺の告白に玄が上機嫌で答える。その声を聞いて、あんなに不貞腐れてたはずの口元が緩んでる、この顔をこの体勢なら見られずに済む。

「だから、玄、早く、くれよ」

　こいつにベタ惚れですって顔を、見られたら恥ずかしいから、見られなくてよかった。




　切羽詰まった顔をされて、見てるほうもゾクゾクするほど煽られる。自分の中がたまらなく熱くなっていく。

「ぁ……ぁ」

　もういいだろってくらいトロトロに奥まで指で擦られた。激しく動いてるわけでもないのに、汗で肌がしっとりするほど、どんどん上がっていく体温。

「風雅」

　自然と脚を開いて、玄を誘ってる。

「あぁぁぁっ！」

　濡れたスケベな音を立てながら奥までゆっくりと侵入してくる。片足を玄の逞しい肩で担がれて、すげぇ深くまで突き刺さる体勢で受け入れる。玄の太さに、汗が滲んで、体温が一気に上昇した。

「中、熱いな」

　熱っぽい声、ドクドクと自分の中で息づく別の男の存在感。太くて硬くて、内壁をいっぱいまで割り広げてくるのが、何も考えられなくなるくらいに気持ちイイ。

「ぁ、玄、の、でけぇ」

　思わず呟いた言葉にカァっと頬に熱が走った。なんか、玄とこうすることに、玄の硬さと太さに、悦ぶ呟きを俺は取り消したくて、口元を腕で隠す。女みてぇじゃん。太いのがいいとか。でも、もう遅い。この距離でそれが聞こえていないわけがない。ニヤリとまたここでしか見ることのできない笑顔を浮かべるこいつに、ごまかそうと顔を隠した腕を掴まれた。

「ホント、風雅はタチが悪い」

「は、ぁ？　あぁぁっん、ン、ぁっ」

　掴まれた腕はそのままベッドに押さえつけられて、大股開きにさせられた。片脚を玄が持ち上げて、腰がゆっくり、奥まで中を擦り上げ、ねっとりと突き上げる。

「あ、あ、玄っ」

「すごい締め付け、こんな身体しておいて、渡辺さんの前で無防備に笑ったりして。ホント、怒るぞ」

「バカっ！　何、言って、んなわけっ」

　言葉が途切れる。松葉崩しで、緩やかにねっとりと一番深くまで突き入れられて貫かれる。背中を反らせて、体内にある甘い快感を味わった。前立腺をペニスの先で擦られる度に、とても気持ちイイと教えるように、喘ぎ声は糖度を増した。

「あぁぁぁっン」

　ズンと一度大きく大胆に奥まで捻じ込まれて、根元まで全部俺の中だ。そのときの玄の表情に、内壁がしゃぶりつく。太くて逞しいペニスをキュンと締め付けてる。

　気持ちよさそうに、目を細めて、風呂上りだから銀縁眼鏡をしてねぇ裸の視線に、またゾクゾクしたものが込み上げてきて、ペニスの先端から透明な汁が溢れてく。あんあん啼いて女みてぇって思うのに、甘い快感に声が堪えられない。唇を噛んだくらいじゃ溢れ出る。でも、口元を塞ぎたいのに、手を玄の手に押さえつけられているせいで、ちっとも動かない。隠せない。

　こいつに奥までこんなふうにされることが気持ちよくておかしくなりそうだって、全然隠せねぇ。

「ぁ、あぁぁぁぁっ」

　腕を押さえつけられたまま、腰ばっか押し込まれる中で、乳首を舐められて、電気が駆け抜けた。またイきそうになって、締め付けた瞬間、今度は玄の形がそのまま体内でしっかり感じられた。

「ぁ、玄っ、も、ぉ」

「俺にだけ？」

「ぁ……玄？」

　質問しながら、ズルリと玄が俺の中から抜けていく。なんで？　って、突然、押し込まれていた熱棒が消えて、身体がブルッと震えた。思わず、早く中にくれって言いそうになるくらい、玄のがもっと欲しい。

「俺、だけ？」

「……玄、戻って来いよ」

　組み敷いて、ベッドに沈められたまま玄を見上げた。

　すげぇ切ない顔してた。そんな顔しなくたって、俺は別に男が好きなわけじゃねぇのに。誰かれかまわず、こんなことさせるわけねぇのに。

「風雅」

「俺の中に、早く、戻って、来、ぁ、玄っ！　あっ！　んんんっ」

　奥まで気持ちイイ。どこもかしこも気持ちイイ。こんなのどうすんだよ。腰を振りたくって、玄の動きに合わせてひどくやらしい音がする。

「てめ、の、せいで、お前のでしか、イけなくなったっ」

「……へぇ、まるで、他のを咥え込んだことがあるみたいだな」

「ちがっ！　あぁぁっ！　そ、じゃねぇ、も、俺、きっと」

　きっと、ここに玄の突き入れられて、奥でお前のことを感じないとイけない、なんて、告白しそうで、口をつぐんだ。そんな俺を上からじっと見つめる玄がふわりと表情を緩めた瞬間──。

「あ、あぁぁぁぁっ！」

　ズンとものすごい衝撃を与えられた。激しい一撃から、逃げられないように手で俺を押さえつけながら、ニヤリと笑う。

「大歓迎だ」

「ぁ、あぁぁっ、玄、ぁ、マジでっ」

　腰を捻じ込まれて、脚の爪先が丸まるくらいに感じまくってるのに、ペニスまで扱かれてたまらない。

「風雅」

　今にもイきそうな顔した玄の荒い呼吸にさえ、射精しそうになる。

「あ、玄っ、あ、あぁぁぁっ…………」

　乳首を抓られながら、数回、奥まで貫かれてそれでも堪えようと思っていたのに。

　──イく。

　玄の声がたまらなく苦しそうで、ゾクリとざわめいた奥で熱を弾かせた瞬間、意識が飛ぶほど、俺もイっていた。




　面白いよな。今まで玄は生徒会の用事があるとき、この俺を伝言係りに使っていた。でも、今は待ってろっていう。自分の用事が終わるまで、ひとりっきりで渡辺さんのいる公民館には行かせられないんだそうだ。

　──風雅は自覚がなさすぎる。

　そんなことを溜め息混じりに言われたって、何をどう自覚すんだよ。教室で待たされてるけど、正直退屈すぎる。

　俺にしてみれば、お前のほうが自覚しろよ。周りに気をつけろって話だ。あんなキスにあんなセックスに、あんな顔してる奴が童貞なわけがない。今まで女としたこと、付き合ったことがないなんて思うか？　ありえないだろ。でも、うちの学校で戸津田に彼女がいたって噂は聞いたことがなかった。あれだけ有名な秀才君に女がいたら、絶対に噂になると思うのに、浮いた話ひとつなかった。だから、いたのは中学生のとき、かもしれない。

「可愛くねぇ……」

　そう考えただけで、なんかモヤモヤしてくるから、ちょっと校内散歩に出掛けてた。どうせ生徒会会長はあっちこっちで掴まって、頼られて、俺のところに戻ってくるのは日が落ちたころだろうから。

　特別教室があるフロアを抜けて、そのまま校舎でのんびり昼寝でもしようと思ったとき、耳がよく知っているリズムが聞こえてきた。音を辿ると理科室に行き着いた。

　理科室？　これって、太鼓のリズムだよな。もう最近じゃ、自分でも叩けそうなくらい、和太鼓のリズムを耳が覚えてて、何かの拍子に、まるで手持ち無沙汰だと指がペン回しをするみたいに、指先をバチの変わりにして太鼓のリズムを刻んでいたから、身体が普通に反応する。

「……ちは」

　玄の知り合いなのかもって、その理科室を覗き込んだら、俺と同じオレンジ頭、いやもっと黄色が強いパツキンがひとり実験の後なのか片づけをしていた。でも太鼓のリズムを刻みながらだから、全然ノロくていっこうに片付かない。どっちかっていうと、片づけじゃなく、のんびり太鼓の自主練をしている感じ。

　一年？　か？　ネクタイしてねぇから学年がわかんねぇ。でも、身体が小さいから、そうじゃないかなって思っただけ。三年でこの小ささでこの髪の色なら、逆に覚えていそうな身体のサイズ。

　トントン、トトトン。

　聞いてると踊り出したくなるリズム。

「お前、和太鼓やってんのか？」

「へっ？　これ、太鼓のリズムってわかるんすか？」

　普通、三年の奴がいきなり入ってきて、話しかけたりしたら、一年ならビビりそうなものなのに、平然と太鼓を叩く真似をしていたそいつが、元から丸い目をもっと真ん丸くして、キラキラ輝かせながら飛び上がった。

　髪色のせいなのか、でかい瞳のせいなのか、物怖じしない小型犬みてぇだなって思った。

「もしかして、太鼓、やってるとか？」

「や、そういうわけじゃねぇけど」

「太鼓！　やってるんすか！」

　だからそうじゃないって言ってるだろうが。

「すんません！　ちょっと、付き合ってください！」

「はっ、はぁ？」

　小型犬がピンと背筋を伸ばしてそう叫ぶと、そのまま腰を直角に曲げて、ズンっと腕を俺へ差し出した。まるで交際を申し込むみたいな格好。

「お願いします！　お話だけでもさせてください！」

　俺の表情とか完全無視で、一歩前へ出ると、ガン無視で手を差し出してくる。

「お願いします！　マジで！　五分でいいんで！」

　そこまで言われると、なんか、必死すぎて断りきれない。あまりにグイグイ来るこいつが面白かったのか。単純に暇すぎたのかもしれない。

「俺は太鼓やってねぇよ」

「えぇ？　でも、さっき、太鼓って」

「知ってるってだけ、別に叩いたことはねぇ」

　俺も一年のころから髪の色を染めてた。ネクタイもしてなかったし、二年前の俺もこんな感じだったのかなぁとか考えながら、少しパサついてそうな短髪を見下ろしてた。

「叩きたくないっすか？」

「別に」

「えぇっ！」

「うるせぇな」

　でもここまでキャンキャン鳴いたりはしなかっただろ。それにこいつはどっちかっていうとヤンキーくせぇ。

「そこをなんとかっ」

「はぁ？　おい、てめぇ、一年だろ。しつけーぞ」

　なんなんだ。こいつ。とりあえず、俺は太鼓叩くつもりねぇし、一年坊主の頼みをきいてやる必要もない。話は聞くだけ聞いた。

「お願いしまっす！　ちょ、ちょちょちょ、これ！　これっす！」

「なんだよ！　んぶっ」

　別の机のとこにでも座ろうと思った俺の背中のシャツをグイッと引かれて、イラッとしながら振り向いた瞬間、目の前に突きつけられたチラシのようなもので顔面を塞がれた。

「おいっ！　てめぇ！」

　強めの声を上げても、小型犬はビビることがない。

　なんだよって舌打ちしつつ、その広告のようなものを奪った。それは再来月の祭りのチラシだった。

　知ってる祭りだ。駅前の道全部を封鎖して歩行者天国にしてやるデカい祭り。ガキのころはワクワクしながらその祭りにでかけたのを覚えてる。親父の知り合いの的屋とかも出てて、色々おまけしてもらったり。中学に行ってからもよくでかけていたっけ。風紀の教師が夜の九時を過ぎると出没する。生徒がその時間以降も徘徊してトラブルに巻き込まれることを防止するため見回りをしている。俺はダチと一緒にその教師らに見つからないようにしながら、かなり遅くまでほっつき歩いていた。

「これの山だ車しでお囃子やってるんすけど」

　俺は夜にばっか出向いてたが、たしかに昼間は山車が出ていて、町内会ごとに違うそれがお囃子合戦なんかをやっていた。本当に子どものころはそれを見て、かっけぇ！　とか大興奮してたんだ。

「それの太鼓やる奴が今年いなくって」

「はぁ？」

「見つかんなくて。俺は太鼓じゃねぇし」

　マジで本物の小型犬に見えてきた。茶色の、これ、豆シバだ。短い髪にパツキンの、犬の耳でもつけたらマジで犬だろ。キャンキャン鳴いてるし、瞳をうるうるさせながらこっちを覗き見上げる感じがおやつをおねだりする犬みてぇ。

「だから、俺はやったことねぇって！」

「大丈夫っすよ！　みっちり一ヶ月練習できるし」

「だーかーらっ」

　おやつが食べられるまでは絶対にここを動きませんって顔してた。

「お願いです！」

　こいつ、きっと引かないんだろうな。物怖じしないっていうか、無我夢中っつうか。

「そしたら、俺、太鼓叩ける奴知ってるけど？」

「マジっすか？」

「あー……」

　でも、これ言っていいのか？　あいつ隠してるつもりねぇって言ってたけど、うちの学校で太鼓やってるの知ってんのは俺だけだし。こいつにそれを話していいのかどうか、俺が判断したらマズイ、かもしれない。どうしようかって迷っていたら、ポケットに突っ込んでおいたスマホが振動してる。玄からだ。

「！　ちょ！　待て！」

「はい！」

　グイグイおねだりをする豆シバはさすがワンコだ。「待て」の一言に、ずっとにじりよって、俺の懐からじっと見上げていたのを止めて、ピッとその場で背筋を伸ばした。「お手」といえば、掌に手を乗せそうな勢いだ。

　豆シバがいい子に「待て」をしてる間にスマホを取り出す。短いメッセージには「終わった、どこにいるんだ」って、書かれてた。

『お前が太鼓やってることって話してもいいのか？』

『なにかあったのか？』

　はえぇ。メッセを送った瞬間、返事が返ってきた。

『なんか一年のガキが、太鼓やってる奴、探してる』

　そのメッセを送り終わったら、クンとシャツの裾を引っ張られた。

「ど、どうっすか？」

「あー……」

「無理っすか？」

「ちょ、おい、待て」

　豆シバの我慢は数分も持たないらしい。段々とソワソワし出して、ついにはおやつ欲しさに俺をせっついてくる。

　マジで見つからないんですって、うるうるしつつにじり寄ってくる。もう一年の全員に訊いたけど、誰もやってはくれない。っていうか、まず「おい」って声をかけただけで、皆、身構えて全然話を聞いてさえくれない。

　そりゃそうだ。お前の外見にビビってんだろ。それと目はでかいけど、今時そんな眉毛してる奴なんてそうはない。普通にしてたって人相が悪くなるくらい、眉毛はピッと一筆書き。剃ってるせいで、ほぼなくなってる。

「だから、俺はっ」

「お願いです！　って、うわぁぁぁぁっ」

　ジリジリと迫ってきた豆シバの足が、さっき豆シバ本人が落っことした鞄の持ち手に引っかかっていた。そして、それに驚き、つまずき、転んで、俺のところへ倒れ込んできた。

「うわぁぁっ！」

　豆シバは見た目がヤンキーっぽいくせに、チョロチョロ動いて落ち着きのないガキみてぇな一年坊主。俺はそいつがガシッとシャツに掴まってきたせいで、雪崩に巻き込まれるように、一緒に床に転がった。

「……ってぇ」

「すんませんっ！　でも、マジで、太鼓、お願いしまっす！」

「おい、てめぇ」

　三年の先輩をぶっ倒しておいて、適当なすんませんで済まそうとしてんじゃねぇぞって、怒ってやろうと思った。

「おい……何をやってる」

　でも俺はドスの利いた声に一瞬で身体が固まった。

「あ……」

　誰だか、その声で一応は判断がついたけど、ドスのきいた声に少しだけ身構えつつ顔を上げれば。

「お、おぅ、はえぇな」

　大魔王か閻魔様のように怖い顔をした玄が理科室入り口で仁王立ちしていた。






７　腹の底のヘドロ









「仕方ねぇじゃん。別にそういうことしようとしてたわけじゃねぇし」

　ぽつりと呟いた。ずっと黙ってムスッとした顔の玄に文句を少しだけぶつける。そんな反論に、俺の部屋に来るなり、さして興味なんてない漫画を不機嫌そうに読んでいた玄が反応した。パンッ、て乾いた音を立てて漫画を閉じ、こっちを睨んでくる。

「そういうことってどんな？」

　怒ると銀縁眼鏡が異様に鋭い印象になるんだよ。すげぇ、刺さる。そんな怖い怖い生徒会長さんが理科室に飛び込んできたとき、俺は豆シバに押し倒されていた──ようにも見える格好で床に転がっていた。

「あのな！　あんなチビの好きにさせるわけねぇだろ！」

「あのチビは好きにしようとしてたのか」

「してねぇ！」

「じゃあ、チビでなかったら、好きにされてたのか」

「されねぇっ！」

　一年のパツキン、俺の中では豆シバってインプットされたヤンキーのガキ。玄にはただのチビと呼ばれた、志し田だ大たい成せい。大って漢字がつくわりには背の順で並ぶと一番前が指定席。マジでキャンキャン鳴く豆シバみたい。苗字だって、志田、で響きが似ているし。

「玄が太鼓叩いてやれば？」

「絶対にイヤだ」

　子どもかよ。

　豆シバが参加してる町内会のお囃子。その中で太鼓を叩いていた奴の代わりを探していた。

「いいじゃんか、夏限定ってことで」

「お囃子と和太鼓はそもそも違う」

「そうなのか？」

　へぇ、知らなかった。豆シバが指先をバチ代わりにして叩いたリズムは和太鼓のそれと似ていたからてっきり同じもんだと思った。

「可哀想じゃんか」

「どうしてお前はこう……」

　別にやましいことをしようとしてたわけじゃねぇ。豆シバの足が鞄に引っかかって、俺んとこに飛び込む格好になっただけ。受け止めきれず、尻もちついて、その上にあいつが覆い被さってきた。ただ、それだけ。

「お、い、玄っ、ちょっ」

　玄が俺のベッドに寄りかかっていて、俺は部屋の真ん中に陣取って胡坐で座っていた。

　読んでなんかいなかった漫画を玄はベッドの上に放って、ゆっくりと四つん這いの体勢で俺のところへやって来る。その視線は真っ直ぐ俺を見つめている。銀縁眼鏡の奥の瞳が鋭く光って、姿勢のせいか、肉食獣がそっと足音を立てず近寄るみたいに思えた。

　少しずつ距離を詰めて、俺の足を越えて、顔が近づいてくる。釣られるように、後ろ手で身体を支えて仰け反ると、肉食獣が今から食べるぞって襲ってきた。

「そういうことしようとしてたわけじゃない、んだろ？」

「っ」

　玄が話す度に、喉元に熱い吐息が触れる。それだけで、うなじから背骨をゾクゾクする何かが尾てい骨の辺りまで舐めるように走って、身体の奥をくすぐる。

「さっきの風雅、こういう体勢だったんだぞ？」

「違っ」

　熱い。

「豆シバはお前よりもちいせぇだろ、こんなじゃねぇよ」

「息、荒いぞ？」

　荒くもなる。吐息を耳元から直接聞かされて、震えるほど感じる。指も唇も舌も、一切俺には触れてない。それが快感に繋がるなんて初めて知った。

「ぁっ」

「たったこれだけでそんな顔するくせに、そういうことしようとしてたわけじゃないってありえるか？」

　お前だからこんなことくらいで下っ腹が疼くくらいに興奮するんだろ。

「てめ、俺の今の状態見れば、豆シバに押し倒されたときと違うってわかるだろっ！」

　身体が熱くてのぼせそう。息が乱れて、眩暈がする。蕩けそうなくらい股間が熱くて、痛いくらいに感じてる。指先の感覚が鈍くなるくらい欲情しながら、睨みつけてシャツを鷲掴みにした。

　こんなふうにならねぇよ、バカ。

　男なんだぞ。それなのに、同じ男を欲しくなるわけねぇ。お前だから、こんなになるんだ。触れられてもいないことすら快感になるなんて、普通ならない。

「玄だけだっ、ンっ……ンンンッぁっ……もっと」

　玄が満足そうに笑って、体勢はそのまま、深くて濃いキスをくれる。もうそれだけで腹の底が熱くて、早く掻き混ぜてもらいたいって、声で、身体で、目の前にいる意地悪な笑みを浮かべる彼氏に伝えた。




　学校のトイレの鏡に映る自分を確かめる。Ｔシャツの襟口をぐいっと指に引っかけて、鎖骨辺りまで見てみると、もう玄のつけたキスマークはかなり薄くなっていた。

「これなら、体育、いけんだろ……ったく、水泳始まったら、これ、マジで禁止させないと」

　ブツブツ文句を言いながら、外に出たとき、視界に見事な金色のボールが。

「あ！　木砂先輩！」

　ボールかと思うくらい、ぴょんと跳ね上がる丸い、頭。

「豆シバ」

「ちょ、その呼び方、やなんすけど」

　豆シバは体育だったらしい。走り回った直後なのか、Ｔシャツにジャージで頬を真っ赤にしながら走ってきた。フリスビーでも取ってきたみたいに、わふわふ大喜びって顔で。

「太鼓メンバー見つかったのか？」

　豆シバが、クゥーンと鳴きそうな顔して首を横に振る姿はちっこくて可愛かった。

「そっか……」

　ほら、こういう上を覗き見るとこなんて、捨てられた豆シバそのまんまだろ。

「やらねぇっつっただろ」

「えぇー……」

　やんねぇって。太鼓のリズムは覚えてるけど、ただそれだけ。叩いたことなんてないんだから。

　豆シバがしょぼくれてた。肩なんてがっくり下がってて、見えないはずの耳は落っこちそうなほど下向きに垂れて、ないはずの尻尾は床にズルズル引きずられるくらい力がない。本当にお囃子好きなんだなって、その後姿を見て思った。




　放課後、玄とふたりっきりの部屋で、お囃子やってみようかなって、さりげなく言葉にしてみた。玄は俺の発言に銀縁眼鏡の向こうで目を丸くしていた。

　やるつもりなかったけど。たださ、ずっと玄のことをうらやましいと思っていた。すげぇ真剣に太鼓をやってるとこを見学する度に、恋心と一緒に違うものが胸を熱くした。

　俺もあんな顔をしてみたいって。

　そう思ったんだよ。

　和太鼓を一緒にやろうって、玄や、渡辺さん、いろんな人に誘われたけど、それをずっと曖昧にごまかしていた。あんな真剣にやれたらたしかに楽しいだろ。玄はすげぇ太鼓好きだし、その理由だってわかる。あの重低音、あの迫力、音の渦の中心に自分がいて、バチを振り下ろす度にものすごい音を鳴らす。それはきっと楽しい。

　でも、あの音を聴く度に心が弾むのは、太鼓をやりたいのか、玄の隣にいたいだけなのかわからなかった。

　あいつの、真っ直ぐで、すげぇ熱量を持った視線を欲しいって思ってた。こっちにそれを向けろって願ってた。今、こういう形でその願いが実現したから、余計に太鼓を本当にしたいのかわからなくなった。

　頭がわりぃから、区別ができねぇ。でも、あんなに真剣に取り組む人たちの中に適当な気持ちで入っていったらダメなのはわかる。

　夏まで、期間限定で探してみたい。玄にとっての太鼓みたいに熱くなるものを俺もやってみたい。そう、偏差値の低い俺の頭で考えて、一番今の自分に合う言葉を探して伝えた。

　豆シバのことをイヤがってたし、きっと反対するだろうって身構えていたけど、玄の返事は意外にも「そうか」って低い声が告げただけだった。




「ここに志田大成って奴いるだろ？」

　一年のいる教室にいくと、もう身長が大人並みの奴もいれば、まだ中学のガキくらいしかない奴もいる。三年が三階、一年は一階、二年前には自分がここの階にいたはずなのに、懐かしいっていうよりも、窓から見える外の景色の違いに違和感のほうが強い。

　その中で、豆シバは目立っていた。

「えっ！　あ、はい」

　すっげぇ、ビビってるな。まぁ、それが普通だよな。あの豆シバが変わってんだ。ふたつも年上にあんなにグイグイ来れない。

「木砂先輩！　どうしたんすか？」

「悪いな急に」

　豆シバは同級生のビビり顔とは違い、パッと表情を明るくして、俺のところへ真っ直ぐに駆け寄ってくる。

「びっくりしました。なんか、今、お前シメラレルぞとか言われたし」

「あぁ、かもな」

　同級生のあの横顔はそんな感じだった。金髪頭の生意気な一年坊主を三年が生意気なんだよと言って、殴りに来たとでも思ったんだろ。たしかに俺が一年のとき、そんなことはよくあった。オレンジ頭ってだけで大勢に囲まれたっけ。

　豆シバを呼んでくれた一年は軽やかに、不良の三年に駆け寄る姿に少し驚いていた。そして、普通に話しているとこを見て、拍子抜けしている。

「あの、もしかしてっ！」

　豆シバが見えない尻尾をブンブンと振って、俺の言葉を待っている。期待感が全身から漂っていた。

「あー……入るかどうかは別として」

「はいっ！」

　ここまで期待されるとはな。

「つか、お囃子の太鼓、やる奴見つかったか？」

「全っ然っす！」

　そこ、そんな元気に目輝かせて言うことじゃねぇだろ。すげ、なんか、可愛いな。

「言っとくけど、俺、叩いたことはねぇからな！」

「はい！」

「素人だからな！」

「はい！」

　あれに似てる。散歩って言葉に目を輝かせるワンコ。

「今日の、夕方、五時に宜しくお願いしまっす！」

　全身使って大喜びして、目まで輝かせてる豆シバに、つい頷いてた。




　練習は週三回。夏の祭りまでだから短気集中で練習していくらしい。豆シバから教えられたのは、和太鼓の練習で使っているのとは別の公民館。そこから漏れてくる音はいつも耳にしている和太鼓とはたしかに違っていた。

　太鼓はもっとドスンと腹に響く音。でもお囃子は耳にしただけで、祭りが始まりそうな、聞いている人間をそわそわさせる軽快な音。

　その音に素直にワクワクした。

　この前、玄がデートだとか言って誘ってくれた、ガキンチョ達だけでした演奏はこの音に近いかもしれない。玄が叩くどっしり重低音の大太鼓はなしで、ガキどもが肩から小太鼓を提げてステップに合わせて叩くリズム、中太鼓を数人が踊りながら代わる代わる叩く心地いいせわしなさ。それに似ていた。

　ガキのころからずっと耳慣れていたリズム、これを聞けば自動的に祭りのことを思い出す。

　きっと前だったら和太鼓もお囃子も同じようなもんだろって思ったけど、これ、全然和太鼓とは違う。玄はたしかにお囃子やらねぇかもしれねぇ。

　リズムが違う。使ってる楽器は同じなのに、ほら、お囃子の横で踊っている人のステップは小さな雨粒が地面に落ちて、跳ねるみたい。和太鼓は地鳴りだ。それこそ地球が揺れる音。俺は、このとにかく軽い音もまた面白いなって思ったんだ。

　一通り聞き終って、すぐ、「どうすか？」って、豆シバが目を輝かせて迫ってくる。それだけじゃ押しが弱いと思ったのか、お囃子のメンバー総出で俺に詰め寄る勢いでさ。

　もう、断れる状況じゃなかった。




「で？　参加するのか？」

　玄の練習が終わる時間なんて、もう把握済み。見学が終わってすぐ玄のいる公民館へ終わりごろに寄って、真っ先にそう訊かれた。

「んー……」

「どっちだ」

　てめぇが不機嫌ですってオーラ全開で出すから言い出しにくいっつうの。それでも、もう向こうに返事もしたし、俺なりに考えて決めたし。

「やってみる」

「……そうか」

　ほら！　ほらな！　すっげぇ、間があったし、すっげぇ不機嫌だし。

「んでさ、練習は火木金、なんだと」

「……へぇ、頑張れよ」

「……」

　玄は自分のベッドの上に座って、さして興味もなさそうにパラパラと問題集を流し読みしてる。手持ち無沙汰だからって問題集を見る辺りが秀才っつうか、優等生っつうか。俺だったら絶対に強制されない限り、部屋でそれを暇潰しに読むことはない。絶対にない。

「なぁ、なんで、そんなに怒ってんだよ。別に、俺は」

　ベッドに上半身だけ乗り上げて、肘ついて、不機嫌な顔を見上げた。

「知ってる」

　問題集を閉じた玄がじっとこっちを見つめた。

　知ってるって何がだよ。豆シバにヤキモチを妬くとかマジで意味ねぇんだぞ。あいつがひとり困ってるから手伝ってやってもいいって思ったのはホントだけど、でもそれだけでやりたくもないものをやるほど、俺だってお人好しじゃない。お囃子、楽しそうって思ったからやる。

　なぁ、それだって、お前の太鼓を叩く姿を見ていなかったら思いもしなかった。真剣に太鼓やってるお前がカッコいいって思ったら、俺もそんな顔してみてぇって思ったんだ。バカかもしんねぇけど、お前みたいにっつって、そのまんま太鼓をやるんじゃただの真似だろ。

「玄……」

　何も言葉にしなくたって、目が合うだけで全部が伝わったらいいのに。

　俺が好きなのはお前。お前を見たから、何かやってみたいって思った。それを、ちゃんとわかってんのかよ。

「知ってるんだ」

　ベッドへ身を乗り出してた俺を脚で挟み込んで、頬を両手で包まれた。

「……玄」

　そのまま、玄が身体を倒して、そっと、静かに唇が重なる。エロいとか、卑猥とか、あと、可愛いとかとも違う。そっと、触れ合うだけのキス。唇が離れるのと一緒にそっと目を開けたら、不機嫌で怒っているんでもない、いつもの玄がいる。

　あれみてぇ。

　魔法のキス。なんて、くさすぎて絶対にこいつには言う気ないけど、そっと唇が触れ合うだけで、イライラが消える。あんなに眉間に皺寄せてたのに、それがフッと風で吹き飛んだみたいに、玄の顔から消えていた。

「頑張れよ」

　本当に？　何か無理してんじゃねぇの？

「お囃子、風雅がやってるとこ、見るの楽しみだ」

　マジでそう思ってんのか？

　イライラは消えてる。たしかにないのに、なんでか、玄の言葉が定型文じみていて、俺はずっとその表情を見つめていた。




　お囃子の稽古はそんなに難しいことはなさそうだった。リズムはほぼ決まっていて、それをずっと繰り返すだけ。だから練習もそんなに大変ってほどでもない。覚えられたら、あとは掛け声かけつつそれを叩けるようになればいい。

　面を被って踊る人のほうがよっぽど大変そうだった。日舞、まではいかないんだろうけど、それでもやってみろって言われて、簡単にできるもんでもない。太鼓に合わせてずっとやり続けるなんて。

「よし！　ここで少し休憩すっか！」

　仕切っていたおっさんの声に演奏がぴたりと止んだ。

「木砂先輩、どうっすか？　太鼓」

　終わった途端、豆シバが目を輝かせて、いい返事を待ち侘びてた。

「あー、まぁ……」

　俺にできるのかって思った。俺でいいのか？　とも、思う。スタート地点の手前で立ち止まったまま、一歩、踏み出せずにいるんだ。正直、こんなふうに何かを期待されたことって、あんまないから、なんか、まだ戸惑うんだよ。




　豆シバにとってここが居心地のいい場所なんだって思った。ここの人全員が家族みたいにあったかくて、少しうるさいくらいで、でも、豆シバが嬉しそうに笑ってる。

　練習時間よりもどっちかっていったら休憩のほうが長い気がした。皆でするおしゃべり。近所のあそこの家の息子がようやく結婚するらしい、とか、そんな地元の話がずっと続く。

「俺は三歳んときからっす」

「そんなでかかったか？　俺はてっきり二歳かそれより小せぇと」

　豆シバが、どうせ、ずっとチビっすよ、ってむくれてる。

「母ちゃん、元気か？　父ちゃんは？」

「元気っすよ。髪なんか染めてっから、ぶん殴られるんだって、頭はたかれました」

　豆シバと一緒にずっとお囃子をやってるおっさんがでかい口開けて大笑いした。

「そら、おめぇがもっとしっかりしねぇと心配なんだろ」

　おっさんは頭も顔も関係なしにタオルでごしごし拭いた後、飲み物を買いに外へ向かった。豆シバがそのでかい背中をニコニコ笑って見送っている。

「お前の父ちゃんもあんな感じの人？」

　おっさんのでかい背中を見送る横顔がすげぇ楽しそうだった。豆シバが小さいのは母ちゃん似なのかなって勝手に思ったんだ。

「あー、そうっすね」

「……」

「元々、お囃子やってたの親父なんすよ」

　三歳の豆シバは別にお囃子の演奏に加わっていたわけじゃない。豆シバの父ちゃんと一緒に狸の面を被って、お囃子のリズムに合わせて、固定されていたステージの上で踊って、手を振って、笑っていた。

　そのときからずっと夏はここで過ごすようになった。お囃子が楽しくて、ここの人達が大好きで仕方がない。

「ちっこい狸の格好して、それがすげぇ大人気だったらしいっす」

　ここには豆シバの思い出がすげぇ詰まってる。

「今は？」

「仕事で腰悪くしちゃって、できないんすよ」

「そ、っか」

「でも親父もお囃子すっごい好きで、俺も好きだし、だから、やっぱ、続けたいっつうか」

「……おい」

「き、木砂先輩？」

　肩をガシッと掴んだら、やっぱ女みたいに細い。そして、顔もどっちかって言ったら可愛いだろ。目、でけぇし。だからバカにされたくなくて、金髪頭で周りを威嚇しまくってる。すげぇちっこいワンコ。やっぱ、豆シバ。

「俺、太鼓やるわ」

　すげぇな。玄って。

　今まで、こういうのどうでもよかった。一生懸命とかダルいし、適当が一番じゃんって思ってた。でも、玄の太鼓はすげぇカッコよかった。必死に太鼓を叩く姿は最高だった。

「え？　やる気なかったんすか？」

　前の俺ならなかったよ。

「あったけど、マジでやるから！」

　でも、今は一生懸命何かをやることの楽しさをあいつの隣で見て、知ってるから。あの、でかい空にどこまでも響き渡る音を聞いたから。何かしたいって思った。

「あ、あざます」

　俺でもできることがあるのなら、やりたいって、そう思ったんだ。

「おし！　太鼓！　やるか！」

　一歩踏み出した。

　俺が、玄がいる場所へ、一歩踏み入れた。

「おーい、アイスだぞぉ」

「まじっすか！」

「あっ！　てめ！　豆シバ！」

　すげぇやる気がみなぎった瞬間、外のジュースを買いに行ったはずのおっさんが掲げたアイスの袋。豆シバは俺の感動そっちのけで、ワンワン吠えながら、そのアイス目がけて駆けていった。




　お囃子の稽古を終えると、もう十時近かった。子どもはもちろん先に帰らされて、そこからが本番っていうか、祭りのとき、台車の上で演奏するメンバーでの稽古が始まった。ずっと同じリズムを繰り返すだけだけど、それが逆に難しく感じられる。だって、ずっと同じってことはどこかでズレが生じても、転調とかリズムが区切れるところで持ち直すことができない。

　ずっと、ずーっと同じリズムを安定して刻み続けるのは相当疲れる。

「はぁ……」

　っていうか、ヘトヘトだ。

　もう、この時間じゃ、玄のほうは終わってる。あそこは九時にはいつも上がってるから。でも、さすがに家にも押しかけらんねぇし。単身赴任の引っ越しとかももう完了してるはずだから、きっとお袋さんも家にいるはずだ。

　メールくらいならしてもいいだろ。今、初稽古終わった、とか言って、連絡すればあいつがなんでか感じてる不安とかも──。

「え？　玄君、予備校行ってないの？」

　そのとき、耳に飛び込んできた声に指がピタッと止まった。今、たしかに女の高い声が「玄」って名前を呼んだ、よな。

「あぁ、行ってないよ」

　そして、聞こえてくる、俺のよく知っている、玄の声。

　ちょうど街灯と街灯の間で薄暗くてわかりにくかった。目立たないそこに玄と女が立っていた。すげぇ可愛い女。黒髪にぱっつり切りそろえられた前髪、小さな顔にでかい瞳、下手したらそこら辺のアイドルよりも可愛いかもしれない。そんな女が上目遣いで玄を見つめ、甘えた声で話しかけている。

「そっか、大学お互い頑張ろうね」

　大学、玄はたぶん進学組だよな。こういう関係になる前、チラッと噂で聞いたことがある。うちの偏差値レベル「並」の学校から、もしかしたら超一流大学への進学者が出るかもしれないって。俺は大学進学なんてこれっぽっちも考えたことねぇし、卒業後は働くつもりでいたから、もう進学なんて別ルート、別世界って思ってた。

「同じ大学だったらいいなぁ。また、玄君と勉強したら色々教えてもらえるかもしれない」

「……早く帰ったほうがいい」

「うん、ありがと」

　その女は薄暗い中をひとりで歩いていく。玄は送らない。こっちの公民館は玄の家から離れてる。俺を迎えに来てくれたんだ。

「風雅、遅かったな」

　振り返って、俺がいる公民館へとまた歩き出してすぐ、オレンジ色の頭を薄暗がりの中で見つけてくれた。迎えに来たぞ、とか言わない。普通に、当たり前みたいにそこにいる。

　なぁ、今のって、あのすっげぇ可愛い子ってお前の元カノなんじゃねぇの？

　なんとなくだけど、そんな感じがした。でも、そのことには触れもしない。隠すとか、彼女のことを説明するとかでもない。

「あぁ」

「初稽古、お疲れ」

　俺だけを見て、俺だけに向かって歩いてくれる。玄は少しだけ首を傾げて笑ってから、隣に普通に並んだ。並んで、お囃子のことを訊いてくる。俺の初稽古の様子を思い浮かべてるのか笑いながら聞いてくれていた。

　ふたりで夏の暑さが残る夜道をダラダラといつまでもそれじゃ着かねぇよってくらいのんびりと散歩しながら帰ったんだ。




　お囃子の稽古は夏祭り本番までの短期決戦。地域の交流も兼ねてるからか、どっか玄の太鼓サークルとノリは違う。でも、大人だけになって本格的に始めた瞬間、空気が変わる。玄のサークルのほうが早く終わるくらいだから、和太鼓のほうに俺は顔を出せていない。

　でも、玄とは会えている。会えているけど。

　キスは挨拶みたいなのばっかになった。当たり前なんだけど、俺はバイトもあるし、バイトのないときはお囃子の稽古があって、だからお互いに部屋でまったりできるタイミングはそうなくて。夜道をのんびり歩くくらい。外だから、キスをするのもどうかって話なんだけど、暗闇に紛れるようにしながら、触れるだけのキスをする。

　それが物足りないとかじゃねぇ。もっと深いのがいいとかでもねぇ。

　欲求不満とかならマシだったのに、俺の中をぐちゃぐちゃに掻き混ぜてるのは、これは、きっと『不安』だ。今、それを実感した。

　今日は稽古が急遽中止になった。公民館で祭りの実行委員会が何かやるらしくて、使えなくなったからって、明日になった。で、バイトのほうに連絡するよりも早く、もうひとつの公民館へ行こうと思ったんだ。今日は玄も稽古だから、久しぶりにあいつの太鼓が聞けるって思って、今の俺ならまた違った音を聞き取れるかもしれないって思ったんだ。自分で太鼓を叩くことの楽しさを実感した今なら。

　そう思ったのに、駅から少し離れたところで目に飛び込んできた背中に、足だけじゃない、心臓まで止まった。

　玄を見つけて、玄の背中越しに黒髪の小さな頭を見つけて、なんかわけわかんなかった。

　そのツーショットにどうにもならない『不安』が体中いっぱいに広がって、気がついたら走ってた。

　なんだ？　今のって、何？　目撃した光景に心臓のところをハンマーかなんかでぶっ叩かれたみたいな衝撃を食らった。わかってる、玄が浮気とかしないのはわかってる。俺はバカだけど、でもあいつが俺に言った言葉、向けた視線、触れた強さはちゃんと覚えてるから、ただのツーショットを見て、即浮気なんてことは考えない。

　考えないけど、進学校に通う元カノと玄の姿を遠くに感じた。手を伸ばしても届かないほどの遠くに、あいつがいるように思えて、焦って、俺の内側で『不安』が勝手に暴れ出す。だから、走って、走って、それで横っ腹がギリギリねじれるみたいに痛くなることでごまかしたかった。

「……な、んだ、これ」

　何がどうなったのかがわからない。ただ、息をするのも忘れそうなほどイヤだったんだ。こっちにいろよって、あの場でクソカッコ悪く叫びそうになる。そっちじゃなくて、こっちの、俺の隣にいろって。

　あいつの本性を、誰も、あのお人形みたいに可愛い元カノだって知らない。あいつがあんなやらしい笑い方をするのを学校の誰ひとりだって見たことがないのに。それだけじゃ物足りなくなってた。

　玄に元カノがいるように俺にも付き合ってた女くらいいた。いたけど、その誰にも感じたことのない痛みが腹の底にある。ひどくただれた火傷みたいに、熱が俺の身体を蝕んでいく感じ。

　生まれて初めて、劣等感を持った。あそこにはいけない自分。玄の進む「進学」っていう道が俺の足元にはない。そして、玄と同じ進路を持っているあの女。

　おかしくなりそうだ。一瞬で沸騰したみたいに、腹の中で暴れるこれをどこかにぶちまけたくて、発散したくて、ぶん殴れる相手を探そうって思った。繁華街にいけば、ガラの悪そうな奴らがあちこちにいるだろ。

　誰でもいいから。なんでもいいから。とにかく──。

「おいおい、なんだ、その今にも噛み付きますって顔は」

　声をかけられたと同時に肩をぐっと掴まれて、反射的に飛びかかりそうになった。

「！」

「荒れてるなぁ」

　殴りかかろうと疼いた手もパシッと握られて、手首を千切れそうなほど捩じられる。

「いてぇな！」

「痛くしてんだろうが」

　渡辺さんだった。ヒョロヒョロと縦にばっかなげぇくせに、手首を掴んだ力がハンパじゃない。全力で暴れるのに、全然、手を振り解けない。

「ったく、どうしたんだよ」

「うっせぇよ！」

　知るかよ。俺だってわかんねぇんだ。自分で抑えられるんなら、こんなに暴れたりなんてしていない。なんなんだよこれ。こっちこそ教えてもらいてぇよ。

「……もしもし？」

　片手で俺をとっ捕まえて、てめぇ、どこに電話してんだ。怒りのあまり言葉にもならなくて、目でギリギリと音立てるくらいに渡辺さんを睨みつけてる。

「俺、渡辺……アハハ、だよな。お前、今、公民館か？」

「！　おいっ！」

「お前、何してんだ。こいつ荒れ狂ってるぞ？　……あぁ、駅前……そうそう」

「おいっ！　てめぇ！」

　誰に電話してるのかすぐにわかった。そいつからバックれてんのに、何、勝手なことしてんだって、必死に腕を振り回すのに、細くてヒョロヒョロしているはずの腕は余計に力を込めて握ってくるだけだ。

「今、そっちに向かおうと思ったところで偶然、鉢合わせただけ。……来れるか？　……はいはい、そんじゃ、早くしてくれ、イノシシみてぇになってるから」

　玄との電話が終わった。

「おいっ！　離せよ！」

「そうもいかないだろうが。そんな顔して、喧嘩でも吹っかけようと思ってたんだろ。そんなことしたって気分は晴れねぇぞ」

　知ってんだよ。そんくらいバカな頭でだってちゃんとわかってんだ。でも、今、もう、ぐちゃぐちゃでどうしたらいいのかわかんねぇんだよ。

「お前の彼氏が来るまで話聞いてやるから」

「彼氏じゃねぇ」

「おお、そうなんか。んじゃ、俺と付き合うか？」

「ぶっ飛ばすぞ」

　アハハと大笑いされた。呑気な口調とは裏腹に腕はしっかり掴まれたままだ。

「どうした？　なんか、あったか？」

　これは何をどう言ったらいいのか、説明の仕方すらわかんねぇ。ただ、胸のところが苦しい。男同士で、絶対に無理だろって切なくなった。ポニテが玄のことを好きだって知って、正直うらやましいと思った。でも、これはそれとは違う。なんなんだよ。

　あいつに友達がいることも、元カノがいることもわかってた。俺があいつの初めてじゃないってちゃんとわかってる。あいつと俺じゃ何もかも違うのも、理解してる。

　でも、腹の底で何かが暴れるんだ。ガキ以上にガキくさいことを叫びそうになる。俺の隣にいろよ。そんな女と少しだって話すんじゃねぇよ。俺のことだけ見てろよ。俺はお前のことしか見てねぇんだから、同じようにしろって叫んで、キスひとつひとつに縋りそうになる。

「おい、木砂？」

　好きすぎて、なんか、苦しい。

「……もう、俺なんてどうでもいいんだろ」

　オレンジ色の髪を捕まれていないほうの手で、くしゃくしゃに掻き混ぜて、顔を隠した。渡辺さんの前でベソかいてるところなんて本物のガキすぎて見られたくない。

「泣くな」

「泣いてなんかっ」

　わかんねぇよ。好きっていう感情に、ここまで振り回されたことがないから、どうしたらいいのかわからない。うぜぇだろ。そんなのわかってるっつうの。元カノと話してるくらいで大袈裟に騒いだりして、キスがもっと欲しいなんて。俺がお囃子やりたいって言ったんじゃんか。それで会える時間が減ったって不満を溢されたって、玄が困るだろ。呆れてイヤになるだろ。

「っ」

　そう思った瞬間、ヒュッと喉奥で音がした。ずっとなんとなく抱えていた『不安』が輪郭まではっきりとした形になる。

「お前の泣き顔可愛いなぁ、ぶっちゃけ高校生とは思えない色気があんだわ」

「んなっ」

　渡辺さんの顔が男の顔になった。舌で唇を濡らしてから、その唇の端を上げて笑う大人の男の顔を見た瞬間、何言ってんだって、掴まれた腕を振りほどこうと思った。でも、その指は逆に俺の手首に爪を立てて食い込んで、痛みに顔が歪みそうになる。

「風雅」

「ちょ、渡辺さんっ」

　触んなよ、俺は、あいつ以外なんて。

「風雅っ！」

　飛び込むように俺のところに届く声に胸のところがぎゅっと締め付けられた。

「玄っ！」

　こいつ以外なんて、欲しくない。

「あ～あ、もう来ちまったのか」

　これは独占欲。

「渡辺さん、俺、言いましたよね。風雅のことは」

「わかってるわかってる。でも、お前のことを思って、涙溢して色気ダダ漏れさせられたら、そりゃ当てられるだろうが」

「は？　風雅が泣い……」

「ほら」

　ずっと掴まれてた手を引っ張られ、そのまま玄の懐へと投げ出される。

「ちゃんと捕まえとけ。玄」

　玄に胸で受け止められて、俺は物じゃねぇって怒りたいのに。

「そのつもりです」

「ホント、頼むぜ、あやうく襲いかかるところだった」

「襲うって！」

　それを聞いて今度は玄が渡辺さんに襲いかかりそうになる。この人ってなんなんだ。太鼓サークルの会長で、こんなに細くてだらしなさそうなのに。喧嘩なれしまくってる俺ですら、片手一本からさえ逃れられない。飄々としてるけど、その裏側が見えない大人。

「しっかり掴んどけよ、お互いに」

「……」

「本気の初恋に勝てるものなんて、この世にはねぇから。手放すんなら、俺にくれ」

「さしあげません」

　俺の肩を掴む玄の手が力を込めた。強くて指に食い込むくらいなのに、それを痛いと思わなかった。こんなに力いっぱい掴まれてるのに、痛みじゃなくて、嬉しさが胸に広がる。

「風雅のことは誰にも、貴方にも、絶対にあげません」

「……わーってるよ」

　少し意地の悪い大人はニヤリと笑ってから、そのやたらと長く見える手をヒラヒラと布切れみたいに振りながら、公民館のあるほうへと歩いていった。




　不思議だった。あんなに暴れてた腹の底の独占欲が玄の手ひとつで収まる。隣にいて、放さないって言われて、強く、でも優しく手首を握り締められただけで、本当に静かになった。今はもう波立ちもしない。

　俺にもっと話しかけろ。もっとこっちだけ見てろ。もっと、もっともっとって、えげつないくらいにドロドロしていたはずのそれはサラサラと流れる水みたいに透明になった。

「上がれよ、風雅」

　今日は親いないからって、言われた。

　久しぶりに玄の部屋を訪れて、少しだけスンと鼻を鳴らして、胸いっぱいに玄を感じる。

「どうしたんだ？　風雅」

「……」

「風雅？」

　言ってどうにかなるもんなのか？　俺の欲求はきっとこうして玄がそばにいないと収まらないかもしれない。

「ヤキモチなら楽だったな」

「風雅？」

　もう一歩近づいて、誰よりもこいつのそばに、すげぇ近くに顔もっていって、銀縁眼鏡の奥の瞳をじっと見つめた。ほんの少しの変化も見逃さないように。

「キスしたいって思った」

「それなら会うたびにしてる」

「それじゃねぇ」

　お前に見えたらいいのに。この銀縁眼鏡で俺の内側が見えたらいいのにな。

「全部ぶちまけたら、嫌われるかもしんねぇ」

　ぽつりと呟いたら、そんなわけないだろうって、玄の眼に力がこもる。お前も俺と同じことを思っていてくれたら、どんなにいいだろうって。

「玄を独占できたらいいのに」

　──風雅を独占できたらいいのに。

　無言なのに言葉が重なってく気がした。

「玄は、俺が好きか？」

「あぁ、好きだよ」

「それじゃ、足んねぇ」

　もっともっと重なり合って、頭の中がドロッドロに、独占欲でいっぱいになってるみたいに、肌も溶けて混ざれたらいいのに。

　好きって言葉じゃ足りない。愛してるとか、クサすぎて笑える。どんなにすげぇ好きだろうが、結局は別々の身体だから、こいつのことを全部なんてわかるわけがない。

「あれ、元カノだろ」

「あれは……」

「知ってる。お前がどうも思ってないのくらいわかってる。でも、ムカついた」

　すっげぇお前のことが好きだから、あの子に興味がないことくらいわかるよ。お前が惚れてるのが俺だってことくらい、見てればわかる。

「風雅」

　ほら、今だって、その真っ黒な瞳の中には俺のことしか映っていない。ひどい男だ。あんなアイドルレベルで可愛い女に夜「早く帰ったほうがいい」って、しれっと言って「送る」の一言だってない。あんなにお前に未練ありって視線投げつけてんのに完全無視して、俺のほうにだけ真っ直ぐ来てくれる。さっきだって、駅前で話してただろ？　あれ、逃がさないってノリでお前に色目使いまくってたぞ。なのに、渡辺さんの電話ひとつで即こっちに来た。何よりも俺を最優先にしてるってわかってるよ。

　でも、まだ足りない。

　元カノなんてシカトしろ。俺だけでいいだろ。こっちにだけ話せよ。って、腹が立った。

「風雅が好きだって、何度も言ってるだろ」

　あぁ、何度も聞いた。でも、まだ足りない。もどかしい。言葉で何度言われたって、全然足りない。何回言われたところで、お前が誰か女と仲良さげに笑ってたら、それだけで俺はやっぱり独占欲のヘドロまみれになる。

　だからキスするんだ。触れて、セックスして繋がって、身体のやばいとこ全部晒してく。

「風雅、っ」

　ベッドに押し倒して、馬乗りになって、股間に股間を押し当てながら、舌を玄の中に侵入させた。柔らかくて熱い舌を絡め取って、唾液が音を立てるくらい、こいつの口ん中を掻き混ぜてく。股間をグリグリ擦って、反応するよう刺激する。

「風雅っ、今はっ」

「何？　したくねぇの？」

「お前は知らないだろ！」

　は？　知らない？　独占欲なら知ってる。今、それで身体がおかしくなりかけてるくらいなんだ。

「ずっと、我慢してる」

「あ？　何をだよ」

「お前がお囃子をやりたいって言った瞬間、阻止したかった。ここにいろってワガママを言いそうになった。でも、それは束縛だろ？　お前のやりたいことを優先させてやるべきだろ？　だから必死に我慢してた。でもっ」

　齧り付くようにキスをした。舌を差し込んで、玄の口の中をぐちゃぐちゃに犯すようなキス。荒らすみたいに舌を絡めて、舐めて、噛んで、そんで、離れたときに透明な糸が繋がるほどに唾液が混ざり合うキス。

「玄が好きだって言っただろ」

「何度言われても、不安になるんだ。いやになる。こういう了見の狭い自分に呆れる」

　一緒だな。

　お前でしかイけねぇって、何回も言ったのに、教えたのに、それでもやっぱり不安になる。誰かがこいつの隣にひょこっと顔を出す度に、また同じことを思う。おかしくなりそうなくらい切なくなって、すげぇ苦しいのに。それでも俺はやっぱり。

「玄が好きだ」

　言っても、言っても、まだ足りない。言葉だけじゃ足りないから、だからキスするんだろうが。セックスするんだろ。

「風雅はきっとドン引きする」

「しねぇよ」

「するさ。だからキスできなかった。本当に閉じ込めておけたらとか考えたんだぞ？」

　レンズ奥の瞳が苦しそうに歪む。黒い真っ直ぐな前髪を手でくしゃくしゃにして、頭を抱えそうになるのを捕まえた。

「ドン引きしねぇし。俺がどんだけお前のことが好きなのか、いくらでも教えてやる。言葉だけじゃなくて、全部使って」

　今度は触れるだけの、ずっとしていた挨拶みたいなキス。触れて離れて、でも、この唇に今触れていいのは俺だけだって、思いながら、少しだけ柔らかいそこに吸い付いた。ちゅ、なんて音は可愛いはずなのに、跨って、擦り付けていた股間がジワリと熱を持った。

「好きだ、玄」

　お互いにヘドロみたいな独占欲を持ってるんならちょうどいいだろ。

「風雅……」

　俺の名前を告げる唇に指先で触れただけでも、震えるほど気持ちイイ。

「玄のことがすげぇ好きだって、見せてやる」

　自然と笑ってた。笑いながら、俺のしてた制服のネクタイで玄の手首と俺の手首を縛って、繋げた。

「玄は寝てろよ。俺がする。触るの、禁止な」

　お互いに片手が使えない。ズボンはお互いに片手ずつを使って脱がせ合った。指を絡ませ手を繋いだまま、跨ってる。

「ん、ぁ……っ」

　俺は玄の上で腰を浮かせて、これからセックスするために。自分の指を舐めて唾液で濡らしてから、孔に突き入れた。それを玄が見てた。息を飲んで、俺が孔をほぐすところを見つめてる。

「ぁ、はぁっ……っ」

　最近、してねぇから、こいつの咥えて飲み込むためにちゃんと慣らさないといけなくて。

　シャツを脱ぐ前に縛ったせいで、火照った肌に汗でシャツがまとわりつく。すげぇ、熱い。なんかのぼせそう。

「ぁ、あっ、玄っ」

　見ろよ。お前とセックスしたくて、自分でこんなことしてる俺を、ちゃんと見ろ。

「絶景だけど、地獄だな」

　ニヤリと笑ってやった。

　そして、孔の口を行き来する指がちゃんと見えるように、もっと腰を浮かせる。指を動かすために聞こえる濡れた音。それと玄の腹の上辺りには我慢の限界まで張り詰めた俺のペニスが飢えて、涎みたいに先走りを垂らしてる。今のこの姿はきっとやばいくらいに卑猥だろ。

「触りたい。これ、解けよ」

「ダメだっつうの」

　俺にはやらしい音と指の感触だけ。玄には音と視覚的な刺激だけ。玄は見ているだけの状態に飢えきった顔をしていた。

　乳首をいじらせるのも禁止。玄は腹の中で暴れる性欲にギリギリと歯を食いしばってる。

　ゾクゾクした。

　今にも噛み付きそうな男の顔をした玄にも、自分の孔に指を挿れてることにも。

「気持ちイイか？　風雅」

「んなの、お前にしてもらったほうが断然気持ちイイ。でも、触るな。キスやるから、いい子で我慢してろ」

　優等生ぶるのは得意だろって、囁くと、少しムッとしてた。への字になった唇に噛み付いて、舌で口を開かせて、絡みつくような濃いやつを貪るように繰り返しした。

　玄もろくに抜いてねぇんだろ。キスだけでお互いに下半身がバカになったみたいに液を垂れ流す。

　乳首だって、触られていない。いじられてない。なのに、シャツの上から見てもわかるほど勝手にピンと尖って勃起していた。触ってくれって、誘惑してる。

「……玄」

　乳首をいじって欲しい。こいつの指で痛いくらいに抓られたい。舐めて、噛まれたい。そう思うだけで自分の指を咥え込んだ孔の奥が疼く。

　早く、玄のが欲しい。

　俺の中がそうねだって、指にしゃぶりつく。

　これ、この熱くて、硬くて。

「玄のでけぇ」

　気がついたら、腰をずらして玄のペニスに先走りダラダラな自分のペニスを擦り付けていた。

「風雅っ」

「あ、ぁ、玄の、すげぇ」

　熱に浮かされるように尻の奥まで指を突き入れて、前では玄のペニスに夢中になって先走るを塗りつけてる。煽りすぎ。でも止まらない俺に、玄がキレた。腹筋使って、起き上がると勃ち上がった乳首をシャツの上から噛んだ。

「ああぁァァァ！」

　ヒクンと背中が反り返る。

「あっ、ァ、玄っ」

「これ、コリコリだぞ？　風雅。乳首、こんなに勃たせて」

「あァァっ！」

　舐められてるのに、快感が強すぎてなのか、ジンと痺れるほど痛い。ものすごく気持ちイイ。

　声が止まらない。誰もいないから、俺達だけの空間だから、制限する理由がなくて、低く掠れた喘ぎが勝手に零れてく。脳みそが溶けそうに気持ちイイ。

「あァァン、ァ、すげ、もっと、強く、ァ、これ、やばっ」

　中が貪欲に誘ってる。熱くて、トロットロに蕩けてるくせに狭くて、柔らかくて。

「風雅の中、エロいだろ？」

「あァっ、ァ、ひっ、乳首っ」

「ここ、こんなふうにいじると、中がキュウキュウ締まって、最高に気持ちイイんだ」

「あァァっ……ン」

　やらしい身体、そう呟かれたのと、甘ったるい悲鳴みたいな声はほぼ同時だった。

「風雅、早く、もう一本、指挿れて慣らして」

「あ、あ、あ」

　じゅちゅ、じゅず、って、指の動きに合わせて音がする。無理だ。これ以上はもう我慢できねぇ。付け根まで体内に差し込んで掻き混ぜていた指を抜くだけでもやらしい音がした。

「玄っ」

　熱くて、熱くて、ドロドロになってそうな身体の奥を早く玄に掻き混ぜて冷まして欲しい。

「俺の、ここ、もう、熱い」

「ふ、……が」

　玄の声が上擦ってた。

　初めてこんなに好きになった。そいつの上で、大股広げて、身体の奥、俺自身にも見えない孔の口を晒す。尻たぶを自由になる右手で押し開いて、物欲しそうにヒクついてるところを見せ付ける。

　玄が喉を鳴らしてた。ここに俺の尻にさっきから当たる完勃ちしたペニスを挿れたいって、あの涼しげな銀縁眼鏡の奥の瞳をギラつかせてる。

「玄……」

　ゆっくりとまた身体を前に倒して、欲情で乾いてく喉をごまかすみたいに、何度も喉仏を上下させてる玄の唇に深く口付ける。舌を絡ませて、潤すみたいに唾液交換して、音を立てて噛み付く。

「すげぇ、好きだ」

　こんな独占欲を俺に教えた奴をじっと見つめて、今度は挨拶みたいに唇で触れる。あんなにこれじゃ足りないと思ったのに、今、このキスに震えるほど満ちてく。

　あんなにヘドロまみれだったのに、いつ洗い流したんだろってくらい、どこにもない。

「玄だけだかんな」

　きっと、それだって、また横から誰かにかっさらわれるんじゃねぇかって、焦って、悩んで、独占欲に振り回されるんだろうけど。

「玄のが、欲しくて、も、ぉ、我慢できねぇ」

「風雅っ」

　孔の口に切先が触れただけで、身体の奥からトロトロ溶けていく。下半身にそれが溜まって、腹の底をいっぱいにするくらい、一瞬で集まっていく。

「あ、あァァァァァァ！」

　そして、熱くて太くて硬い玄に刺し貫かれた瞬間、身体に溜まった熱が尿道を駆け上がって、鈴口から弾けるように散った。

「は、ァっ、マジかよっ」

　自分から身体を沈めた瞬間、トコロテンするくらい玄に飢えていたなんて。

「やらしい身体っ、だな」

　玄が言葉を詰めたのは俺の中がペニスにしゃぶりついたからだ。

「あ、はぁっ、ン、ァ……ァ、玄っ」

　名前を呼ぶだけでせつなくなる。好きって気持ちがまた膨らんで、孔を狭く窮屈にさせた。玄のペニスに隙間なくしゃぶって絡み付いてる。腰を落とす度にもっと深くまで抉じ開けられていく。気持ちよくて、快楽が濃すぎて、視界がぼやけるくらい。

「あァァっ！　そこ、はァっ」

　下から玄の切先が一箇所を強く押した。腰を器用に使って、そこを何度も抉るように亀頭で、カリ首で刺激される。

「風雅、ここ、ちゃんと覚えろ」

「あァっ！　ァ、ひっ……ン」

「前立腺だ。お前の好きなところ。さっき、慣らすのに、ここ、いじらなかっただろ」

　グリグリされる度に、尿道に快楽の液体が詰まっていくのがわかる。頭、おかしくなりそうだ。久しぶりに抉られる粒に腰が勝手に跳ねて、突き上げてくるペニスを迎えるように、貪欲になっていく。押し込まれる度に、声が溢れて止まらない。

「すぐにわかる。ここ、いじると風雅の先走りが溢れるから」

「あァァっ……ン、ァ、そこ、もっと」

　こいつの声で先走りとか言われると、それだけでなんかすげぇ感度が上がる。

　腹筋が綺麗についた腹にさっきトコロテンで俺が吐き出した白が散らばっていた。玄が熱っぽい視線を俺に向けて、キスしまくって濡れた唇から荒い呼吸吐き出して、きゅっと強く孔を締め付けると、クッと色っぽい唇を結んで堪えてる。

「やらしい顔して笑うなよ、風雅」

「すげ、玄が、ァあっ！　色っぽいから、だろっンン、あぁぁぁ！」

　いきなり、玄が起き上がった。そのせいで中を抉るペニスがまた別の箇所に突き刺さって、そのまま、前立腺も粘膜も何もかもを激しく攻め立てる。跨る俺の身体に片手で抱きつく、その窮屈さも気持ちよかった。腰を上下に振りたくるのを止められない。動く度に、玄の腹と俺の間で、さっき射精したばっかなのに、全然萎えずにそそり立つペニスが擦れて、白濁も絡みついて、卑猥すぎる刺激に眩暈がする。

　男同士なのに、溺愛し合うバカなカップルみてぇに、指絡ませて手を恋人繋ぎしてすげぇ笑えるくらいに照れる。

「ァ、あっ、すげ、気持ちイイっ玄、ァ、あっ」

　ずっとこのままだったらいいのに、なんて思いながら、身体を解けないくらい絡み付かせて。ガバリと大股に開いた間で、玄の敏感な雄の部分を全部飲み込んで扱いてく。

　俺に病みつきになればいい。女なんかよりももっとすげぇ気持ちよくしてやるから。

「ァ、ン、ん、ァ、玄、そこ、もっと、抉れっ」

　ねだると、嬉しそうに笑った。

「それだけ？　こっちは？」

「あっ、ひゃァっン、それ、気持ちイイっ」

　乳首を摘まれて、快楽が身体を駆け抜ける。

「あァァ、ン、もっと、強くっ痛いくら、ぃがいいっ」

　ずちゅりって、やらしい音がした。玄が下から強く押し上げて、ふわりと身体が浮き上がる。体格差なんてほぼないのに、すげぇ強い一刺しにゾクゾクする。こいつの荒い雄の部分に興奮して、また身体の奥が熱を上げた瞬間、ずぷっと奥にまで玄の切先が押し込まれた。

「あァァァァっ」

　奥も、中も、入り口でさえ気持ちイイ。だから、抜けそうなギリギリから一気に貫かれると、ものすごい快感だった。背中を反らせて、天井に甘ったるい喘ぎを吐き出して、今度は玄の舌からの愛撫に悶絶する。

　胸を反らせるような格好で、玄の目の前には俺の尖りきって、勃ち上がった乳首がある。そこい噛み付かれて、歯で尖った部分を擦られると、尻の奥までビリビリ感じる。痛みに近い刺激にキュッと中を締め付けると、今度は柔らかく濡れた舌に乳首を舐められて、その感触にトロッと鈴口が透明な液を漏らした。

「気持ちイイか？　風雅」

「ァ、あン、乳首、ヤベぇ、って、ああァァっンあ、あ、あァっ！」

　乳首を歯でいじられながら、片手に尻を揉みまくられて、前立腺をゴリゴリ切先で押し潰される。三箇所をものすごくやらしく攻められて、眼の奥がチカチカした。

「久し振り、だから、ン、ァ、も、やばいっ」

「風雅っ」

　おかしくなる。つか、もうおかしいのかもしんねぇ。男なのに、こんなとこに突っ込まれただけで射精して。もっと奥まで欲しくて、俺はきっと今まで見たどんなＡＶ女優よりも淫らに腰を振ってる。

　こいつのペニスを内壁で扱いて、音立ててしゃぶりついて、女のそこよりもきっと濡れてる。そのくらい、ペニスからはエロい液体が溢れてた。

「あァァン、そこ、玄っげんっ」

　名前を呼ぶだけで好きって感情が膨らむ。奥を突かれる度に、こいつに夢中になる。

「玄っ」

　久しぶりのセックスにすげぇ溺れてく、けど。

「？　風雅？」

「久しぶりだから、じゃねぇ」

　乱れまくって振りたくってた腰をピタリと止めて、俺を抱きしめる玄をじっと見つめた。

「風雅？」

　久しぶりだから、こんなに気持ちいいんじゃない。全然してねぇから、慣らさないといけないのに、それも適当でいいって思うほど、早くこいつが欲しくなったのは、欲求が溜まってたからじゃない。

「玄がすげぇ、好きだから、だから、すげぇ、気持ちイイ」

　トコロテンするのも、手使って扱いてねぇのに、全然萎えそうにないペニスも、男なのに身体の奥に玄を感じると蕩けそうになるのも。

　こいつが好きでたまらないからだ。

「すげ、好き」

　恋人繋ぎの手をもっと強く握って、たくましい首に腕で掴まって、首を傾げて、そっと口付けた。

「ン……ん、ん」

　唇を重ねたまま、ペロッと舐められて、舌を迎え入れたら、奥でエロい音がした。俺の身体の奥に玄のペニスがまた押し込まれる。熱をズン、ズンと送り込まれて、快楽が擦り付けられる。

「ん、ァ、あっ……玄、も、俺、イくっ」

「あァ」

「な、ァっ、俺だけ」

　激しく突き上げられるせいで言葉が上手く繋がらない。

「ァ、俺の、中でだけ、イけよ」

「……」

「俺ん中にお前の、独占欲、吐き出、ァ、んんんっ！」

「ホント、お前は」

　代わりに、お前の、綺麗で、そのくせ色っぽい身体を俺の独占欲まみれにしてやる。

「ン、んんっあ、玄、そこ、もっと、奥までっ」

「っイく」

「あ、あ、あ、あァァァァっ」

　その瞬間、ふわりと浮いて、飛んで行きそうな身体をお互いに抱き締めて、恋人繋ぎをしている手で捕まえていた。




　独占欲なんて、今まで誰に向けられたって、うざったくて面倒で嫌なものだったのに。ついさっきまでひとりだけ、俺だけが玄に対して抱えてるんだと思ったら、鬱陶しいほどそのヘドロみたいに絡みつかれて、洗い流せたらって思ったのに。

　今、お互いに我慢することなくぶちまけたら、なんか、すげぇ心地いいものに変わった。そんでもって、自分の単純さに笑える。

　学校へ行く足取りも軽いくらい、簡単に気分が浮上していた。

　授業中も黒板を見ればどうしたって目に入る玄の背中、それを久しぶりに素直にドキドキしながら見惚れていた。

「おーい、木砂、なんか呼ばれてるぞー！」

　教室でダラダラしていたら、入り口で名前を呼ばれた。振り返ると、パツキンがひょっこり現れる。豆シバだった。

　入り口からこっちを覗いている顔が笑いそうになるくらい緊張してた。しかも、あのパツキンだ。三年の教室に目立つ頭で現れるのは勇気がいるはず。知らない顔だと皆が向ける視線に居心地悪そうにしていた。

「どうした？」

「あの、明日の練習なんすけど。祭り、あともう一ヶ月ないんで、そろそろ衣装を合わせようってことになってですね。はっぴ、合うサイズあるか確認したいって。貸し出しなんすけど、もしサイズなかったら、用意しないといけないんで」

「あぁ、わかった。時間はいつもと変わらないだろ？」

「あ、あの、生徒会長さんも来ますかね？」

「え？」

「あっいや！　この前、一年んとこの廊下でばったり会ったんすよ」

　へぇ、そんなことがあったのかって思って、玄と豆シバのツーショットを想像した直後に苦笑いが零れた。タダの豆シバ、あの玄の元カノに比べたら数百倍、いやそれどころか完全ゼロなくらい可愛いところもないし、男だし、チビでうるさいけど、それでもやっぱり俺の独占欲は顔を出していたんだろうか。

「あの、あの人、太鼓やりたいんすかね？」

「は？」

　豆シバの視線を向けた先には、他の奴と話をしている玄がいる。

　玄に聞かれないように、こっそりと内緒で打ち明けてくれた。玄にこの前、呼び止められて、お囃子の太鼓のことを色々聞かれたんだそうだ。俺の太鼓はどうなんだ、とか、ちゃんと練習してるのかとか、他の大人に混じって悪さをしてないか、とか。あいつのいないところでの俺の様子。つまりは、俺にちょっかいを出す奴がいないかどうか調べていたらしい。いらねぇっつったのに、今回もまた必要のない心配をしていた。

　でも、その心配性が、豆シバには俺を蹴落として、自分がお囃子の太鼓をやるのに相応しいってアピールしているみたいに感じたらしい。

「なんだよって、木砂先輩にいちゃもんつけてんじゃねぇよって思ったんすよ。そしたら、自分は和太鼓をやっているからって、アピールされて」

「へ？」

「俺！　木砂先輩にお願いしたいっす！」

　豆シバは玄に対して最初からいい印象がないんだろう。生徒会長、教師からの絶大な信頼と、生徒からの憧れとか人気とか。その優等生っぷりが、前の俺と同じように気に食わない。涼しい顔して、どうせ自分が一番すごいんだとか思ってんだろ、すげぇムカツク、みたいな感じ。

「三年生だし、一応、愛想よくしましたけど、俺！　マジで！　木砂先輩尊敬してるっす」

「……お、おぅ」

　豆シバの同学年にもきっと玄の優等生ぶりは噂として流れてるんだろ。そんな中、ひとり異を唱えることに気張ってる豆シバが可愛くて。

「なっ！　なんで！　笑うんすか！」

　おかしかった。マジで、本物の豆シバみてぇ。んでもって、俺はその主とか。玄を邪魔者扱いとかさ。

「わりぃ、わりぃ、わかったよ。はっぴな」

「そ、そうっす」

「必ず行くから」

　パツキン頭を掌でグリグリしてやると、チビだってことを気にしているこいつのことだから、子ども扱いすんなって怒りそうなのに、それどころかちゃんと伝言を言えたご褒美に頭を撫でられて、嬉しそうに尻尾を振る豆シバそのものだった。




「さっき、豆が教室来てただろ」

「……おせぇよ、玄」

　ここが屋上で、カンカン照りすぎる昼飯時に、外で飯を食いたいって物好きはいなくて、ふたりっきりだから名前呼び。教室ではちゃんと苗字に戻してる。

「つか、豆って。短縮しすぎだろ」

「何話してた？」

　お前は聖徳太子かよ。玄はあのとき、ちょうどクラスの奴らと会話をしていた。その中で、よく後ろの入り口のところで話してた俺と豆シバに気がつくな。しかも、あいつ、お前に見つからないようにって、目立つ金髪頭だけど、物陰に隠れて話してたのに。

「はっぴ、サイズ合うかどうか、明日の練習で見るんだと」

「それだけ？」

「あー……それと」

　豆シバにとって俺は主で、それが玄の中では気に食わなくて、豆って、わざと嫌味を込めて呼んでる。なんかその威嚇がたまらなく愛しいし、楽しい。

「なぁ、玄」

　この暑い中、きっちり首元を締め付けてるネクタイをグイッと引いて、顔を近付けた。隣にただ座っているだけなら、わかんねぇし、普段だって別に気がつかない。

「お前、お囃子の太鼓やんの？」

「やるわけないだろ」

　でも、この日差しじゃ汗くらいかく。優等生だろうが、どんなに涼しい顔してお上品に眼鏡をしてたってさ。

　それに、玄は案外汗っかきだ。

　セックスんときに抱き付くと背中やうなじがしっとり汗ばんでる。野郎の汗なんて、普通はゲッて思うのに。玄のだけは、その湿気にさえゾクゾクするんだ。あと、そのくらい密着すると感じる匂い。

　香水とかじゃない、ボディーソープとシャンプーの匂い。こいつんちに泊まる度、同じ匂いが俺の身体からも香って、それがすげぇ気持ちイイ。

「でも、あいつ、お前がお囃子に参加したがってるって、言ってたぞ？」

「それは……」

　おお、あの玄が、言い訳を探してる。珍しいな。

「豆に木砂先輩にやってもらいたいっス！　って、熱弁されたんだけど？」

「は？」

「俺ってば、懐かれてる？」

　ビキッ、ってこめかみに血管が浮き出そうなくらい、ムッとした。その顔に俺のほうの独占欲は大満足だ。

「もっと、ヤキモチ妬けよ」

「っ」

　唇に噛み付いて、舌差し込んだら、日差しのせいなのか、のぼせそうなくらい玄の粘膜が熱かった。

「おい」

「怒れ、怒れ、バーカ」

　ムッとした顔がおかしくて、つい笑ったら、その笑い声ごと食べるみたいに、玄の熱い舌が俺の中を荒らして、唇を少しだけ齧って、俺を叱ってた。






８　夕陽に染まるオレンジ









　ふたりで教室を出るのは目立つから、途中で待ち合わせて、一緒に帰る。放課後、それぞれ違う予定が入ってるときもあるけれど、それでも、一緒に帰りたい。そんなことをお互いに口に出したことはないけれど、玄もきっとそう思ってる。

　今日は特別夕陽が赤かった。空は紫色してんのに、玄と俺が向かっている公民館のほうの空は真っ赤だ。空気にも色が付いたみたいに、玄の周りも真っ赤に染まっていた。

「太鼓、休みなんだっけ？　なら、このあと、お囃子、来る？」

「あぁ、それもいいかもな」

「マジで？　あ、でも、お前、豆シバで遊びそうだから、ダメ」

　当日着るはっぴもばっちり用意した。サイズ合わせでこの前着たけど、なんか、ちょっと、カッコよかった。パリッと糊のきいた襟が首のところをかすめるのが嬉しかった。いつもくたっとした制服のシャツか、私服もＴシャツが多いから、「特別」なものを着ているって思えた。

「遊ぶわけないだろう？」

「はいはい」

　その言い方ぜーったいに遊ぶだろ？　豆シバをもてあそぶ気満々だろ。俺は玄の少し後ろをトボトボ歩きながら、夕陽色の白いシャツを横目で眺めていた。広い肩、半袖から出てる腕が骨っばってるっつうか、筋肉質な感じっつうか。同じ男なのに見惚れてる。

「渡辺さん、腹痛だっけ？」

「急性胃腸炎」

　っていうことで太鼓の練習がなくなったらしい。あの人、普段から練習場所にいないことも多いから、俺が見る限りじゃ、いてもいなくてもいいような気がしてくるんだけど。そうもいかないんだな。

「なんか、栄養失調っぽいもん。細いし」

「身体、見たことあるのか？」

「ばっ！　ねぇよ！　バカかっ！」

　半分冗談、半分本気、なんだろうな。でも苦しそうな感じはしない。慌てて否定すると、クスクス穏やかに笑う声が紫色の空に溶けていく。前は渡辺さんって呼ぶことにもイヤな顔したくせに、今はそこまで嫌がらない。それがなんとなく寂しいっつうか。もっと、グイグイ来いよとか思う俺は、けっこう、ワガママだ。

「つか、お前が何か薬でも盛ったんじゃねぇのかよ」

「どうかなぁ」

「マ、マジか」

「そんなわけないだろ」

　否定しながら、また笑ってる。

「でも、風雅のこと、本気で狙ってたから、な」

　な、って、なんだよ。そこで意味深に笑うなよ。

「だから、マジで俺のことなんて狙ってねぇって。つか、やっぱ、何かヤバイもんでも飲ませて」

　お前の場合、けっこうマジっぽいんだよ。

　独占欲を隠さず、ぶつけ合うようになったら、なんか、こんな会話が楽しくて、胸のところがくすぐったくなった。気を引き締めてないと、勝手ににやけるから。しっかり顔に力を込めて。

　俺の顔も赤く染まってるんだろうか。玄が俺を見つめ、その黒い瞳が陽でも灯ったみたいに揺れている。

「夕陽がすごいな」

「……」

　今、向かっている公民館は西にある。綺麗な赤い色をした夕陽はあっという間に沈みかけて、代わりに空の紫が濃くなっていく。青、紺色が混ざり始めたのか、さっきまで赤く見えた玄のシャツの色合いが変わった。

「髪、オレンジ色だから、すごいな、夕陽に照らされると」

　玄の手は筋肉質で無駄がなくて、男の手、って感じがする。まだ付き合う前、俺の首筋に喧嘩でできた傷があった。そこにこいつの手が触れる度にドキドキしてたっけ。

「すごく、綺麗だ」

「！　はっ、はぁ？　おま、おま、バカっじゃねぇの！　おまっ」

「どもりすぎだ、風雅」

　どもるだろ、そんなこと言われたら。あのころにそれを言われてもサラッと流して「アホなこと言ってんじゃねぇ」で済ませられた。でも、今は好きだから、動揺するに決まってる。

「あと、可愛い」

「バッ、バ、バーカ！」

　男が綺麗なわけねぇじゃんって思うけど。玄にそう見えることがたまらなく嬉しかった。言われたこともねぇし、きっと、これから先もそんなことを言うのはお前くらいなもんだ。この、先……も。

　今年の夏、俺はこいつと過ごせるんだな。

　夕陽を綺麗だと思ったのは初めてかもしれない。そんなもの気にしてなかった。時間を、その瞬間を大事に思ったことはなかった。

　でも、玄とこうしていると、空気が、時間が、全部、すげぇ大切になる。大事な一瞬がいくつも重なって、俺達の「今まで」を作ってる。

　このオレンジ色も、紫色の空も、そして、玄の黒い瞳も、色鮮やかに俺の中に刻まれて、来年の俺にとって大切な「思い出」になるんだろうな。そして、来年の俺は、きっと再来年の俺にとっての大事な「思い出」になってるんだ。




　夏、高校三年の俺達にとっては進路っていう重要なことを考えないといけない時期に、俺は夏休みのことと、もう明日にまで迫ってきた祭りのことで頭がいっぱいだった。

　やべぇ。すっげぇ、緊張してる。

　心臓が口から出てきそうになってる。マジで、口開けたら飛び出そう。喧嘩しまくって、上級生だろうが、アホな大人だろうがおかまいなしにボコボコにしたことがある俺が、まさか、太鼓叩くのにテンパってるって、どうなんだ。

　土曜は前夜祭で山車はない。ただ、的屋が並んでるだけ。俺はいつも本祭にばっか行ってたから知らなかったけど、道路も封鎖しないらしい。祭りの感じはほぼない。明日が本物の祭り。

　明日、このはっぴを持って、八時に公民館に集合、そればっかを唱えてる。

　頭の中ではお囃子の音がずっと鳴っていた。

　カネの音と笛、それと自分が叩く太鼓の音。あと、すぐ隣で舞う狐の足音。狐の面をつけたただのおっさんだけど。ドタンドタンとお囃子の音に合わせて地面を踏み鳴らす音が耳の奥でずっと鳴っている。

　祭りが終わったら、試験があって、花火大会があって、その週末から夏休みに突入する。頭の中はお囃子と夏の予定を玄と過ごすことでいっぱいだ。

　玄はこの祭りで太鼓を叩くわけじゃねぇけど、渡辺さんが祭関係者と知り合いらしく、時間に都合がつくメンバーだけで祭りの準備を手伝うために駆り出されていた。役員に弁当配ったりとか、酒運んだりとか。

　日曜は見に行くなんて、言われたけど、あいつに見られてたら、緊張して音がすっ飛びそうだよな。そんなことを考えては、また緊張が高まった。そのとき、玄からメッセージが届いた。

　──今夜、少し時間あるか？　和太鼓で使ってる公民館、来れないか？

　じっとしていられなかった俺は、玄からのメッセージに飛びつくように、家を飛び出して、走っていた。




　公民館の、いつも使っている部屋に明かりが灯っていた。でも、玄関には靴が一足あるだけ。つまりは玄しか中にいない。

「よ、よぉ、お疲れ」

　やっぱり玄しかいなかった。一日歩き回るから、ラフなズボンにＴシャツ。いつもと少し違う玄の服。でも、なんか、その違いが……すげぇツボだった。

　玄のことを真っ直ぐに見つめられなくて、足元に視線を落とした。

「太鼓？」

　部屋にはガキンチョ達がいつも紐からぶらさげて叩いてる小太鼓がひとつ、ポツンと置いてある。

「あぁ、借りてきた。さっき、会長から」

　玄のそばにあるとやたらと小さく見える。いつも、こいつが叩いてるのは数十倍もあるでかいやつだから。

「風雅の太鼓聴きたくて」

「は、はぁ？　い、今？」

「ほら、ここ、座って」

「おいっ！」

　グンと手を引かれて、太鼓の前に座らされる。お前に比べて、笑えるくらいに下手なのに。一定のリズムを延々続けていればいいだけだから、できているだけ。変則的に音が変わる和太鼓よりも簡単だ。

　俺が太鼓の前に座ると、それを囲むように玄が両脇に足を置く。

「な、なんか、この体勢、バカップルくせぇ」

「大差ないだろ」

　クスクス笑う声がすぐそこで聞こえる。

「明日も俺は手伝いがあるから、風雅の演奏に張り付いてばっかりってわけにもいかない。それに、お前ひとりの太鼓が聴いてみたい」

　ひとりで叩く太鼓だから聞かせたくねぇんだ。本番ならカネ、笛、掛け声で下手なのがごまかせる。

「聴かせて」

　背中があったかかった。

「わ、笑ったら、ぶっ飛ばすかんな」

「笑わない」

　最近は、合わせて演奏してたから、急に単体で叩くことに戸惑った。細いバチをぎゅっと握り締めて、タイミングを捕まえられずに、何度もバチを握り直してると、玄が俺の右手ごとバチを握り込んだ。

「緊張してる風雅はものすごく可愛いな。その顔、明日、誰にも晒すなよ」

「は、はぁ？」

　そして、トントン、と小さくて軽やかな太鼓のシンプルな音が響く。玄の手が俺の手を使って叩く音。

「ほら、そっちの手も」

「！」

　なんか、マジでデレたバカップルだろ、これ。背後から抱き締められて、腕で囲われながら、太鼓を叩くとか。

「昔の映画のワンシーンみたいだろ？」

「バ、バーカ！　知らねぇよ！」

「本当は美男美女のカップルがムードたっぷりの中キスして、背後から抱き締める男の手に指絡ませて、イチャつくシーン」

　なんだ、それ。

「昔のロマンチックな恋愛映画を真似して、太鼓を股間に挟んで、バチ握って、イチャつく男子校生同士ってかなり恥ずかしいぞ。明日、お囃子で太鼓叩くよりもずっと」

「バッ……ン、んくっ」

　バカじゃねぇの。俺だけが恥ずかしいんじゃねぇって、反論しようと思ったのに、その言葉は全部、キスで食われた。

「ン……っん」

　柔らかくて、優しい、女ならイチコロだろう、映画のワンシーンみたいな甘いキスに、緊張してた身体から、力がどんどん抜けて蕩けていった。




　朝、スマホのアラームが鳴る直前に目が覚めた。

　緊張しているんじゃない。眠れなかったわけでもない。スッと朝、目が普通に開いた。

「……すげ、暑そう」

　カーテンの隙間からでもわかる。すげぇ、暑そうな日差しが、朝だっつうのに差し込んできて、寝起きの俺は何度も目を擦ってた。

　笑えるくらい、あんなに緊張してたのに。なんかそれがスッと消えて、楽しみだ、としか感じねぇ。

　──緊張してる風雅はものすごく可愛いな。その顔、明日、誰にも晒すなよ。

　玄のおかげで、緊張が消えていた。

　太鼓叩くだけでビビるほど、小さくねぇよ、そう思えた。ひとつ、大きく胸に空気を溜め込んで吐き出す。眠気も緊張もどこにもねぇ。祭りなんだから、楽しくやるのが一番だろって、ベッドを飛び出した。

　集合場所の公民館には、週三で顔付き合わせた馴染みの面子が揃ってる。女メンバーも少しだけいて、気合入ってます！　って、感じにきつく髪を編み上げてた。小さな三つ編みがドレッドみたいになっていて、あれ、すげぇ時間かかんだろうなぁって。

「おはようございまっす！」

「おぅ」

　でも、そんな女メンバーよりもずっと気合入って、鼻の穴を膨らませた豆シバが突進してきた。フリスビーを今持ってたら、投げてみたかったくらい、いつでも全力疾走できるって、準備万端って顔してた。

　毎年参加してるくせに、すげぇワクワクした顔の豆シバに少し苦笑いだったけど、なんでそんなワクワクすんのか、はっぴに着替えてすぐにわかった。

「うわっ！　すっげー！　見晴らし最高！」

　二メートルもいかないくらいの高さなのに、山車に乗って眺める景色にテンションがグンと上がる。山車の屋根上には大人がふたり陣取るらしい。そこから進行方向を見て、指示出して、掛け声煽って、祭りを盛り上げく。ちょっと、上、登ってみてぇって思ったけど、学生はダメらしい。

「木砂は今年三年かぁ。したら、来年の祭りは上、登れるなぁ」

　そう言ってもらえた。来年って、俺、今回、ゲストなんすけど。学生だから元々参加費無料ってことだけど、でも、俺は別にここの会のメンバーじゃねぇし。なんて、思いつつも頭ん中で、いつもは祭りをブラブラ散歩するだけだった俺が、来年、あんなとこに登って、声張って、両手で煽ってる姿を想像してた。ぼーっと眺めてるばっかだったのに、そのど真ん中に行けるって思い浮かべたら、すげぇ、楽しそうだった。

　山車がここを出発するのが九時。で、駅前の歩行者天国になってるロータリーのとこに、全部の山車がほぼ同時に集結して、お囃子合戦を始めるのが十時すぎからお昼くらいまで。

　今の時間が八時半。

「……」

　風雅の奴は手伝いで忙しいって言ってたな。今頃、バタバタ走り回ってんのかな。公民館の入り口、看板の真上についた時計を見つつ、そんなことを考えたのと同時だった。はっぴの合わせ目、腹んとこに携帯していたスマホがブブブって鳴った。

　──風雅の太鼓、観に行くから。

「昨日だって見たくせに」

　もうそろそろ出発時間だから、返信してる暇がなくて、ひとり言で答えてた。

　──おーい！　私も見に行くね！　ヤキモチやきの彼氏さんが番号は教えてやらないとかいうから、スマホ強奪して打ってます。

「あ？　これ、もしかしてポニテか？」

　ずっと会ってなかった。俺がお囃子の練習に参加するようになってからだから、もう一ヶ月以上はポニテの顔を見ていない。あいつ、女なのに、好きな男を、同じ男の俺なんかに持ってかれたんだ、悔しいだろうし、バカな俺もどう接していいのかわかんなかった。

「ふざけんな。浮気しやがって」

　ぼそっと苦情呟きながら、つい、自然と笑顔になった。文章なのに、文字なのに、元気に笑うポニテが想像できたから。別にそういう意味で好きなわけじゃねぇけど、友達っつうかなんつうか、けっこう、ハキハキしたポニテのことは好きだったんだ。あいつのことを泣かしたくなんてなかった。でも、それ以上に、玄のことが好きだったから。

「え？　浮気してんすか？」

　なんで、そこだけ拾うんだよ。豆シバはヤンキーみたいな風貌してるくせに、中身はまんま小型犬で、山車に乗ってからずっとウロウロ落ち着くことなく動き回ってた。垂れ幕で覆われた奥にはかなり狭いけど、荷物を置けるスペースがある。貴重品とか、水とか、最小限の荷物だけをそこに置くんだけど、豆シバはずっと、そこと舞台のあるこっちを行ったり来たりしていた。

「木砂先輩、やっぱ、彼女いるんすか？」

「バーカ、ほら、早くしねぇと出発するぞ」

「ウィッス！」

　どっちのメッセージにも返信せずに俺は今日一日世話になる山車の上で、バチ握って、大きく深呼吸をした。

　もう、祭りが始まる。そんな、駆け出す直前の、スタート地点みたいな空気を胸いっぱいに吸い込んでいた。




　太鼓の音、カネ、笛、舞のときに鳴る足音。それだけじゃ、祭りの音にはならないんだ。煽るような掛け声と、上からみると、ものすごくひしめき合っているのがわかる人混みの雑多な音。

　全部が全部合わさって、祭りの音になっていく。

　鼓膜がバカになりそうな中、俺も自然と掛け声を上げていた。緊張も照れもどこにもないし、そんなものを感じている暇もない。俺の隣は笛の奴が座っていた。豆シバはそのすぐ後ろに立って、カネを鳴らして、はしゃいだ声で騒いでる。チラッと見たら、すげぇ楽しそうだった。見ているこっちが踊りたくなるような、そんなはしゃぎ方。お囃子が好きで、楽しいって、よくわかる。そして、このお囃子をしたくて、必死だったんだなって。

　そろそろ、駅前だ。のっそり緩やかに動く山車が、いっそう混み入った駅前へ入っていく。車道にはびっしり人がいた。光線って言ったほうが合っていそうな、強い日差しの下暑そうに険しい表情をしている人もいる。山車の舞台には冷房なんてあるわけがなくて。日差しは屋根で大丈夫だけど、これだけの狭い箇所に人がぎゅうぎゅうに座って、ずっと動いてるんだ。暑さもハンパじゃない。

　あんなに大勢の中に玄がいるんだなって。見つけられないかもって思った。奇抜なピンクや緑の髪色してればまだわかりそうだけど、黒髪眼鏡なんて、そう簡単には──。

「！」

　眼に飛び込んでくるって感じだった。あいつには狐が舞をしてる山車に乗ってるとは言っておいたけど、もうすでにロータリーにはいくつもよその車が合流している。素早く動くこともできないだろう、人混みの中で、俺のいる山車を見つけるのなんて、至難の業だと思ったのに。

　向こうも俺をすぐに見つけてくれた。

「あ！　木砂先輩！　あれ、生徒会長っすよ！　つか、あの人がさっきの木砂先輩の彼女さんっすか」

「ちげぇよっ！」

　太鼓を叩いてるから声がでかくなった。

　よかった。アホみたいに練習したから手が止まらず、太鼓を乱さずに済んだ。

　なんか、この中でばっちり目が合うとか、運命っぽくね？　とか、感動して、一瞬だけど、音とかが消えた。豆シバが気がついたのは、こっちの山車にすげぇでかい声張り上げて呼びながら、ほっそい腕をブンブン振っているポニテがいたからだ。そのポニテを俺の彼女だと勘違いしてる。あいつは太鼓の掛け声に慣れていて、叫ぶの得意だから、基本、声がでかい。そいつがピョンピョン跳ねてれば、この高い位置にある舞台からよく見える。

「……」

　でも、俺は玄をそれよりも早く見つけてた。玄も俺を誰より早く見つけてた。太鼓を叩いてる俺を見て、ニヤッと笑っている。ゆっくり、あっちだ、こっちだって好き勝手に歩き回る人の中を掻き分けて、俺のいる舞台の真下に来て、真っ直ぐに見上げてる。

　ドキドキした。こっちへ顔を上げる玄がすげぇ眩しそうに俺を見つめてくるから、ドキドキして、胸の辺りがじんわり来る。

　がっつり見学してるふたりにいいところをみせようと思ったのかもしれない。豆シバがいきなり、今まで以上にでかい声を張り上げて、それに釣られるように、この山車自体が騒がしさを増す。狐のおっさんが、張り切って激しく踊れば、同じ舞台に座っている俺達もなんか揺れて、せかされるように掛け声がでかくなる。

　そのとき、玄が指先をどこかへ向けた。「あっち」とでも言うような指先と表情に促されて、前を見たら、いつの間にかよその山車がこっちへ挑むように急接近していた。

　赤くて長い髪を振り乱して、鬼の面をぐいっとこっちへ向ける。刀を振り回して、喧嘩を売ってきやがるから。

　俺も、豆シバも、狐のおっさんだって、負けるわけねぇだろって、声張り上げて、お囃子の音をでかく青空に響かせて、ずっと、ずっと叩き続けて。飽きそうなもんなのに、なんでだろう、途中からすっげぇ盛り上がってきたんだ。一日ぶっ通しで叩くわけじゃない。途中で交代を繰り返して、炎天下の中でも熱中症にならないように水分とりつつ。ヘトヘトなのに、暑くて仕方ないのに、もっともっと叩きたくなる。声を張り上げて、山車同士で鉢合わせする度にテンションが高くなっていく。もう終わるころには自分の声が変に高く聞こえた。ずっと、一日中ずっと、音の渦のど真ん中にいたせいで、全身が音に染まってて、鼓膜が放心状態って気がした。

「おー、お疲れだったなぁ」

　このお囃子会の会長、豆シバがおっさんって言ってた人が、今日一日で日焼けした気がする笑顔をタオルでごしごし拭いている。頭には捩じった手拭いを巻いて、首んとこにも少しでかめのスポーツタオルをひっかけて、はっぴの帯んとこにもまた別のタオル。で、今、顔を拭いたタオル。合計四枚も使ってる、タオルのおっさん。

「今日は暑かったからなぁ」

「マジっすよ！　でも、すげぇ、人でしたね」

「そら、そうだろ！　うちの山車が一番盛り上がってたし、目立ってただろうが！　オレンジ頭と金色頭、派手なのがふたつも並んでんだからよ！」

「そーっすね！」

　豆シバが嬉しそうに笑ってた。たしかにすごい人だかりになってた。熱気と強い日差しでもう汗だくだ。でも汗すら気になんないくらいに太鼓に夢中だったし、そのあとの片付けも、なんか、ちょっと楽しかった。ただ山車で使ったものを倉庫にしまってくだけなのに、別に人がすげぇいる駅前じゃないから騒々しいわけでもないのに、なんでか、片付けも祭りの中に組み込まれてた感じ。片付けなんて、学校じゃ、すげぇダルくてサボりたくなることなのに。

「おら、汗、拭け」

　全部が片付いて、ホッと一息入れたら、急に汗が気になった。でも、はっぴで拭くのはどうかなと。

　汗拭くもんなんて持ってねぇ。そう思ったとき、タオルのおっさんがぐいっと差し出してくれた。え？　使ったやつとか渡されても、って自然と顔がしかめっ面だったのか、受け取る手が躊躇してたのか。タオルのおっさんがすげぇ大笑いをして、新しいやつだって、洗ってあるって言ってた。礼を言って、顔を拭いたら、たしかに洗剤のいい匂いがする。

「楽しかったか？」

　顔をおっさんと同じようにゴシゴシ拭いていたら訊かれた。

「あー……はい、楽しかったっす」

「そっか。したら、来年も宜しく頼むな」

「え？」

　すげぇ楽しかった。音の中にいるのってこんな感じなんだなって、あのときの玄を思い出した。必死になって、険しい顔で太鼓を打つ横顔はすげぇ衝撃だったんだ。そんなに夢中になれるもんなのかって思ったけど。

「来年、こいつはまだ無理だけどよ。お前が山車のてっぺん乗って、掛け声煽ったら、それこそ大盛り上がりだ。気持ちイイぞぉ？　上からの景色はよ」

「……」

　気持ちいいだろうなって思った。思ったけど、別に、俺はここの奴じゃねぇから。今回だけ、どうしてもって参加しただけだ。来年も同じように、これを夢中になってやってるとは限らない。

「のぼりゃわかる。絶対に降りたくなくなるから」

　見てみたいって、思った。その景色を見て、あいつみたいに、玄みたいに、熱の渦の中にいたいって思った。

「来年でも、まだ、未成年はのんべぇどもの打ち上げは参加させらんねぇけど」

　それこそ、自分が二十歳になったときのことなんて、意味がわかんねぇくらいに知らない先のことだ。今までの俺なら、そんな先のことまで考えられなかった。けど、今、お囃子をやっている、山車のてっぺんでテンション高く祭りを煽ってる自分が少しだけ想像できそうな気がした。

「おら！　これで、シャワー代わりだ」

　タオルのおっさんが後ろ手に持っていた、かなりでかいビニール袋の中身をぶちまけた。

「おぉぉっ！」

　豆シバだけじゃなく、子どもがすげぇ歓喜の声上げて、その山になったものに飛び付く。

「もう水は満タンに入ってっからよ！」

　それは水鉄砲の山だった。すげぇでかい、本気の水鉄砲から、小さな子どもも使える掌くらいのオモチャのまで、大小さまざまな水鉄砲が本当に山になってる。

「は？」

「これ、木砂先輩のっす」

「はぁ？」

「うちんとこの恒例なんすよ！　打ち上げ、子どもは参加できねぇし、汗でベタベタだし、ファミレス行くより、安上がりだし」

　そんな理由で、水鉄砲のタンクが空になるまで、ここで水のかけ合いをするらしい。

「はぁ？　マジかよっ！　って、おい！　うわっ！」

　もう、手に持った瞬間から始まっているらしい。背中だろうが、なんだろうが、はっぴごとびしょ濡れにされていく。

「てめぇ！　おい！　待て！」

　豆シバが本物の子どもみたいにはしゃいでいた。小学生に混ざっていて、一瞬見分けがつかないくらい。でも、あのパツキンは目立つから、そこを狙えばいい。

「なんで！　てめぇ！　一年のくせに、そんな一番威力あるやつ持ってんだ！　俺が！　それだろ！」

　豆シバが俺に渡してくれたのは百均でも買えるような、ちゃちいオモチャの鉄砲だった。だから、豆シバを始めとして、とりあえず俺に水をかけた奴、っつうか、手を伸ばして捕まえられた奴全員の首根っこを捕まえて、Ｔシャツの襟から直に水をかけてやる。

　キャーキャーって、明るく賑やかな声が公民館にこだまする。それを、大人組も最初は見学してのほほんと笑っていたけど、気がついたら、ガキに水ぶっかけられて、ムキになって反撃していた。タンクが空になったら終わりだっつってんのに、追加で水を入れてる大人までいる。

「ジュースの差し入れ……って、何、してんだ、風雅」

「おわ！　玄！　って、おい！　ちょ、タンマ！」

　玄がポニテと一緒に現れて、この公民館の惨劇に呆れた顔をしていた。

「子どもは打ち上げ参加できねぇから、てめっ！　ごらぁ！　待て！　クソガキ！　シャワー代わりの、おい！　てめぇ！　パンツまで濡れただろうが！　水かけ大会、だっ！」

　話してる最中も、キャッキャッて賑やかな声を上げてガキが俺に集中的にかけていく。だから、率先してそれをとっ捕まえて、水ぶっかけて回った。今、きっと俺の顔は真っ赤だ。なんか玄の顔見たら照れ臭くて、つい逃げ出しちまう。

「待て！　おい！　ガキンチョ！」

　だって、たった今思ってた。今まで将来のことなんてほとんど考えたことがなかった。今が楽しければそれでいいし、それ以外のことはどうでもよかった俺が、初めて「将来」を思ったんだ。来年、お囃子をしている自分。今年覚えたリズムを来年も同じように刻んで、一年で少しでかくなった、このガキンチョどもとはしゃいで、山車に乗って、そんで、下から俺を見つめる玄に手を振る。

　来年も玄と一緒にいる自分。来年だけじゃなくて、これからも──なんて思って、大人になった玄を想像しかけたときに本物が現れたら、そりゃ照れ臭くて逃げ出すだろ。

「うわぁ、楽しそう！　混ざりた、って、冷たぁぁい！　待て！　今、誰？」

　ポニテが普通に参加してた。普通に俺に話しかけて、普通に笑ってた。今までと何も変わらない、ポニテらしい笑顔。

「木砂君、お疲れー！　太鼓、すっごくカッコよかったよー！　日焼けしたー？　顔、真っ赤だよー！」

　ちげぇよ。これは日焼けして真っ赤になったんじゃない。玄のいる将来の自分とか想像してる俺に顔が赤くなったんだ。

　本気で、俺は玄に。

「玄も、混ざれよ」

　チラッとみたら、俺だけを見てた。

「まったく、元気だな、お前。ずっと太鼓やってたのに」

　俺は玄に恋をしている。

「あはははは、楽しかった」

「そうか」

「来年もお囃子やるかもしんねぇーっ！」

　それをお前に言うってことはさ、来年もお前といるって思ってるってことだかんな。わかりにくいけど、これが限界。照れ臭くて、これ以上はっきりとは言えそうにないから、だから。

「じゃあ、来年用に大きな水鉄砲を用意しておいたほうがよさそうだな」

「！」

　わかってくれてる。玄の言葉に胸のところが甘く、ぎゅっと締め付けられて、感動とかしてた。

「あぁ」

　ちょっと泣きそうだった。

「きっ、木砂先輩、あの女の人、彼女っ！」

　でも、そんな俺に背中から体当たりして、感動とか吹き飛ばす豆シバに苦笑いをこぼして、そんで、ガキンチョの総攻撃を防ぐべく、俺の盾にしてみた。

「ぎゃああああ！」

　それでもしつこくポニテのことを訊いてくる。なんだ？　お前、もしやって、ニヤリとしつつ、ちょっとおせっかいをしてみる。玄と同じ和太鼓サークルの大太鼓やってる奴で、他校で、三年だって、言ってやった。それを聞いて、コクコク必死に頷いている豆シバの横顔が真っ赤だ。

「真野、さん……」

「あぁ、つか、何、お前、もしかして」

「真野さん、真野さぁぁん！」

　どっか打ったかも？　水浸しになって、転んで、地面に頭ぶつけた？　ものすごいハイテンションで豆シバが走っていく。そして、素手で水鉄砲攻撃に対抗していたポニテの前に跪き、献上するようにバカでかい水鉄砲を掲げていた。

「へぇ……これはいいかもな」

「あ、玄も思った？」

　玄が何かいいことを思い付いたって顔して、しかも笑ってる。わかりやすい豆シバにふたりで笑ってた。笑って、そんで、巻き添えだ。

「つうか、玄、お前もお疲れ！」

「？　ちょっ！　おいっ！」

　首根っこを掴んで。

「うわぁ！　おいっ！　風雅」

「キヒヒ」

　Ｔシャツの襟から直に水をかけてやる。生徒会長様の慌てふためく顔なんてそうそう見られるもんじゃねぇから。こっちこそ、ニヤリと笑って、水をぶっかけておいた。




　すげぇ、はしゃいだ。ガキに混ざって、どっちがガキだかかわかんねぇくらいに走り回って大笑いして、水かけ合って遊んでた。祭りのテンションが残った空間でバカになってびしょ濡れになった。

　待てって叫ぶ、自分の笑い声と、子どもの飛び跳ねるような声。あと、一日中、叩いて踊って掛け声かけて、捲くし立てたお囃子の音。全部が耳の奥でまだ鳴っている気がする帰り道は、なんか、足がふわふわ浮いている気がした。

　見上げても別にすげぇ綺麗な星空ってほどじゃない。満天どころか、いくつか星があるのが見えるくらい。でも、その星空を見上げて、鼻から思いっきり空気を吸い込むと、なんか、清々しかった。

「玄、俺、お前のことすぐに見つけたんだぜ」

「目が合ったな」

　あれだけの人混みの中、本当に吸い込まれるように見つけられた。運命っぽいな、とか思った。

「風雅の太鼓だけが、あの中で浮き上がって聞こえたって言ったら、信じるか？」

　鼓膜が麻痺しそうな、あんな大音量の中で、小さい太鼓ひとつの音なんて、埋もれるに決まってる。そんなわけねぇじゃんって思うだろ、普通はさ。でも、俺も、あんなごった返した人の中から、玄のことだけを引き寄せられるようにわかったから。きっと、玄だってそうかもなって。

「……風雅」

　そうだったら、いいなとか思った。

　言わねぇけどさ。ロマンチストみたいじゃんか。

「風雅、そんな可愛い顔、されると、困る」

　てめぇのほうがよっぽど、だろ。いつものクールで涼しげな顔はどうしたんだよ。頬が薄っすら赤くて、なんか、お前の顔見てたら、すげぇ、好きだって思っただろうが。

　水遊びで、もうベショベショになった格好のままブラブラ歩いてた。

　あっちこっちの居酒屋で今日は大人達がへべれけだ。んで、うちの親も、幼馴染らと一緒にどっかの居酒屋で大騒ぎしているはず。明日、仕事だろうがあいつらのことだから、絶対に羽目外して大盛り上がりだ。飲むのに飽きたらカラオケだろうし、そもそも飲むことに飽きたりしない。んで、午前様だ。しかも、帰ってくるころには爆睡している俺でも起きるくらい、騒がしい完全な酔っ払いに違いない。

　だから、今日はうちに来いよって誘ったんだ。




「ぁっ、玄っ」

　名前を呼んだら、風呂場のタイルに反響して甘さも倍増して聞こえた。

「声、もう少し抑えろ」

「っんん！」

　無理だろって、思いながら、それを言葉にしようと口を開いた瞬間、甘ったるく啼きそうで、唇を噛んでた。汗もかいたし、水遊びで走り回ったし、祭りの大混雑の中にずっといたから、どこか肌が砂利っぽい。とにかくベタベタだから、すぐにシャワーを浴びたくて、ひとりずつなんて、めんどくせぇから、一緒に入ろうぜって、玄の手首掴んで引っ張った。

　その玄の手首が驚くくらいに熱かった。

「感度、すごいな……まだ、首筋舐めただけだぞ？　それで、ここ、こんなか？」

「んんっ……んっン、あんま、舐めんな、よっ、汗が」

　なんか、すげぇ、触れた瞬間から、高いんだ。汗かいたから、舐めると汚ねぇだろって、言いたいのに、快感が邪魔をして言葉が続かない。玄の舌は汗なんてかまうことなく、舐めて、舌でくすぐってくる。

　キスマーク付けらんねぇから、痕がつくギリギリの愛撫。火照った身体には逆効果の愛撫だ。煽られてるとしか感じられなくて、もっと、強く吸い付かれたくてたまんない。

「あ、はぁっ」

　思わず漏れた自分の喘ぎに自分がさらに煽られる。触って欲しいって、身体が疼いて、痛いくらい。

「風雅、腰、揺れてる」

　ぎゅっと抱き付いて、玄の股間に腰をすり寄せてみたら、ゴリッとしたものがあった。密着させて、身体で、玄の興奮を確かめる。硬くて、熱くて、卑猥な塊を味わいたい。形も大きさも、知りたくて、止めらんねぇ。

「うる、せぇなっ」

「可愛いな、風雅」

「んんんっ」

　うるせぇって言われて、可愛いと思うってどんな感覚だよ。そんで、そのまま満足そうに笑いながら、口ん中を荒らすみたいにキスするって。可愛げなんて欠片もないキス。それを俺も貪るみたいに味わってる。

　気持ちイイから、もっと欲しくて、玄の黒髪を掻き乱すみたいに指絡めて、頭を抱きかかえた。

「ん、ぁ、ンく、喉ん奥、熱いっ」

　夢中になって舌にしゃぶりつく。しゃぶりつきながら、玄の腰に片脚絡めて、引き寄せる。

「明日から数日雨だって」

　秀才君はニュースばっか見てんのか？　いきなり、なんで、天気の話？　いいから、もっと寄越せよって、舌を自分から出して、綺麗に整った唇を舐めて誘う。勃起したペニス同士を服越しで擦れ合わせながら、なぁって、せっつくように。

「だから、プール、明日と明々後日は休み、かもな」

「……ぇ？　あっンっ」

　ペロッと首筋を舐められて、また、小さく吸われる。痕には残らない愛撫はもどかしくて、もっと深くて強い、痛みに近いくらいのが欲しいって誘ってた。

「でも、天気なんて当てにならないし？」

「あぁっ！」

　ゴリッと玄のペニス押し付けられながら、耳朶噛まれて、痛みと快感で身体の奥が熱を上げていく。

「……風雅」

「ぁ、はぁっ……ン、玄っ」

　ゾクゾクする。もっと、もっとって、さっきまでお囃子で賑わってた耳の奥で、別のものが騒ぎ立ててる。こいつのが、欲しいって、うるさい。

「ぁ、玄……」

　びしょ濡れになったＴシャツもはっぴも、風呂場の湿気と汗でまとわりついて、捲り上げるのに一苦労だ。肌にぴったりと密着したＴシャツ。そこにふたつ、尖りきった乳首があるのがくっきりと見て取れる。

「あぁぁっンっ」

　それを摘まれた瞬間、甘ったれた声が零れた。でも、少しだけ掠れてる。そりゃ、今日一日、声張り上げてたんだから枯れるか。

「風雅のハスキーな声、腰に来るな」

「あぁ……ン、ふっ」

　乳首をクリクリ摘まれる。そのまま強く抓られたい。

「もっと、啼き声、聞きたくなる」

「あ、ぁ」

　まとわりついたＴシャツを快感で痺れた指でどうにか引っぺがして、湿った肌を玄の前に晒した。愛撫で呼吸が乱れてせわしない腹筋、舐められると腹の底がくすぐったくなるヘソ。

「ここ、吸って……」

　指で摘まれて、ピンと尖った乳首をふたつ、自分でＴシャツめくって玄に見せ付けて、背中を反らすように突き出す。

「乳首、強く、いじれ、よ」

　痕がつくくらいがいい。ずっと、ずっと、夏の間、あのもどかしい愛撫だけじゃ、無理だ。指で強く嬲られるのも、すげぇイイけど、祭りの興奮で火照ってるから、今日は。

「あぁああっ！　ン、すげ、イイ、ぁ、乳首っ」

　歯でコリッコリになった先端をいじられて、噛み付かれて、甘く疼く痛みに全身が痺れるくらいのが欲しい。

　明日から、雨が続くんなら。

「あぁぁ、もっと、強く、ぁ、乳首っ、ィきっそ、ぉ」

　こいつが性感帯に変えたんだ。女よりも敏感になるよう仕込まれた乳首を久しぶりに、本格的に嬲ってくる。ほら、すげぇとんがって、クソ意地の悪い舌と歯に痺れるくらい悦んでる。

「あぁぁぁぁっ」

　ビクビクって腰が跳ねた瞬間、取れそうなくらい指で乳首を摘まれ、その上さらに服着たまんまだろうがペニス同士を擦り合わされたら、我慢なんて無理だ。イく。

「あ、あぁぁぁっ…………ン！」

　うざったくて嫌いだった雨も、この刺激を貪れんなら、好きになれそうな気がする。

　風呂場だから、下着までぐしょぐしょになろうが関係ねぇ。乳首だけでイける身体になってる俺は、肩で息するくらいに、こいつの過剰愛撫にまたペニスを硬くさせてる。向きを変えさせられて、背中を玄に向けてる。タイルにしがみついて、火照る身体を持て余してる。

「あぁっ！　おま、えのは？」

「いい、今にも、イきそうだから」

　何、それ、そんなに？　って、思いながら振り返ったら、すげぇ、切羽詰まった顔した玄がいて、その表情にまた煽られた。今さっき射精したことも忘れて、鈴口からはタラタラと先走りが溢れて伝っていく。

「あぁぁぁっ！」

　伝って、落ちて、俺の身体の奥まで抉じ開けてく玄の指も濡らした。そこ、もう、トロトロだろ。見えなくたって、玄の指を咥え込む自分の中が立てる卑猥な音でわかる。ぬるついて、柔らかくしゃぶりつく孔の中の感触でわかる。

「あぁぁぁっン！　てめっ、そこ、グリグリすんなよっ」

「風雅が自分で腰振ったんだろ」

「だって、ンぁっ！　そこ、されたら、またイっちまうっ」

　恥ずかしい格好。

　セックスするために、孔の奥まで指で解されて、溶けそうなくらいに柔らかくされながら、もう片方の手で片方乳首をピンク色が濃くなるまで、いじられまくってるのが、目の前の鏡にドアップで映ってた。

　自分で見ても興奮するくらい、エロくしこりきった乳首を綺麗で長い指が器用に捏ねて、引っ張って、爪の先で、先端に微かに触れて、快感の電気を流し込んでくる。焦れて、痛い。ビンビンになった性感帯に小さい電気ショックみたいな快楽は、もう毒に近い気がする。

「ああぁぁっン」

　だから、女が上げる声よりも甘ったるい声が風呂場に響き渡る。慣らすくらいで、これじゃ、こいつの、あの太くて硬いので抉られたら……。

「風雅っ、指にしゃぶりつくな。我慢できなくなるだろっ」

　だって、もう、無理、早く、欲しい。頭がおかしくなりそうだ。

「早く、くれっ！　玄、奥まで、も」

「今日はずいぶんねだるな」

「だって、ぁ、あっ」

　ねだるだろ。あんな大勢がいた中でも目が合う。数え切れない人の中で、渡辺さんみたいなゲイでもねぇのに、男同士で、好きになった。

　こんなに好きな奴がいることを、すげぇ、嬉しいって、そう思ったんだ。

「すごく、可愛くて……我慢できなくなる」

　こいつのこと、マジで、独り占めしたくて仕方がない。祭りでさ、あんなにすげぇおおはしゃぎして、バカ騒ぎして、こんなエロい雰囲気から程遠い一日が、逆に、なんでか、もっと身体も頭ン中もエロくさせる。

　玄の声も掠れるくらい、孔の口がペニスを締め付ける。もっと、来いよって、誘ってる。

「あ、ぁ、奥まで、早くっ」

　自分から背後でそそり立って痛そうなくらい張り詰めたペニスに身体を沈めた。

「風雅っ」

「あぁぁぁぁっ！」

　音が頭の中に響いた気がする。一気にずぶっと埋め込まれた玄の固くて凶暴なくらいのペニスに、いじられまくった乳首が疼く。先端から先走りが溢れて止まらなくなる。

「あぁぁ……」

　奥まで嵌め込まれた切先が、今度は粘膜に逆らって逃げていく。ねだるように縋る、俺の身体の一番柔らかい場所を抉って、押し広げて、欲しかった玄のペニスが。

「んんんっ！」

　抜けるギリギリんとこから、腰をぐっと両手で掴まれたと思ったら、そのまま奥まで打ち込まれた。目の奥で星がチカチカ点滅するくらいの快感が捻じ込まれて、イきそうになる。だって、俺の欲しいトコ、そこよりももっと深い場所を玄の亀頭に貫かれてる。

「あ、あっ、あぁっ、ン、ぁ」

　そのまま、奥を何度もノックされて、声が零れまくってた。

「ん、ぁ、あぁ……そ、こっ」

　今度は、俺のいいとこを抉って舐めて、押し潰すみたいに腰を回し挿れられて、気持ちよさに視界が潤む。

　パンパンって、風呂場に充満するくらいセックスの音が響き渡ってる。両手を前について、激しく腰を打ちつけ鳴らしてる玄を鏡の中から覗き込んだ。

　すげぇ、色っぽい顔してた。

　眉をひそめてる。その表情がセクシーで中が荒々しく掻き混ぜるペニスにしゃぶりつくと、玄が気持ちよさそうに目を伏せた。そして、うっすら目を開けて、繋がった箇所を見下ろして、視線が雄っぽく鋭さを増す。ずっと、苦しそうに歪んだ顔。何度も舌を濡らして、セックスの快楽に浸った表情。

「あぁぁっン、玄、もっと奥」

「風雅っ」

　イきそうになると、声の重さが増すんだ。鼓膜にビンビン響いて、それが前立腺まで刺激する。こいつの全部に身体も心も敏感に反応する。

「あぁぁっン、声、我慢、できねぇッ！　玄っ」

　玄の動きが激しさを増せば増すだけ、快楽が膨れて、もう、はちきれる。膨らんで、このまま弾け飛ぶ。

　びしょ濡れの身体の奥に玄の精子が、体液が欲しい。後ろから攻め立てられて、でも、俺ももっと奥までこいつに侵されたくて、貪欲に身体がうねる。止められなくなる。

「あぁっ……んんんっ」

　イくっ。思わず自分の指を噛もうと思った。でも手首を捕まれて、後ろから舌を口ん中に乱暴に突っ込まれる。

「んんんんっ！」

　チラッと鏡の中の自分を見た。すげぇ、卑猥。

　足開いて、奥まで抉じ開けられたくて、片脚を風呂の縁に乗せて、背後にいる好きな男にやらしく尻を突き出してる。乳首は真っ赤に色付いて、コリコリに勃起して。ペニスは腹に当たるくらいに反り返って、それを玄の掌がジュクジュクに扱いて、液が鏡にまで飛んでる。でも、一日、溜め込んだ熱はまだまだ溢れて、残りまで絞り出そうとする玄の手を汚してく。

　イった、自分の姿が鏡に映ってた。精液が弾けて飛び散って、鏡の中の自分と玄にぶっかけて、腹の上まで白く散らかしたみたいになっていた。

「風雅……」

　イったばっかの玄の声も好き。掠れて、息が荒いから、どこか声が熱っぽい、苦しそうでゾクゾクする。

「今日、はっぴ姿、すごくよかった」

「……ぁっ」

「声張り上げて、暴れてる風雅の姿を見て、ゾクゾクした」

「ン、ぁ……あ」

　射精したばっかのペニスをゆっくりねっとり扱かれて、なんか、おかしくなりそう。萎えるどころか、また。

「こんなカッコいい男が俺の前でだけ、こんなスケベになるって」

「あぁぁぁぁっ！」

　グンと腰を突き入れられて、中に放たれた精液が乱れる。

「俺しか、それを見れないって思うと」

「ぁ、ぁ」

　俺も同じこと思ってた。学校にいる風雅も、太鼓を叩いてる風雅もすげぇ好きだけど、こういうスケベなことをしてるときの乱れたお前って、マジで。

「興奮して、どうにかなりそうだ……風雅」

　ニヤッと笑って、俺のと同じように感度が上がっているだろう玄のペニスを扱いてやる。ねっとりじっくりしゃぶって、精液でぬかるんだ感触を玄に教えて。

「な、ぁ、プールじゃねぇなら、もっと、乳首も、キスマーク付けろよ」

　どうにかなりそうな興奮を貪った。






９　夜空に咲く花









　あっつい。屋上って、地上よりも高いとこにあるからなのか？　太陽に数十メートルでも近づいただけで、こんなに暑く感じんのかってくらいに暑い。

「なぁ、玄は花火大会んとき、太鼓叩いたりすんのか？」

　その花火大会が終わったら、夏休みだ。

「いや、太鼓のイベントは八月のお盆後だ」

「へぇ」

　ちょっといるだけでも、もう汗が噴き出す。

「今夜はその打ち合わせするかもな」

　そっか。花火大会、太鼓、ねぇんだ。

「なんだ？」

「……べっつにぃ？」

　最近、猛暑日続きで教室で昼食を食っている。こんなカンカン照りの中、汗だくになって飯食いたい奴なんていないだろ。つっても、教室じゃ、こんなふうに近づくことも、話かけることもない。知らん顔で、でも一緒に食ってるっていう、説明しにくいこそばゆさを楽しんでる。

　今日は屋上に俺が呼んだんだ。前に手紙でここに呼んだのは玄だった。

「太鼓、来るだろ？　公民館に」

　公民館、ついこの間まではお囃子のほうがあって、玄達が太鼓をしている公民館には行けていなかった。まだ、終わって数日しか経ってないのに、なんか大昔のことに思える。嵐がババーッと走り抜けていった感じ。残ったのは妙に静かな空気。名残惜しいっつうか。楽しかったから。

「んー……」

　ちょっと、焦らしてみたりして。行くし。普通にお前が太鼓叩いてるとこ見るの好きだし。でも、どうしよっかなぁって顔をしてみると、来いよって無言の視線でグイグイくるのがたまんねぇ。

「風雅？」

「行く」

　そんで、頷けば、嬉しそうな顔をする。なんて、本人自覚ないんだろうな。いっつもポーカーフェイスで、すました優等生ぶってるけど、案外、わかりやすくて、けっこうガキっぽい。

「暑いな……さすがにこの季節じゃ」

　たしかに暑い。汗で服が張り付いて気持ち悪いし。制服のシャツをパタパタはたいて、素肌に風を送ったところで暑いもんは暑い。自販機で買ったジュースも即常温だ。

「あのさ」

　でも、教室じゃこんなふうに話せないから、わざわざ、すげぇ暑いけど、ここへ呼び出したんだ。

「あのさ、玄」

　花火大会に一緒に行かないかって。そう、誘おうと思ったんだ。

「あの」

　こいつが他の奴と花火大会に行くとは思ってねぇけど、でほら、逆に、娯楽ほぼゼロの玄の部屋を見てると、「は？　そんなもの行くか。キラーン」とかって、眼鏡光らせてることもあるかもしんねぇだろ。

「あの、玄」

　つか、花火大会にこんなふうに好きな奴を誘ったことがねぇから、どんなふうに言えばいいのか、よくわかんねぇ。軽いノリで言えたらよかったんだろうけど、まず第一声で「あの」なんて言っちまったら、もうアウトだろ。さっき、花火大会で太鼓叩くのかって訊いたときの流れに乗って言えばよかった。

　花火大会で太鼓叩くのか？　そうなんだ！　そしたら暇じゃん。花火一緒に行こうぜ。

　ほら、スムーズだった。なのに、なんで「あの」なんて、言ったんだ、俺。これじゃ、聞くほうも言うほうも身構えるだろうが。

「風雅、花火大会」

「うわぁ！」

　飛び跳ねそうになった。つか、手に持ってた紙パックのジュースに思わず力が入って、ストロー口からジュースが飛び出た。

「バカ、シミになるぞ」

「だって」

　だって、花火大会、行こうぜって、どう言おうかずっと考えてたのに、その言葉をサラッと言われたらテンパるだろ。

「ほら、ハンカチ」

「わりぃっ、ン」

　唇がすげぇ熱い。俺のシャツについたシミをハンカチでぎゅっと握るみたいに拭いてくれた玄の手がそのままシャツを引っ張って、引き寄せて、キスになった。

「ン……」

「花火大会の日、六時に駅前だぞ」

「……」

　誘うとかじゃなく、尋ねることもしねぇで、なんか、一緒に行くのが当たり前みたいに、時間と集合場所を指定されて、あ、なにこれ、すげ、嬉しい。

「あ、ぁっそ」

　だから変な返答になった。

「それと、暑いからってシャツ、パタパタするなよ」

「あ？」

「スケベな乳首をチラ見せするな」

　だってあっちぃんだから仕方がねぇだろ。今日は熱中症にお気をつけくださいって言ってんだから。シャツ扇ぐくらいじゃ何の足しにもならないくらいに暑いのに。すげぇ暑すぎて、熱くて、触れた唇がジンジンするくらい。

「スケベな乳首にしたの、玄だろうが」

　ホント、あっちぃ。

「あぁー！　なんでこんなあっちぃとこにいるんすか！」

　俺も飛び上がったけど、玄も目を丸くして、そして振り返って、金色をしたツンツン頭を見るなり、大きく舌打ちをした。豆シバだ。元気にワフワフ言いながら、このカンカン照りの中を駆けてくる。

「なんだよ。豆シバ。お前、三年に普通に話しかけんなよ」

「ちゃんと敬語っすよ」

　そういう問題じゃねぇよ。つか、俺と玄のツーショット、普通に見つけんなよ。こっちは汗ダラダラかきながら、それでも知られないようにってこうして内緒で会ってんのに。

「つか、本当にふたりって仲良しなんすね」

　豆シバの中で俺達は優等生と不良、ではなくて、誰も知らないけれど実はいかがわしい不良の生徒会長と、誰もが知っている不良の木砂先輩って、設定になっているらしい。どっちも不良。だから仲がいい、っていう勘違いした「仲良し」設定。

　祭りが終わった月曜に豆シバが三年の教室にやってきたんだ。お囃子をやってくれてありがとうと礼を言いに来たとき、教室の入り口で玄に遭遇した。

　豆シバにとってはなんでかちょっかいを出してくる生徒会長。

　玄にとっては、俺にちょっかいを出してくる厄介な、豆。

　──き、きき、木砂先輩！　あ、あいつ！　なんか！　いか！　いかがわしいっす！

　玄に「豆が来てるぞ」って言われて、行ってみたら、真っ赤な顔をして、口をパクパクさせながら、玄を指差して、めちゃくちゃ狼狽えて、そんなことを叫んでたっけ。あいつの口から「いかがわしい」って小難しそうな言葉が出たときは爆笑だった。

　どうやら俺が祭り後につけたキスマークを見つけたらしい。プールの授業がないからって派手につけたやつ。それを見つけてからというもの、そのキスマークをつけたのが俺とも知らず、実はあんなマークをくっつけたスケベだって、豆シバが思い込んでた。それ以来、ずっと玄は警戒されている。

「ここは暑いから屋上には来るな。豆」

「あ？　つか、俺、木砂先輩に用事が」

　ほら、めちゃくちゃ豆シバが威嚇してる。そんな豆シバにこめかみの血管をピクピクさせる玄。俺はけっこうこのやり取りが面白くて見学してみたりして。

「ここはっ！　暑いから！」

「あの！　あのっ！」

　リアルで首根っこ捕まれて連行される奴初めて見た。本当に犬みてぇ。生徒会長の権限で屋上にいるだけで一般生徒は立ち入り禁止とか、色々、ウソはったりを言うんだろうな。玄の奴。実際、こんなあっつい日に、こんなあっつい場所で汗かきながら飯食ってるの、俺達だけだし。誰だってこんなとこより、エアコンの効いた教室で食うだろ。普段は俺達だってそうだし。

　玄も花火大会、いつ誘うって、教室でずっと伺っていたんだろうか。俺が一日、そのタイミングを図っていたみたいに。

「仲良しかよ、あれ」

　なんか意外にいいコンビになりそうなデコボコ具合を眺めながら、花火大会用に浴衣、買おうかなって考えてた。




　たかが花火大会だった。ダチと夜通し騒ぐためだけのイベントだったのが今年は違う。今年から、変わる。

「っわっかんねぇ……」

　どれがいいのかなんて、全然、わかんねぇよ。こんなん着たことねぇもん。

「いらっしゃいませ」

「！」

　びっくりして振り返ると、三十代の女の人が立っていた。綺麗にまとめた髪に、タイトスカートの制服、ここの店員だ。まさか話しかけられるなんて思ってもいなくて、ビクッとしちまった。

「紺色のものでお探しですか？」

「あー……いや……」

　浴衣なんて、どれがどうとか全然わかんねぇ。

　自分が着たとこだって想像できてねぇ。

「そちらの浴衣、今、ディスプレイされているものと同じものです」

「はぁ……」

　着たらこんなふうになるんだなぁって思っただけ。マジで、全然わかってねぇし。つか、俺って、これ、着られるのか？　あ、それ以前に値段ってどうなってんだよ。五万も六万も出せねぇぞ。

　コマーシャルですげぇ流れてたから、だからここに来た。浴衣をどこに行けば買えるのかもあんまよくわかってないレベル。

「あの、これって、俺ひとりでも着れたりします？」

　店員に自分から尋ねるなんて初めてした。俺。

「俺、こういうの着たことないんすけど」

　すげ、すっげぇ、緊張すんだけど。でも、着てみたい。着て、玄に見せたい。

「あと、これ、って、値段……ぁ」

　気がつかなかった。浴衣を着たマネキンの足元にちゃんと値段が書いてあった。

「初心者向けの浴衣なので、大丈夫ですよ。帯、下駄、紐、着付けブルーレイもついてます！　高画質です！」

　や、そこは別に着方を見たいだけだから、高画質じゃなくても。そんな内心ツッコミを感じ取ったのかどうか、ＤＶＤもございますって言われた。

「試着されますか？」

「えっ？」

　めちゃくちゃ食いついてた。全部がくっついてこの値段なら大丈夫。つか、バイト代、とりあえずけっこう入ってるから余裕だ。いきなり前のめりになった俺に店員がニッコリ笑っていた。

「見ているのと羽織ってみるのとで、かなり違いますから、是非、どうぞ」

「マ、マジっすか」

　女物と違って、男物は全然色味が少ない。基本、青系ばかりだ。色が多くても迷うだろうけど、少なくても迷う。その少ない中でも、店員がなんとなく俺の顔と見比べて、よさそうなものを肩にかけてくれた。見てるだけじゃ全然わからなかったのが、肩にかけただけで選びやすくなるんだな。

「ぁ、俺、白系がいいっす」

　ピンときたのは青系じゃなくて、白。

「きっと、お似合いですよ」

　似合うかな。似合ったらいいな。

　いつもはラフな格好ばっかだし。でも、デートんときに大人っぽいシャツ着たら、あいつは嬉しそうに何度も俺の格好見ては微笑んでたし。

　だから、浴衣も喜ぶかなぁって。テレビ中継されるようなバカでかい花火大会じゃないけど、でも、夏休みが始まる合図だし、すげぇ、テンション上がるだろうから。

「これが、いいっす」

「かしこまりました」

　俺は白地に傘模様の浴衣にした。そっちのほうが少しカラフルでいいかなぁって。

　でも、できっかな。俺ひとりで。母ちゃん父ちゃんとか、絶対にあてになんねぇし。そもそもあてにするつもりもない。高画質ブルーレイでどうにか、できんのか？

「もし、宜しければ、一度、着付け、しっかりされてみますか？」

「え？」

「実践したほうがわかりやすいですし」

「い、いいんすか？」

　また、めっちゃ食いついてた。

「えぇ、是非！　彼女さんにカッコいい浴衣姿を見せちゃいましょう！」

「……う、うっす」

　玄の前に浴衣でビシッと登場するところを想像したら、一気に頬が熱くなった。土足でも入れる、一番でかい試着室で、Ｔシャツ、ジーパンの上に浴衣を羽織っているせいか、急に冷房が効かなくなったみたいに、身体が熱くなる。

「それでは、お客さま！　しっかり、鏡の前で見てくださいませ！」

「おっお願っ」

　フンって鼻息荒く、店員が腕まくりをして、ズンズン背後に近づいてきて、そっから先はクルクル回って、ぎゅっと締め付けられて、紐でグルグルで……目が回るかと思った。

「いかがでしょう」

「……」

　俺も店員さんもすげぇ、頑張って、マジで真剣に練習して。

「ウッス」

「……頑張ってください」

　もうブルーレイいらねぇんじゃね？　って思うくらい、完璧に着れるようになった。

　鏡の中にいる自分がパリッと浴衣を着てる。ダリィってなりがちな俺の背筋がピッと伸びる。それは玄が太鼓を叩くあの凛々しい感じにも似ていた。

　店員とこんなに話したのも初めてだな。俺じゃ畳み方もわからない浴衣を綺麗に畳み直してくれてるところに、お礼を言ったら、顔を上げて笑ってた。ビシッと変身させられたって楽しそうにされて、役に立てて嬉しいって言われて、俺も嬉しかった。着付け、わかりやすく説明してくれてた店員さんもちょっと疲れたよな。俺は、あれだ、これだって眩暈するくらい説明されてるだけだけど、動き回った店員さんの額に少しだけ汗が滲んでる。

「すんません。色々と」

「いえ、初めての浴衣、カッコよく着ていただきたいですから」

　俺、カッコよく着れてた、よな。たぶん。

「すっごくカッコよかったですよ！　もう、絶対に彼女さんもぞっこんです。って、今の人はぞっこん、なんて使わないですよね」

　や、ぞっこん、になってくれたらいいな。待ち合わせた駅前に、俺が、この白い浴衣を着て現れたときの玄を想像するとワクワクしてくる。

　じっと見つめて、似合ってるって言ってくれるとか、勝手に頭ン中でリアクションを考えては、ニヤニヤしそうになる。

「着付け、頑張ってください！」

「ぁ、はい」

　初めて、浴衣で挑む花火大会を来週に控えて、そして、玄と過ごす初めての夏休みに、なんかワクワクしすぎて、店員さんみたいに鼻息が荒くなる自分がおかしかった。




　別に女じゃねぇから、綺麗だよ、とか、すごく似合ってる、とか言われたかったわけじゃねぇ。ふたりっきりでべったりなんてしなくたって、別にこの後、親はいねぇから、部屋でベタベタすればいい。

「あ！　木砂せんぱーい！　おーい、こっちっすよー！」

　でも、少しだけ肩透かしっつうか。ふたりで花火大会来るんだと思ってたから。豆シバと、それに、ポニテもいるなんて思ってもいなかったから、なんか、さ。

「おぅ……」

　駅前のコンビニんとこに集合だった。花火が始まる三十分前で、人が駅前にはごった返していて、気を抜いたらすぐはぐれそうなくらい。これなら、もっと早めに集合かければよかったじゃんか。ふたりならどうにかなっても、四人じゃ、誰かしらはぐれたりしそうだろ。

　ふたりっきりなら、このぎゅうぎゅうに混んだ歩道で、どさくさまぎれに手だって。

「浴衣っすか！」

「木砂君、カッコいいね。自分で着たの？」

　ぴょんって、視界に飛び込んできたポニテと豆シバが口々に俺の浴衣姿の感想を教えてくれる。玄よりも先に。

　ふたりともなんか異様にテンションが高い。とくに豆シバは尻の辺りから尻尾がはみ出るんじゃね？　って、思えるくらいに興奮してて、ワウワウ吠え出しそう。そして甚平姿がまた動き回る豆シバによく似合っていた。

　ポニテも、浴衣なんだな。色っぽいって思う。紺に紫とかいろんな色の紫陽花が描いてあって、鮮やかで、俺の白地の浴衣と並ぶと、より綺麗に見える。さすが女だ。いつもみたいにポニーテールにして、浴衣と同じ紫陽花の花飾りを髪に一個つけてるだけなのに、いつもと全然違って見える。だから、ちょっと、あんま並びたくない、かなって。

「全員、着物っすね！」

「そうだねぇ」

　俺の目の前ではしゃぐふたりの向こう側に玄がいる。玄は、紺色の、うちらの中でダントツ渋い浴衣を着ていた。

「もう行きます？　会場」

　豆シバが目を爛々に輝かせて、ササッと手を伸ばすと、ポニテをエスコートしていた。浴衣に下駄のポニテが歩きにくくないよう、番犬みたいに、もしくは主と散歩するのに、リードを持つ手をじっと見て、指示でも待つように。

「早く、行かないと、もっと混むっすよ！」

　玄、マジでカッコいいな。

　ほら、てめぇの後ろの知らねぇ女がチラチラと様子を伺ってるぞ。気がついてんだろ。

「浴衣、似合ってるな、風雅」

　そんな視線をぜーんぶスルーして、玄が下駄鳴らしながら、ゆっくりとこっちに近づく。周囲の騒がしい声を全部消去できるくらい、目が奪われた。

「て、てめぇのほうがよっぽど」

「自分で着たのか？」

「お、おぅ」

「すごいな。カッコいい」

　それはお前だろ。

　浴衣ってだけで、なんで、こんなにドキドキしてんだ。微笑まれて、思わずあからさまにそっぽを向いた。

「おーい！　早くー！」

　ポニテに尻尾振りまくりの豆シバがぴょんぴょん背伸びしながら、手を振っていた。こっちだぞって、人の波に本当に飲まれそうなくらい小さい背を必死に伸ばして、自分達の居場所を教えてくれている。

　また次の電車が駅に入ってきたみたいで、改札のところからは新たな人の波が雪崩れ込んでくる。浴衣を着ているカップルとか、団体とかが多くて、ただの通学ラッシュのときとは違う、ノロノロとして、そして隙間が全然ない波だ。

「豆シバはしゃいでんなぁ」

　玄がニヤッと笑った。

　この前の屋上でこの花火大会に誘おうと思ったとき、連行されて、こっそりと提案したんだそうだ。このダブルデートを。

　豆シバも単細胞すぎだろ。骨を「ほら」と目の前に置かれたら、すぐに玄に懐いて、忠犬となった。

　ポニテとくっついてくれるのなら、こんなにいいことはないって、黒い笑みを浮かべてる。爽やかな浴衣でめちゃくちゃ悪い顔してやがる。

「だから、俺達は迷子になろう」

「あ？　はぁ？　おいっ！」

　人の波はすごくて、さっきまで見えていたはずの豆シバの手ももう見えない。ポニテが頭にくっつけていた紫陽花の花飾りも、どこにあるのかわからない。

「おいっ！　玄！」

「これだけ人がいるんだ、はぐれるだろ。俺達は少し話し込んでたせいで、ふたりを見失った」

「おい！」

「運悪く、スマホもバッテリー切れ、ほら……風雅も」

　促されて、裾んところに入れておいたスマホを取り出す。

「風雅、こっち」

「あ、あぁ」

　歩道には人がぎっしりだ。少しでも歩を止めるなら、後ろの奴に体当たりされる。玄に手を引かれて、歩道の端に寄って、もうすでに一件、豆シバから着信があったスマホの電源をオフに、しようとした手に手を重ねられて、心臓が跳ねた。今更、こんくらいの触れ合いどうってことねぇのに。

「豆にメッセージ送れるか？」

「？」

「悪い、はぐれた。俺達も花火会場向かうから、向こうで会えたら会おうって」

「！」

　スマホを握り締める指先がピクンって揺れた。だって、玄が手を引いて進んだ先は花火会場とは間逆だ。これ、逆走してる。

　俺達は会場になんて向かってない。花火大会会場で豆シバ達に遭遇することはたぶん、ねぇ。

「送った？」

「お、おう」

　言われた言葉をそのまま送った後、スマホの電源をオフにする指先がなんか、ジン、って痺れる。

「じゃあ、行こう」

「え？　おい、どこへ？」

「花火、風雅と観るのを楽しみにしてたんだ」

「！」

　花火が上がる直前、今が一番、混んでいるかもしれない。俺達は人の隙間を抜けて、反対方向へと歩いてく。道案内のアナウンスを繰り返す大会の係員のざらざらしたスピーカー音声がどんどん遠くなっていく。

「風雅……」

　手首を握っていた玄の手が一瞬離れて、でも、すぐに繋がる。恋人繋ぎはさすがにしてねぇけど、この大混雑の中、反対方向へ向かう俺達の手元なんて誰も見てやしない。

　──ふたりっきりなら、このぎゅうぎゅうに混んだ歩道で、どさくさまぎれに手だって。

　そう思った俺の欲しかったものを玄がくれた。繋いだ手にドキドキして、赤くなる顔を俯いて隠そうとした。

「始まったな」

　背中から覆い被さってくるような爆発音がして、振り向くと、今年、最初のでかい花火が夜空に広がっていた。




（『バチ当たりな生徒会長は不良くんを誘惑する　下巻』に続く）








バチ当たりな生徒会長は不良くんを誘惑する　上巻
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